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一章　狙われた楽園







　雲海に、風が走った。

「お兄ちゃんを返せ！」

　少女の悲痛な、殺気立った声がひびいた。

　黒き翼つばさを広げ、黒い機き甲こう衣いを身にまとった敵性少女……アッ＝シュラは、雲を切り裂さきながら逃にげる。紅くつり上がった目は恐きよう怖ふに泳ぎ、白い顔は引きつっていた。おかっぱに切りそろえた長い黒くろ髪かみが、彼女の心の焦しよう燥そうをあらわすように、千々に乱れる。

「く……来るな、ばけもの！」

　シュラの眼下、真っ白い雲の中に、うっすらと機甲巨兵の影かげが沈しずんでいる。身長十二メートルほどの人型戦せん闘とう兵器……胸部のコクピットの中で操縦する南みなみ野の心ここ奈なは、わずか十四歳さいの少女だ。

　シュラは飛びながら籠手ガントレツトを下に向け、苦しまぎれに短針ニードルを打ちだした。だが、雲の中にひそむ機甲巨兵は、抜ばつ群ぐんの制動能力でそれをかわす。あまつさえ、レーザーを滅多撃うちにして、反はん撃げきしてきた。

　シュラは、雲の中から放たれる幾いく筋すじもの光条を避さけきれない。機甲衣の片翼が貫つらぬかれた。

「くっ……！」

「お兄ちゃんの仇かたきよ！」

　コクピットの心奈は、あどけなさを残す面おも差ざしを復ふく讐しゆうの怒いかりに染め、制せい御ぎよ盤ばんの上のキーボードを目にも留まらぬ速さで打って、機甲巨兵を思うがままに操る。

　シュラの眼下の雲が、スッ……と海が割れるかのようにくぼんだ。機甲巨兵があまりにもすさまじい速度で進んだため、周囲の空気がひきつけられたのだ。まるで繭まゆを破って羽化する羽虫のように、機甲巨兵が雲の中から現れ、シュラの前に飛びだす。

「墜おちるがいい！」

　心奈の鋭するどい声と同時に、機甲巨兵の鉄てつ拳けんがシュラを打った。

「ぎゃっ！」

　シュラは、口から赤い血を噴ふきだした。

　血は高空の冷気に冷えかたまり、ルビーのように輝かがやきながら雲の中へ落ちていった。




　雲が流れる。荒こう野やに風が吹きすさぶ。

　心奈は、撃墜したシュラを鋼鉄のコンテナに閉じこめ、地上で迎むかえを待つことにした。

「つい熱くなって、エネルギーの配分を間ま違ちがえちゃった……」

　機甲巨兵にはもう、タイヤを出して地上走行するほどの余力も残されていない。

　見み渡わたす限り何も無い荒野。コンテナの横に機甲巨兵を座らせると、心奈は風防を開けてコクピットの中に風を通した。

　座席の横には、ステンレスの水すい筒とうが置いてある。ひんやりとした風を受けながら、熱々のココアをアルマイトのマグカップに取って飲むと、汗あせと疲つかれが同時に引いていく。

「どうして、こんなことになっちゃったんだろ……」

　座席の上で三角座りをし、何も無い大地を眺ながめながら、心奈は自分の足を固く抱だき寄よせた。西せい暦れき二〇〇六年から二〇一五年までに、日本このくにに起こった激しい変化を今一度、心奈は思い返す。

　二歳年上の幼なじみの少年、呉くれ羽は静せい矢やと仲良く遊んでいた幼い時代。しかし三年前、突とつ如じよとして現れた十二人の敵性少女たちが、日本全国を焦しよう土どと化した。人々は廃はい墟きよの中、彼女らの執しつ拗ような攻こう撃げきに怯おびえつつ、逃げ惑まどいながら生きていた。

　インターネットのロボットバトルゲームで上位ランカーだった心奈は、ゲームの運営会社が造ったテーマパーク「ビゲートピア」に連れてこられ、機甲巨兵の操縦者に任命された。任務は、敵性少女の捕ほ獲かく、あるいは無敵の彼女らが身にまとう「機甲衣」を、破片でも良いから手に入れてくること。それを分ぶん析せきし、機甲巨兵に反映させてより強い機甲巨兵を作りあげるために。

　ビゲートピアにやってきて二年がすぎ、心奈はようやく静矢に巡めぐりあえた。なのに彼は、通信アンテナ設置の任務を受けて出発。その日のうちに帰ってくるはずだったが、それきり戻もどってこなかった。当時、東京上空には二人の敵性少女……ビ＝ルシャナとアッ＝シュラがいた。彼女らのしわざではないかもしれない、野盗の襲しゆう撃げきかもしれない。

　しかし誰かに怒りをぶつけずにはいられない。寂さびしい心を埋うめるために復讐せずにはいられない。

「ビゲートピアでエネルギーを補給したら……次はビ＝ルシャナを墜おとすわ。天国で見ていてね、お兄ちゃん」

　ココアからわきあがる真っ白い湯気の向こうに、心奈は懐なつかしい静矢の面おも影かげを見ていた。少しぶっきらぼうではにかむような、けれど小さいころ心奈をいじめっ子たちからかばってくれたのと同じ、優しい笑顔を。

　……ふと、荒野の彼方かなたに砂ぼこりが見えた。

　ぴくん、と心奈は緊きん張ちようする。それはおびただしい数の、戦車の群れだった。

「戦争ですって？　……まさか。自衛隊やアメリカの基地は、三年前に全部、敵性少女に破は壊かいされてるはずなのに……」

　心奈はあわててコックピットの風防を下げ、キーボードをカタカタと操作する。

　風防は内部から見ると全周型のモニターになっており、レンズを通した外界の風景を映しだす。砂ぼこりを拡大し、砂によるノイズを消すために赤外線モードで画像を解かい析せきすると……そこに浮うかびあがったのは、荒あら々あらしくはためく色いろ鮮あざやかな星条旗。続いて、粛しゆく々しゆくと歩む五ご星せい紅こう旗き。勇ゆう壮そうで華はなやかな三色旗トリコロール。そして厳げん粛しゆくなる連合王国旗ユニオンジヤツク。

　平和だった時代、社会科の時間に見たことのある旗ばかりだった。アメリカ・中国・フランス・イギリス、さらにあまたの国々の旗がつづく……。それらの旗をいただく戦車が、日本の地を行く意味が、心奈にはわからなかった。

　戦車の隊列の前方を、まとい持ちのように進んでいたジープが一台、機き甲こう巨兵のほうにやってきた。ジープの後部座席に乗っていた男が、心奈の前で車を降りる。すらりと背が高く、足も細長く、まるでモデルのように均整の取れた美しい体つきをしている。

　他の者たちは、カーキ色の戦せん闘とう服を着て、迷めい彩さい色のヘルメットをかぶっていた。しかし、その男だけは戦闘服ではなく、礼装である。金モール輝くスーツの胸にきらめく勲くん章しよう、肩かたには肩けん章しよう。目深にかぶった帽ぼう子しにも、黄金の徽き章しようが光っている。

　非ひ戦せん闘とう時の勤務服である常装ではない……戦車部隊に同行しながら、彼はあくまで礼装なのだ。いったい彼は何者か……呆ぼう然ぜんとようすを見ていることしかできない心奈の前で、男は帽子を外した。

　きらきらと輝かがやく黄金の巻き毛が、帽子の下からこぼれ出す。心奈は驚おどろいて、目をまんまるにした。心がわしづかみにされたような衝しよう撃げきに、しばしかたまってしまう。華か麗れいな礼装が、彼の美しい容よう貌ぼうをますます際立たせていた。

「われわれは多た国こく籍せき軍です。怪あやしい者ではありません」

　男はうやうやしく、流りゆう暢ちような日本語で言った。年ねん齢れいは二十代半ばぐらいで、顔立ちは小こ綺ぎ麗れいに整い、黄金のまつげが影かげを落とす水色の目は湖水のように美しい。まるで小さな女の子が好むおとぎ話の王子様のような、カーキ色の軍服に似合わない、青年の容姿だった。

「た……たこくせきぐん。って、何ですか、それ？」

　心奈は頬ほおを真っ赤にして、おどおどしてしまう。身長十二メートルほどの機甲巨兵は、座ると二階建ての家ほどの高さ。胸部のコクピットにいる心奈は、ちょうど二階の窓から下を見ているぐらいの高さになる。

「あなたがた日本人を、助けにきたのです」

　青年は、美しく微笑ほほえんでそう言った。心奈は、小さいころに読んだ童話の中、お姫ひめ様さまを助けに来る白馬の王子の姿を連想した。
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「わたしはアルフォンソ・リベイロ少しよう佐さ。今、この日本を支配している王に目通りを願いたいのです」

「おう？　おうさま？　日本に王様なんて……？」

「あの巨きよ大だいな要よう塞さいを支配する王ですよ。あなたがたがビゲートピアと呼んでいる……」

「ビゲートピアの王様？」

「下手に近づけば攻こう撃げきされる危険がある。あなたに、間に立って欲しいのです」

「す、すみません。心奈、ビゲートピアで一番偉えらい人が誰なのか、わかりません。ロボットしか会ったことがないもの」

　心奈は困って、首をぷるぷるっと横に振ふった。リベイロは……まるでバルコニーのジュリエットをあおぐロミオのように、美しい瞳ひとみでコクピットの心奈をじっと見上げている。

「そんなはずはないでしょう。あなたはビゲートピアの人間なのでしょう？」

「そ、それはそうですけど……」

「では、アクセスする方法があるでしょう。ビゲートピアの王……大だい門もん軍ぐん造ぞうに」

　大門軍造。ＩＴビジネスで巨万の富を築いた男である。

　警備会社を吸収合がつ併ぺいして、警察と自衛隊を合わせたよりも大量の警備員を要する超ちよう巨きよ大だい警備会社ビゲート警備保障を創つくりもした。

　心奈は知らないことだが、警備員たちは今も大門の命令でビゲートピアの周囲の哨しよう戒かいを行っているし、日本が敵性少女に攻撃されたどさくさに首相官かん邸ていを襲しゆう撃げきさせ、政府機関に復興不可能な大ダメージを与あたえたのも、他でもない彼である。

「だ、大門軍造がビゲートピアのっ？」

「大門軍造にわれわれを紹しよう介かいしていただきたいのです。初対面の人間が不用意に近づくと、哨戒隊に攻撃されたり、防衛システムによる集中砲ほう火かを浴びたりするようですから」

　リベイロ少佐の微笑みはあくまで優しく美しく、黄金に輝くようなまつ毛がとりわけ優美である。

　心奈は、静矢が死んだと思っていた。幼いころからそばにいた、いつも自分を守ってくれた、頼たのもしい「お兄ちゃん」がいなくなったと思っていた。寂さびしい心のすきまに、リベイロ少佐の温かい笑顔が、万年雪を溶とかす陽光のように、さしこんできた。

　いくら心奈が世間知らずの小こ娘むすめでも、少女特有の潔けつ癖ぺきな警けい戒かい心しんから、ふだんならそう簡単に初対面の人間に心を許しはしなかっただろう。まして、この日本にひるがえるさまざまな国旗の違い和わ感かんと、無骨な戦車部隊を前にしては。

　けれど、心奈は寂しかった。

「わ、わかりました。心奈がお力になれるなら」

　夢見るような目で、夢のように美しいリベイロ少佐を見つめて、心奈は熱にうかされたような声でそう答えた。

「ありがとう。可愛かわいらしいレディ」

　リベイロ少佐は、もういちど微笑んだ。




　さて、もちろん呉羽静矢は死んではいなかった。

　バーチャルゲームのテーマパークだったビゲートピア。今それは、当時全世界のゲーマーたちに何度もシミュレートさせたデータを利用して、鉄てつ壁ぺきの要塞、完かん璧ぺきな教育システム、強力な兵器を有する、完全なる都市システムを作り上げていた。

　市民は全て「選ばれし従順なる少年少女」、あるいは「オンラインゲーム上位ランカーのオタクギーク」の群れ。ビゲートピアの中の学院に、学徒兵として在ざい籍せきし、服従能力を高めるためだけに教育を受ける。

　彼らの特性は、オンラインゲームの中で蓄ちく積せきされたデータから振り分けられ、シミュレーションゲームのコマと同じように、各人に適した部署に配置されている。

　たとえば心奈たちＡＡＡトリプルエークラスの学徒兵が、花形である機き甲こう巨兵乗りに振り分けられるように……静矢は一いつ般ぱん兵、しかもＢクラスの戦せん闘とう兵よりも戦闘力に劣おとる、Ｃクラスの工兵に振り分けられていた。

　ビゲート学院の生徒であるには、絶対的な服従が必要だ。服従能力に欠けた静矢は、服従訓練と称しようする単調な草むしりをする事になり、元のクラスに戻もどるチャンスとして通信アンテナの設置を、他二名とともに命じられた。のだが……。

「委員長。これでもまだ、ビゲートピアに服従すべきだって言うのか？」

　独どく房ぼうは、まだペンキのにおいがするほど新しく、無機質な感じを増している。

　金属製の扉とびらは光を通さず、明かりの無い房の中は真っ暗だ。扉の下に小さな扉が開くようになっていて、日に三度回ってくる給仕ロボットが、ここから食事を差し入れる。ロボットといっても、見かけはただのワゴンで、端たん末まつ機きとして動いているものだ。

　静矢はビゲート学院の制服に身を包み、壁かべに背中をくっつけて深いため息をついた。黒くろ髪かみと黒い瞳、顔立ちは割と端たん整せいなのだが、三年のあいだ荒こう野やを彷徨さまよい、銃じゆうを片手に用心棒として生き抜ぬいてきたことから、その表情にはどうしても消せない虚無ニヒリズムの影かげがはりついている。

　三畳じようほどの部屋の隅すみにトイレと洗面台があり、床ゆかにマットレスが敷しいてある。この狭せまい独房に入ってから、もう一週間が経っていた。

「当然だっ！」

　甲かん高だかく引きつった声で、静矢の右みぎ隣どなりの房に入っている轟ごう田だ輪りん人とが、なかばヤケ気味に叫さけんだ。彼は静矢たちＣ７クラスの委員長をつとめ、どこまでもまじめなカタブツである。

　神経質そうに筋ばった顔立ちで、メガネが知的だ。しかし、どうにも全体に余よ裕ゆうがなく、いつもイライラしている。彼はマットレスの上に正座したまま、自分で自分を暗示にかけようとするかのように、ブツブツとつぶやいている。

「これも服従試験の一いつ環かんだ、延長試験なのだよ、呉羽君！　われわれがどこまで耐たえ抜けるか、どこかでビゲートピアの偉えらい人が見そなわしているのだよ。ここでキレたらもとの草むしりに逆ぎやく戻もどりだ、ここはじっと状じよう況きように流されておくことだよ！」

「自分が言ってること、自分でもちょっと無茶だなって思ってるんじゃないの？」

　はすっぱなハスキーボイスが、もう片側の房から聞こえた。

　赤みがかった髪かみを簡単にまとめて後頭部にとめつけたスポーティなヘアスタイルと、つりあがった大きな目がチャームポイントの、琴こと川がわ笙しよう子こである。この三人が同じＣ７クラスで、服従訓練に放りこまれたのである。

　静矢が服従訓練を受けさせられたのは、給食のパンにバターを塗ぬらなかったから。嘘うそのようだが、それがこのビゲートピアでの決まりなのだ。

　何かにつけて輪人と犬けん猿えんの仲であるところの笙子は、彼をぶん殴なぐった罪で。乱暴者だが、絶対音感があるという、意外に繊せん細さいな特技を持っている。

　そして自じ称しよう・まじめで従順な優等生の輪人であるが……確かに依い存ぞん性せいの高い彼は人一倍まじめで従順ではあったが、ドライブゲームのハンドルを握にぎると人格が変わってしまう。ドライブシミュレーションの授業で必要以上に熱くなり、文字通り「暴走して」、結果、服従訓練に放りこまれてしまったわけだ。

「何が無茶だね、琴川！」

　ずっと閉じこめられてイラ立ちが限界に達しているのか、輪人はいきなりトップギアで反応する。精神力の強さからすると、静矢の粘ねばり強さ・笙子の大おお雑ざつ把ぱさに対して、彼はガラスよりももろく繊細なのだから無理もない。

「ぼくはこんなところで幽ゆう閉へいされているような人間ではないのだっ、もとのクラスに戻って腕うでを磨みがいてクラスアップを重ね、最終的にはＡＡＡクラスに入り機甲巨兵乗りの南野さんといやおっと」

　思わず口が滑すべった輪人はあわてて口を押おさえる。静矢が壁かべ越ごしに、聞きなおした。

「機甲巨兵乗りがどうしたって？」

　輪人が心奈に懸け想そうをしていることを静矢は知っている。だから、自分が心奈の幼なじみだということを、静矢はどうも言い出せずにいた。輪人が、上うわ滑すべりした声で笑う。

「いやはやははは。そこはスルーでお願いするよ、呉羽君」

「無茶だから無茶だって言ったんだよ。あたしたちがここに閉じこめられたのは、要するに、『地下鉄』を見たかもしれないと疑われてるからだろ」

　笙子の言った地下鉄とは、都営大おお江え戸ど線のことである。東京湾わんとビゲートピアを繋つないでいる、この地下鉄を利用してビゲートピアが燃料を運んでいることを、静矢たちは偶ぐう然ぜん知ってしまった。

　海底から採取できる豊富な燃料資源……メタンハイドレート。敵性少女の攻こう撃げきを受ける前の日本の使用量にして百年分のエネルギーが、埋まい蔵ぞうされている。石油に続く資源のひとつである。エネルギーこそは権力。潤じゆん沢たくなメタンハイドレートの存在は、世界のバランスを変える。アメリカや中国が秘密裏に日本に部隊を送り、探していたことを静矢たちは知った。それを迎げい撃げきするために、ビゲートピアは、警備員たちに地下鉄沿線を哨しよう戒かいさせていた。

　偶然、静矢たちは地下鉄とメタンハイドレートを見つけてしまったため、ビゲートピアの警備隊長・宍しし戸どに攻撃されることになった。ただ、宍戸が静矢たちと遭そう遇ぐうした以降のことを全て隠いん蔽ぺいしていたうえ、最終的には敵性少女・ルシャナが警備員たちを全滅させたため、一連の出来事は、ビゲートピアには知られていない。

　またルシャナもメタンハイドレートの存在には気づいていなかったので、ビゲートピアも今のところはまだ安あん泰たいのはずだ。

　しかし「警備部隊が全ぜん滅めつし、地下鉄の駅が崩ほう壊かいした」「その近くに静矢たちがいた」「ということは、もしかすると、地下鉄の存在を知られたかもしれない」とビゲートピアは考えたのであろう。戻もどってきた静矢たちを、独どく房ぼうに放りこんでしまったのである。

　そのとき、かたん、と音がした。ふだんはロボットが食事のトレイをさしこんでくる、扉とびらの下の小さな戸が、パカッと開いた。

「呉羽静矢。そこにいるのか？」

　そう尋たずねた声の低さに、静矢はハッとした。

　ビゲートピア。このいびつな人工都市には奇き妙みようなところがいろいろあるが、そのうちのひとつが、子供しかいない……という点である。オンラインゲームで高得点を取った順に優ゆう遇ぐうされるというシステムだから、ゲームをしなかったり下手だったりする大人はいないのだ、ということで静矢なりに納得はしていた。

　だが、扉の外にいるその声は、明らかに大人なのである。それも、中高年のややしわがれた声だ。いったい何者なのか、何をしに自分のところにきたのか。

（それ以前に……足音が聞こえなかったぞ。ロボットだったらモーター音が聞こえるはずだが、それも聞こえなかった。……何者なんだ？）

　静矢はこれから自分がどうなるのかさっぱり読めず、ごくり、と緊きん張ちようして息をのんだ。

「だ……誰だ。あんたは？　なんで俺を知ってる？」

　両りよう隣どなりの房にいる輪人も笙子も警けい戒かいし、じっと息を殺して黙だまりこむ。

「ああ、やっぱりここにいたんだな。俺は鼻がきくんでな」

　男の声は、楽しげに言った。

「細かい説明はあとだ。あんまり長居をして、長い時間ひとっところにいると、不ふ審しん人じん物ぶつだと思われてアラームが鳴るんだったよな？　俺が昔住んでたマンションが、そうだった」

「昔住んでたマンション？」

　ふと静矢は、心奈が住んでいたハイテクマンションのことを連想した。

「まあ細かい話はあとだ。いちおう、助けにきてやったぜ」

　やや斜しやにかまえたような、皮肉な口調で、男の声は言った。輪人が、ブルブルッと首を横に振ふる。

「ぼ、ぼくはここから出ないからなっ！　何者か判らない奴の口車になど乗るものか！　脱だつ獄ごくなんてしたら服従心ゼロだと思われてしまう、永遠にＡＡＡクラスに上がれないばかりかビゲートピアから追い出される！　食しよく糧りようも無い野盗のウヨウヨした荒こう野やに放りだされて、生きていけるわけがないじゃないか！」

「こんな目にあわされても、まだ権力に服従してるのかよ、委員長」

　呆あきれてたずねる静矢に、輪人は思いっきり力説した。

「自じ慢まんではないが、呉羽君！　ぼくは人一倍、長いものには巻かれるタイプなのだよっ！」

「まあ、どっから見ても自慢できる内容じゃないよな……。どうして、委員長のその性格で服従訓練を受けるハメになってるのかが、俺にはわからないんだが」

「委員長の服従っていうのは、滅めつ私し奉ほう公こうの服従じゃなくて、常に自分が生きのびるために一番強いものにくっついていく、忠誠心皆かい無むのコウモリみたいな服従だから。むしろ一番信用できないタイプだと思う」

　ボソッとつぶやいた笙子に、輪人はかみついた。

「それがどうした、自分が一番可愛かわいくて何が悪いっ！」

「何週間、雑草の種を植えて服従訓練を受けても、人間って変わらないもんだねえ」

　笙子は疲れたように、ため息をつく。

「ところで、外のやつ。ビゲートピアの人間じゃなさそうだけど……何者なんだい？　あんたは鼻がきくと言ってたが、あたしは耳がきくんだよ。全然足音が聞こえなかったんだけど？」

「疑っているようだが、雑談してる暇ひまは無いんだってばよ。俺は、一刻も早く静矢を連れださなくちゃ。あんたらは、死んだことにされてるみたいだぜ。ということは、このままここにいれば、百パーセント殺される予定ってことだろ？」

「あああああ！　やっぱり殺されるんだ！　ぼくが何をしたっていうんだ、こんなに素直で従順な少年なのに！」

　頭をかかえて乱れた輪人に、いつもどおり笙子がすかさず釘くぎをさす。

「あのさ、従順なら可愛がってもらえるってのは甘あまいと思うんだよね。子供が従順であればあるほど、大人は増長して相手を軽んじるもんじゃないかな」

「君にしては珍めずらしく、ずいぶんまじめな話をするじゃないか。何か悪い物でも食べたのかね？」

「あたしは、これでも昔は『いい子』だったんだよ……結局、大人はそんなあたしを都合よく使ってただけだった。使い走りとか、友達のスパイみたいなことをさせて、そのせいであたしがイジメられたときには『うちのクラスにイジメは無いんだ、変なことを言うな』って、イジメられてるあたしのほうを厄やつ介かい者ものあつかいした。……あたしには、先生も友達も、信じられる人間なんてハナからいなかったんだ。それにも気づかずに、シッポを振ってたあたしがバカだったんだよ」

「何の話をしてるんだね？」

「あたしも昔は『委員長』をしてたってことだよ、委員長。……だから、あたしは大人を信じない。自分を守れるのは自分だけだ。間ま違ちがってると思えば反はん抗こうする。大人が言うことは、いつも眉まゆにツバをつけてから見るようになった。だから……このビゲートピアのおかしさも、すぐにわかった」

「錆さびたナイフのような十代の主張はいいからよ、まあとりあえず今のところは、俺を信じろや。おまえらを助けてやるんだからな」

　男の声がざっくばらんに言った。静矢が、完全に閉ざされた独どく房ぼうを見回してたずねる。

「どうやって？」

「それを探してるとこだよ。今はまだ助ける手立てが無いけど、必ず探して助けてやる」

「どうして、そこまでしてくれるんだ」

「親友のためだからさ。それに……俺の大事な人のためでもある」

「親友？　俺の親友……って、中学の？　小学校の？」

「急がないと……またキナ臭くさい臭においがしてきてやがるからな。くせえくせえ、ハイエナの臭いがするぜ」

　笙子が、扉とびらの下の差し入れ口を開けて、外をうかがう。

「どこの誰かもわからないやつを信じようがないだろ？　顔を見せたらどうだい！」

　だが、廊ろう下かが見えるだけで、他には何も見えない。

「ありゃ、もう行っちまったのか。……っていうか、今度も足音が聞こえなかったんだけど、ほんと何者？」

「とりあえず助けてくれるというのならば歓かん迎げいだが、もしかしたらこれも、何か服従訓練の一いつ環かんという可能性もゼロではない。ここで彼のことばに乗るとアウトだとか……呉羽君、彼は君を見知っていたようだが、心当たりは無いのかね？」

　隣となりの房から、輪人がたずねる。静矢は首を横に振ふった。

「さっきから考えてんだけど、聞いたことのない声だ」

「親友だとか言っていたではないか」

「小中学校の友達で、声変わりでもしたのかな。敵性少女の攻撃のあった中一以来、会ってないわけだから……」

「声変わりっていうか、ほとんどオヤジの声だったよ」

　と、耳の良い笙子が言った。

「それに、この何もかも管理されたビゲートピアからあんたを助け出すってのは、ずいぶんな危険をともなうはずだ。自分の命を犠ぎ牲せいにしてまでも、あんたを助けようとするほどの人間ってことは……パターンから行くと、あんたの父親とか」

「親父は俺が生まれる前に死んだって、話したろ」

「うん、聞いたさ。火事で写真も焼けたから、顔も知らないんだろ？　自分を命がけで助けてくれる中高年の謎なぞの男が、実は顔も知らず生き別れになったまま見守ってくれていた実の父、って展開、よくあるじゃん」

「ああ、良いねえその展開。いかにも三文漫まん画がしか読んでいない琴川が思いつきそうな、陳ちん腐ぷかつ単純な展開だ」

　輪人が嫌いや味みをさしはさむ。ムッとして、笙子は房の壁かべをドカッと蹴けりつけた。

「生意気だね、相変わらず！　委員長は、もっと高こう尚しような展開を考えられるっつの？」

「あのさ、俺を挟はさんでケンカするなよ、うるさいから。それから笙子、おまえが蹴ってるのはとりあえず、俺の房の壁だから」

「もちろんだ。ニーチェやハイデッガーを愛読しているこのぼくならば、もっと素晴らしい展開を思いついてみせる！」

　静矢のうったえに耳を貸さず、二人は口ゲンカをつづける。輪人は、得々と語った。

「そうだな。さしずめ、あの謎の男は呉羽君の深層意識の底からやってきた、形けい而じ上じよう学がく的な存在にして非存在である、偶ぐう像ぞうの黄昏たそがれののちに訪れる童子キンダーの心にして基き礎そ的存在なのだ」

「斬ざん新しんにもほどがあるな」

　静矢は小さな声でつぶやく。

「で、その基礎的存在が、なんで俺を助けてくれるんだ？」

「えーと」

　輪人は、ひとしきり考えこんでから、

「……つまり、その基礎的存在は、君の生き別れになった父親だったのだよ」

「『深層意識の底から』から『基礎的存在』までの説明文、たぶん要らないよな」

「まあそれに、自分で言っといて何だけど、静矢の父親って線は無いね」

　と、笙子がいやに自信たっぷりに言った。

「だって、声が似てないもん、全然」

「声が似てないって、そんな漠ばく然ぜんとした根こん拠きよで人を論破できるとお思いかね！」

　まずは何でも反対しなくては気がすまないのか、輪人がかみつくが、

「いや。確かに笙子の言うとおりだよ、親子なら声帯の構造も遺伝するだろうから声は似るよ。心奈と、心奈のお袋ふくろさんも声よく似てたし。それに俺達一いつ般ぱん人とちがって、笙子は音の専門家だから、笙子が似てないって言うなら似てないんだろ」

　と、静矢が理路整然と語るので、輪人はぐっと黙だまってしまう。

　絶対音感の持ち主である笙子は、音楽ゲームの上位ランカーとしてビゲートピアに迎むかえ入れられた。シンガーソングライターとしての才能は、ビゲートピアでのトップランクというわけには行かず、Ｃクラスどまりだったが、歌はうまい。伸のびの良いハスキーボイスは、聴く人を魅み了りようする。

　しかし何よりも笙子は、戦場において絶対音感を生かし、近づく敵性少女らのエンジン音を聞き分けて接近速度を割りだすなどの特技を見せた。それほど精密な彼女の耳が聞き分けたのだから、「実は生きていた父」という選せん択たく肢しは百パーセントありえないだろう。

（でも……だとすれば、俺を命をかけてまで助けてくれるような人間って、他に誰がいるんだ……？）

　どんなに考えても、さっぱり心当たりがなかった。

　しかし、このビゲートピアの中に味方がいるのだと思うと、静矢は独どく房ぼうの中にいても安あん堵どを感じた。もちろん、輪人や笙子もいる。自分は一人ではない。

　ふと……なぜか、静矢の脳裏にルシャナの姿がよぎった。孤こ高こうの少女、見目麗うるわしき滅ほろびの天使。同じ敵性少女、十一人の仲間がいるはずだが、彼女の横顔には常に孤こ独どくの陰かげがはりついている。

　地下鉄で警備隊長・宍戸と戦ったとき……ルシャナは、マリアという女性を斬きろうとしていた宍戸を撃うった。だが静矢は、ルシャナがマリアを撃とうとしたと勘かん違ちがいして、ルシャナを撃った。そのときルシャナが何を考えていたのか、あくまでも彼女は無表情だったので、静矢にははかり知ることができない。ただ、自らの胸に撃ちこまれた弾だん丸がんをつまみ取ったルシャナは、寂さびしげに見えた。

　敵性少女達が何を考えているのか、静矢にはわからない。そもそも、人ならぬ圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう力によってたちまちのうちに日本を焦しよう土どと化した、超ちよう越えつ者である彼女らに、自分達と同じ心があるかどうかすらも定かではない。少なくとも、ルシャナが何を考えているのか、静矢にはわからない。

（あのとき……ルシャナは、何を考えていたんだろうか）

　傷ついたかのようにも見えた、彼女の表情が、静矢はむしょうに気になった。




　その、ルシャナは。

　光ひかり輝かがやく鋼鉄の翼つばさ、白銀色の長い髪かみ、大理石のような白い肌はだと、彫ちよう刻こくのように完かん璧ぺきに造形された美しい顔立ちを持つ、見た目は十六歳さいほどの少女ながら、恐おそるべき破は壊かい力を誇ほこる敵性少女、ビ＝ルシャナは。
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　緑深い樹海の中、小さな池のほとりにたたずんでいた。

　青木ヶ原樹海……富士山麓に広がる、広大な樹海。溶よう岩がん流の上に生い茂しげる森の面積は、山手線の内側と同じほど。溶岩が一度全てを焼きつくしたあとに発生したこの森の歴史はまだ千二百年ほど。青々と茂る木々の葉は幾いく重えにも重なって、人工衛星による上空からの監かん視しから、彼女らの姿と電波とを覆おおいかくしていた。

「チュピチュピチュピ。チュピッ」

　小鳥の愛らしい声だけが、永遠の静せい寂じやくに包まれた樹海にひびいている。木こ漏もれ日もさしこまない、ひんやりとした森の底にたたずむルシャナは、ひとり小鳥を眺ながめていたのだ。

　小鳥は、黒い顔に白い頬ほお毛げが頬ほお紅べにのようで愛らしい。手の中におさまってしまうほどの小ささ。シジュウカラだ。

　樹海の中には、溶岩が作った竪たて穴あなや横穴がそこここに開いている。岩いわ肌はだにあいた小さな穴に巣を作っていたので、ルシャナには巣の中までのぞきこむことができる。

　獣けものの毛をしきこんだ巣の奥おくで、メスが卵を抱だいていた。白くて、茶色いそばかすが全体に散らされている卵。目を閉じて体をふくらませ、メスはじっと卵を抱いている。

　ルシャナは、珍めずらしそうに小さな鳥を見ていた。どこからか、青虫をくわえたシジュウカラがもう一羽、パタパタパタッと飛んでくる。オスのようだ。

「チュピ、チュピッ」

　メスが、優しく呼びかけるように鳴く。オスは巣穴にちょこんととまり、メスの口に青虫を渡わたす。そして、少し羽を休めたかったのか、すぐには飛び去らず、珍しげに小首をかしげながら、メスと卵を見守っている。

　愛らしいさまを見て、ふっ……と、ルシャナの冷たい頬に、わずかな微び笑しようがうかんだ。

「これが……『オス』という生き物か」

　彼女は白銀の籠手ガンレットに包まれた手を、そっとシジュウカラに伸ばす。しみついた血の香かおりに、シジュウカラが反応した。

「チュピーッ！　チュピッ、チュピッ！」

　オスが肩かたをいからせ、大きく口を開けて、ルシャナを威い嚇かくした。ルシャナは、ギクッとして手をすっこめる。

　地下鉄のマリア……そう呼ばれた優しい女が拾い育てていた、幼い男の子のことをルシャナは思いだす。ルシャナの正体を知った瞬しゆん間かん、彼はこのシジュウカラと同じように、恐れ警けい戒かいした。

　九年前にルシャナが出会った幼い静矢も、九年が過ぎて、無法の荒こう野やで逞たくましい少年に成長し、彼女に銃じゆうを向けるようになった。母を故郷を、そしてこの日本を奪うばわれた憎ぞう悪おが、静矢の中に燃えあがっている。

　燃える目。泥どろの中で這はいずりながらも必死に生き抜ぬく気き概がいに燃える、荒野に生きる少年の瞳ひとみが、目を閉じてもなお、ルシャナのまぶたの裏に浮うかびあがってくる。

　たとえば真っ赤な夕陽を見つめると、目を閉じてもその日輪がくっきりと目の奥に浮かぶ。仏教では日じつ想そう観かんという。そうして夕陽の沈しずむ先、はるかな浄じよう土どに心を飛ばすのだと。

　ルシャナもまた、心をとらわれていた。凍こおりついた終末の世界を溶とかそうとするかのような、燃えるような静矢の生命力に。幼いころの弱さをなお抱きつつも、必死に強くあろうとするその気き迫はくに。

「生きる力。生への執しゆう着ちやく心。わたしに何度も接せつ触しよくしていながら、彼はまだ生きている。あの少年に『マーク』をつけたわたしの直感が、当たったということなのだろうが……」

　自分に向けて銃を撃うった静矢の、あの瞬間の目が、ルシャナの心からなぜか消えない。

　ルシャナはマリアを助けようとした。静矢はマリアを助けるために、ルシャナを撃った。とっさに、迷い無く、心臓のど真ん中を狙ねらった。

「当然だ。わたしは敵……あの少年を『再さい選せん択たく』する立場だものな」

　森の底に風が流れる。ルシャナの長い銀色の髪を吹ふきなぶり、ドレスのような機き甲こう衣のすそをはためかせる。彼女はしばし物思い、たたずんでいた。




　シュッ、と樹海の底に、風を切る鋭するどい音がひらめいた。

　考えふけっていたルシャナは、はっ、と顔を上げた。複雑に入り組んだ木々のあいだを、すばらしい制動能力ですり抜けながら飛んできたのは、九名の敵性少女だった。

　いずれもルシャナと同じほどの年とし頃ごろの少女達で、ルシャナと同じ、一枚の形状記き憶おく繊せん維いが複雑な折り紙のように折りたたまれて成形された、ドレスと鎧よろいと翼が一体化した機甲衣を身にまとっている。

　名は、イ＝ンドゥーラ。マリ＝シィ。ガッ＝ネーシュ。ハ＝リティ。サラ＝スヴァティ。サハス＝ラブジャ。バイシャ＝ジャグル。アクショ＝ブヤ。マン＝ジュシュリ。

　いずれも天女のように美しく、虹にじのように美しい色の機甲衣をまとっているが、誰の顔を見ても無表情で、人形のように見える。

「ビ＝ルシャナ隊長。アッ＝シュラが見つかりません」

　青のイ＝ンドゥーラが言った。長い髪かみが顔にかかり、長身にまとう青い機甲衣の背には、身長よりも巨きよ大だいな剣つるぎを負っている。

「ルシャナ隊長が連れん絡らくを断たれた直後、アッ＝シュラとも連絡がつかなくなっております。どこか電波の届かぬところにいるのでしょうか」

　と、口を開いたのはマリ＝シィ。炎ほのおのような赤い髪の持ち主で、機甲衣のデザインも炎のような曲線を描えがいている。腰こしにさしている長ちよう剣けんも、炎のように波打っていた。

「わたしが機甲衣をうばわれてビゲートピアの者らに捕とらわれているあいだ、シュラはまったく助けにくる気配がなかった。奴やつは前々から、自分がこの『再生計画』の隊長に成り代わろうと考えていた。わたしが死ぬまで時間つぶしをしてから、報告に戻もどるつもりでウロウロしているうち、敵に見つかったのかもしれぬ」

　ルシャナが、厳しい表情でつぶやいた。

　光のような速さでもう一人、敵性少女が飛んできた。誰よりも速いスピードとツバメのようなシャープな翼つばさを持った、スレンダーな水色の敵性少女、イ＝スカンダである。スカンダは舞まいのように両手を上げて、ストンと樹海の底に着地した。

「どうした、スカンダ。誰よりも速いおまえが、一番遅おそいとは」

「アッ＝シュラを発見したのです、隊長」

　ルシャナに報告するスカンダの目は、冷ややかだ。

「シュラは、ビゲートピアにいます」

「ビゲートピアだと？　捕つかまったというのか？」

　いつも無表情なルシャナも、さすがに驚おどろいたのか、声色が変わった。スカンダは、表情を変えることなく、うなずく。

「ビゲートピアから、彼女の認識マーク電波が発されたのを検出しました。建物の奥おく深ふかくに運ばれたのか、すぐに電波が遮しや蔽へいされたため、詳くわしい場所は不明ですが……」

「そう言えば……今朝から機甲巨兵が一体、狂くるったように荒野を飛び回っていました。恐おそらく、あれにやられたのでは？」

　紅色のハ＝リティが言った。優しげな面おも立だちに比して、両の手しゆ甲こうから伸のびた、ロブスターを思わせる巨大な鋭い爪つめが、凶きよう悪あくな戦せん闘とう力を示している。その爪は紡ぼう錘すい形けいで、ＵＦＯキャッチャーの爪のように……あるいは真紅のザクロの実のように三裂し、敵をつかむことができる。ルシャナが尋たずねた。

「どの機甲巨兵だ」

「薄うす紅べにの奴です。あの、ずば抜ぬけて速く手強い……」

「機体番号『ＫＯＫＯＴＡＮココタン』か」

「は。そうです」

「なるほど、奴にやられたのならばうなずける。わたしも何度か、冷ひや汗あせをかかされたことがある……」

　紫むらさき色いろの機甲衣の少女が、ルシャナに声をかけた。

「これは、厄やつ介かいなことになりましたね」

「マン＝ジュシュリ。知ち恵え者よ、それはどういうことだ？」

　ジュシュリは小こ柄がらで体もか細く、ショートボブの髪にメガネをかけている。

　ルシャナらは、髪かみ飾かざりのような機甲パーツから出る磁場が脳内に電流を起こすことで、センサーが捕らえた映像や音を、自分の目や耳を通してとらえることができる。ジュシュリにとっては、メガネが、その役割を果たしているようだ。

「ルシャナ隊長、敵は工夫をしています。われわれの機甲衣に歯が立たぬとはいえ、機き甲こう巨兵を用いてわれわれに攻こう撃げきを加え、持ち帰った破片を分ぶん析せきしてわれわれの合金技術などを盗ぬすんでは、機甲巨兵に反映させてきました。シュラが敵の手に落ちたとすれば、今までの機甲衣のかけらなど比べ物にならぬほどの『資料』を、敵に渡すことになります」

「確かに。機甲巨兵が今以上に威い力りよくを増すことになれば、『計画』にも影えい響きようが出る……」

　ルシャナは、樹海のかなたにそびえる富士山に視線を向けた。その山はぞっとするほど巨大で、かすみの中に青く、幻まぼろしのように浮うかびあがっている。

「シュラのことは、わたしが処理しよう。おまえたちは『作業』を進めるのだ。こんなことに時間がかかっているから、シュラのような落らく伍ご者しやが出てくるのだ」

　ルシャナは冷たく言いはなつ。茶水すい晶しようのような機甲衣をまとい、二つの巨大な茶水晶球を鎖くさりでつないだものを武器として体に巻きつけた、体格の良いアクショ＝ブヤが問うた。

「しかしルシャナ隊長……敵が機甲巨兵を強化し、われわれに対たい抗こうするのも『生きる力』のあらわれ。『女性委員会』の計画どおりだ、とは言えませんか」

「そういう見方もあるか。しかし、その結果としてわれわれが負けるわけには行かぬのだ。少なくとも『再さい選せん択たく』の結果が変わった……との連絡があるまではな」

　見上げるルシャナは白銀の翼を広げ、天高く舞まい上がる。

「『作業』を進めよ、『最終選択』のために。良いか、人類の未来のために！」

「ルシャナ隊長！　『処理』とは、何をなさるのですか！」

　見上げるジュシュリの問いに、ルシャナは答えることなく、青空の中へ消えていく。

「運の悪いことだ、アッ＝シュラ。傷ついただけならば、敵に捕とらわれさえしなければ、傷ならばこのジャグルがいくらでも治ち癒ゆさせてやろうものを」

　緑色の機甲衣をまとった、草花の妖よう精せいのような、か細いバイシャ＝ジャグルが言う。

　サハス＝ラブジャは千の手の形をした翼を持つ、淡たん黄こう色しよくの輝かがやきを放つ神こう々ごうしい機甲少女だ。千の手を炎ほのおのように揺ゆらめかせながら、常に伏ふせ気味の視線で、淡たん々たんと語る。

「以前から『ビゲートピア』は目の上のコブだった。だが『女性委員会』から、長らく攻撃禁止命令が出ていた……その攻撃禁止が、今こ宵よい六時十三分をもって解除されるのだ」

「では……まさかルシャナ隊長は、ビゲートピアごとアッ＝シュラを？」

「敵の手に渡りそうならば、それもあるかもしれぬ。それほど我らの任務は重い。そして、それほどルシャナ隊長は非情だ。われわれも、もし何か失態があれば、切り捨てることをルシャナ隊長は決して躊ちゆう躇ちよすまい。なぜなら隊長は、われわれのうちの誰よりも完かん璧ぺきだ」

　機甲少女らは顔を見合わせ、ゴクリと息をのんだ。

「今宵六時十三分……ビゲートピアが滅ほろびるのですか」

　紫むらさきのジュシュリが、緊きん張ちようした声でつぶやいた。

「しかしなぜ『今宵六時十三分』と……？　その細かい数字は、いったい？」

「わからぬ。『女性委員会』の命令について、その真意はわれわれには知らされておらぬ。その深遠な考えを、われわれでは理解できぬのであろう」

　青のンドゥーラは、長い髪かみをかきあげた。

「……ともあれ、われわれはただ命令を遂すい行こうするのみだ。アッ＝シュラがどうなるかなど、知る必要もない。『作業』を少しでも早く進めるのみ……」

「『作業』を進めるといっても、資材と燃料が無くてはどうにもなりませぬよ」

　山やま吹ぶき色いろに輝くガッ＝ネーシュが言った。他の機甲少女が一枚布から折りたたまれた機甲衣をまとっているのに対し、ネーシュの機甲衣は一本の「糸」から折りたたまれている。

「鉄、銅、チタニウム、イリジウム……また調達しに行かねばなりませぬね。次はどの都市を破は壊かいいたしましょうか……？」

　彼女の目もまた糸のように細く、真の表情をうかがわせないアルカイック・スマイルをたたえていた。

　流れる水のように流りゆう麗れいな姿をした、青緑色の機甲少女サラ＝スヴァティが、内気そうに手を胸に当て、口を開く。

「それよりも、わたくしは『ゲート』が気になります。『グラウンド・ゼロ』をわたくしの能力『水』で封ふう印いんしたとはいえ、『水』では『アイソスタシー』の異常を補正しきれない可能性があります」

「スヴァティは心配性だ。敵が『ゲート』を見つけるより先に、われわれが『作業』を済ませればよいだけのこと」

　肝きもがすわったようすの、茶水晶のブヤが、いささか嘲あざけりもこめて笑った。他の機甲少女たちも、少なからず笑う。知ち恵え者、紫のジュシュリ以外は。ジュジュリは、口を開いた。

「いえ、スヴァティの言うことには一理あります。日本人に見つかるならまだしも『上陸軍』が見つけては、われわれの計画に影響を及およぼしかねません。『上陸軍』への攻撃禁止命令は……まだ当分、解除されないはずです」

「そうだったな、ジュシュリ。まだわれわれは、データを集めている段階……真の『再選択』はまだ始まっていないのだったな」

　長身のンドゥーラが、巨きよ大だいな剣つるぎをブンッと強く一ひと振ふりする。

「それでは、このンドゥーラが『グラウンド・ゼロ』の視察に行ってこよう。仏生山……と呼ばれていたな。その地に異常が無ければおまえの懸け念ねんも消えるだろう、スヴァティ」

　ンドゥーラは長い指で、スヴァティの白く儚はかなげな頬ほおを、包み込むように撫なでた。彼女を見つめるンドゥーラの瞳ひとみは、他の敵性少女に対して見せる荒々しい物とは、少し違った。まるで彼女の気持ちをなだめてやろうとするかのように、穏おだやかで優しい。

「え。ええ……」

　ためらいがちにうなずいたスヴァティの前で、ンドゥーラは青い翼つばさを広げ、天高く舞い上がった。彼女を見上げてスヴァティが叫ぶ。

「ンドゥーラ、気をつけて！　何か……何か嫌いやな予感がするのです！」

「フッ。その懸け念ねんも消してやろう、スヴァティ。良い報しらせを待っておれ！」

　ンドゥーラは、そう言い残して飛び去った。

グラウンド・ゼロと彼女らが呼ぶ地……静矢の生まれ故郷であり、初めてルシャナに遭そう遇ぐうした、香か川がわ県高松市、仏生山へ。

　紫のジュシュリは、深く考えこむ。

「しかし、なぜ『今宵六時』？　なぜ、これまではビゲートピアを攻こう撃げきしてはならなかったのだろう？　『再さい選せん択たく』とビゲートピアに、何かかかわりがあるというのだろうか？」

「いずれにせよ、今宵六時、シュラはビゲートピアとともに地の塵ちりと化す……そのさだめは、もはや変えられませぬよ」

　山吹色のネーシュが細い目をさらに細める。楽しんでいるかのようにも見えた。ジュシュリは、複雑な表情をしている。ブヤとシィが、顔を見合わせて笑った。

「もっとも、シュラはわれわれの中では最も格下。いてもいなくても、計画には何ら支障が無い」

「いやむしろ、規律に反しても我がを折らぬその不完全な性情が、足手まといですらあった。ここで処理してしまうほうが計画の進行には有利に働くと、ルシャナ隊長も考えたのだろう」

　スヴァティは、そのことばに疑問を感じたのか、胸を押おさえていた。

「ルシャナ隊長に斬れるのでしょうか、シュラを。彼女は、ルシャナ隊長と同じ製造単位ロツト。思い入れがあるのではないでしょうか」

「愚ぐ問もんですわ、スヴァティ。隊長にもわれわれにも、任務遂行上支障を来たすような感情は創造されていません」

　紅のリティがザクロの実のような爪つめを唇くちびるに当て、青緑のスヴァティに流し目をくれる。

「スヴァティは最近、心配性すぎる。計画が思ったように進まぬので、自信を失っているのか？　そのような調子では、次に処分されるのはそなただぞ」

　淡たん黄こう色しよくの輝かがやきをはなつラブジャが、千の手の翼を揺ゆらせて笑った。スヴァティはためらいがちに視線を落とし、それきり口をつぐんでしまう。

（ンドゥーラ……気をつけて）

　声に出せない祈りが、スヴァティの胸に去きよ来らいしていた。




　そして、舞ぶ台たいはふたたびビゲートピアにうつる。

　青木ヶ原樹海を出たルシャナは、いまだこの地に到とう着ちやくしてはいなかった。

　夕ゆう闇やみに染まるビゲートピアの周囲には、かつてない光景が広がっていた。千輛をこえる錚そう々そうたる戦車部隊が、荒こう野やにきっちりと並び取り囲んでいる。戦車部隊の上には諸外国の旗が、闇やみに浮うかぶ巨大な要よう塞さいビゲートピアを威い嚇かくするかのようにひるがえっていた。

「良かったですね、リベイロさん」

　心奈が、少し疲つかれながらも、笑顔を浮かべてリベイロ少しよう佐さを見上げた。
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「ありがとう。ここまで来られたのも、あなたのおかげですよ。可愛かわいらしいレディ」

　リベイロ少佐は、長身から心奈を見下ろして、微笑ほほえんだ。

「大門氏は、日本がこうなる前から超ちよう多た忙ぼうな人物。小さなＩＴ会社から一気に巨きよ大だい企き業ぎよう集合体に成長する過程で、会社が小さかったころそのままのワンマン経営を続けていました。全ての最終決定権を自分が握にぎることで、巨大企業を完かん璧ぺきに統制することが可能となりましたが、その労力たるやすさまじいもの……冗じよう談だんで、大門軍造は千人いるのではないか、と言われてすらいます」

「へえ……」

「その多忙な大門氏が、初対面のわたしに会ってくれる可能性は低いと思っていましたが……ほんとうに、あなたのおかげです」

「そ、そんなにほめても、何も出ませんよぉ」

　心奈は照れくさくて、両手を顔の前で左右に振ふった。

（外国の人って、感情表現がストレートって聞いてたけど、ほんとだなぁ。静矢お兄ちゃんなんて、何を考えてるのかよくわかんなかった……）

　心奈は、フロアの天てん井じようを見上げて、ため息をついた。

　そのフロアは、ビゲートピアの中央に位置するひときわ高い建物の最上階だった。ビゲートピアに来て二年にもなる心奈でも来たことはない。ビゲートピアには道路というものがなく、建物が密集した構造であるため、通路が閉ざされてたどり着けない建物もたくさんあるのだ。

　円えん筒とう形のフロアは、直径五十メートルほどもある。全周ガラス張りになっており、床ゆかには毛足の長い絨じゆう毯たんが敷しかれている。天井の高さも十メートルほどあり、まるで舞台のようだ。

　窓ガラスに、巨きよ大だいな時計の映像が映し出されていた。機き甲こう巨兵のコクピットの風防ガラスと同じシステムになっているようだ。透すき通った窓にもなれば、完全に光を通さない壁かべにもなり、モニターがわりに映像を映しだすこともできる。

　高い天井には、オレンジ色の光をともすシャンデリアが吊つられていた。シャンデリアのきらきらした光を見ていると、心奈は天国を連想する。ビゲートピアで静矢と再会できたのは、わずか一いつ瞬しゆんだった。クラスが別になり、しかも静矢はすぐに服従訓練を受けるために別の場所に行き、気がつけば課外任務に出て、敵性少女の攻撃で死んだと聞かされた。

（お兄ちゃん、死んじゃったんだなぁ……）

　ほんのひと時だけの再会を、心奈は思いだす。最初に機甲巨兵の風防ごしに見た静矢のの、鮮せん血けつと砂ぼこりに汚よごれたマントをなびかせながら荒野に立っている姿。ビゲートピアに連れ帰って怪我けがの治ち療りようをしたあと、心奈がそっと頬ほおを寄せた彼の胸の、少年らしく細く引き締しまった逞たくましさ。熱い胸の鼓こ動どうに、寂さびしかった心が溶とけていく気がした。

（お兄ちゃん、結局あたしのことどう思ってたんだろう。せっかく会えたのに、何も聞けなかった……。リベイロさんみたいに、いっぱいしゃべってくれたら良かったのに。心奈、もっとお兄ちゃんの声が聞きたかったよ。もう一度だけでいいから、お兄ちゃんの声が聞きたいよ……）

「どうかしましたか、可愛いレディ」

　怪け訝げんそうにたずねるリベイロの声にハッとして、初めて心奈は、自分が泣いていることに気づいた。あわてて、こぶしで目をこする。

「あっ、ううん。だいじょうぶです、それよりロボットについていかないと」

　と、心奈は自分たちの少し前を歩いていく、白いこけしのようなロボットを指さした。

　彼女らは、このロボットの案内で広間に通されたのだ。ビゲートピアに戻もどってきた心奈は、シュラを詰つめこんだコンテナと機甲巨兵を駐ちゆう機き場に入れたあと、とりあえず近くにあった報告用端たん末まつにリベイロ少佐のことを入力した。すると端末ロボットがやってきて、ビゲートピアの外で待っていたリベイロ少佐たちを一通り見回し、彼らの、

「自分たちは、日本を救いに来た多た国こく籍せき軍である。現在、日本の王の立場にいる大門軍造に目通りを願いたい」

　という説明を受けたあと、しばらくして、リベイロ少佐のみビゲートピアに入る許可を下し、この広間に連れてきたのである。

　心奈の随ずい行こうは、本当は許されていなかった。彼女には、機甲巨兵の改善につなげるため、シュラを捕とらえたときのデータを報告するという任務があった。しかし、少しばかりの命令違い反はんならば慣れている。ＡＡＡクラスの彼女は、規律違反を犯しても反省文さえ書けば許されるからだ。静矢が死んだと思っている心奈は、これ以上、人が死ぬのを見たくないとも思っていた。

（リベイロさんが日本を助けてくれて、敵性少女をみんなやっつける手伝いをしてくれて、平和がくれば、もう誰も、お兄ちゃんのように死ぬこともなくなるんだわ）

　と、心奈は希望に胸をふくらませていた。




　そのとき、高い屋根からゴンドラが降りてきた。心奈は、ハッと視線を上げる。

（あ……あれが、大門軍造？）

　心奈は期待して、目を輝かがやかせた。本物を見るのは初めてだった。ゲームが好きで勉強が嫌きらいだった心奈にとって、ゲームで出世した（と心奈は思っている）大門軍造はあこがれの英えい雄ゆうである。パソコンのスタートアップ画像に登録していたほどの、大ファンである。

　礼服のリベイロ少しよう佐さは、さすがに緊きん張ちようしたのか、色の薄うすい唇くちびるを舌でわずかに湿しめらせる。

　ゆっくりと降りてきたゴンドラは、三階の窓ぐらいの高さで止まった。圧あつ倒とう的てきな高所から見下ろされ、意識しなくても威い圧あつ感がいや増す。

　ゴンドラには黄金の柵さくがめぐらされ、真っ赤なビロードが張はられた椅い子すと黄金の演台が置かれていた。この広間に人を集め、その頭上から演説するための仕し掛かけなのだろう。

　ビロードの椅子に座っているのは、たしかに大門軍造その人だった。

　堂々たる体たい躯く。手入れの行き届いた口ひげ。意志の強そうな太い眉まゆと、強いまなこ。顔の真ん中にどっしりと胡坐あぐらをかいた、立派な鼻。どっしりとした恰かつ幅ぷくの良い体に仕立ての良いスーツをまとい、五カラットはある巨大なダイヤモンドをネクタイピンにしていた。

「すごい！　本物の大門軍造！」

　心奈は両手を胸の前で組み、目を輝かせた。

　大門軍造は、相手を威圧する強い視線でリベイロ少佐を見下ろす。一いつ瞬しゆん、リベイロ少佐はその目に飲まれた。凍こおりついたように固まって、声ひとつ出ない状態だった。

「軍人というものは、最低限の礼れい儀ぎもわきまえておらぬようだな。日本の王を前に、立ったままか」

　先に口を開いたのは、大門軍造だった。その有無を言わせぬ迫はく力りよくに、リベイロ少佐はあわてて膝ひざをつく。心奈も、いっしょになってぺたんと正座し、三つ指をついて頭を下げた。少し間ま違ちがっているようだが、日本人の娘むすめとして心奈はそう習ってきたのである。

「も、申し訳ありません。ずいぶん長く待った後、突とつ然ぜんのことでしたもので……」

「待ったことが不服か。待つことも使者の仕事のうちではないのか」

「は、ははっ！　出すぎた口を、申し訳ございません！」

　大門軍造の前で、リベイロ少佐は平謝りする。心奈は、その態度を見て、大門軍造がどれほど偉い大だいな人物なのかということを再確認した。

（すごいなぁ……。やっぱり大門軍造って、すごく偉えらいんだ）

　ふと、広間のガラスに、外で待っている戦車の群れが映し出された。リベイロ少佐はハッとして、その映像に目を向ける。大門軍造は、ひととおり映像に視線をめぐらせてから、厳しい目でリベイロ少佐を見下ろす。

「ところで……今さら多国籍軍の上陸とは、いったいどういう事か？」

「そ、それはもちろん人道的支し援えんのためです」

「日本が敵性少女の攻こう撃げきを受けてから、すでに三年が経っているのだぞ」

「は、はい！　日本は合衆国の同盟国といえども独立国家、一国の一存で救きゆう援えん部隊を送れば、形を変えた侵しん略りやく行こう為いだと国際的な非難を浴びます。ようやく国際的な協調体制が整ったので、国連の名のもとに多国籍軍を組織し、日本人を助けに来たのです」

「国際的な協調体制だと？　今世紀初頭、アフガニスタンやイラクで各国がやってきたことは何だったのだ？　国連を無視し、自国のエゴだけを振ふりかざして他国を蹂じゆう躙りんしているではないか。そのようなことばを聞けるとは、驚おどろきを通りこして笑うしかないぞ」

　大門軍造は、本気で笑いだした。リベイロ少佐は一瞬、ためらうように視線を左にそらし、わずかに唇をなめた。

「それはつまり……状況が変わったということです。敵性少女の攻撃では、合衆国も日本に置いた全ての基地と兵士を奪うばわれた。他人事ではありません。それに彼女らは、今は日本国内だけを攻撃していますが、日本の領海内に近づく他国の船せん舶ぱくも攻撃している。いずれ、戦乱が飛び火する前に、日本国内で全てを集結させてしまいたいのです」

「自国に傷ひとつつけるのが嫌いやで、日本国民を犠ぎ牲せいに本土決戦をせよと？」

「そ、そういうつもりでは」

「いや、これは意地の悪い質問だった。だが使者よ、リベイロ少佐と言ったか、おまえの聞き方も悪いのだ」

　大門軍造は、ゆったりとした動作で葉巻に火をつけた。青白い煙けむりが、ふわりとただよう。恰幅の良い体つきと、黒々とした髪かみが、堂々としていた。

「わしのことを、ＣＩＡやＭＩ６のデータでは何と表現されている？　関東地域の独裁者、ＩＴ企き業ぎよう出身のオタクギーク成金、そんなところではないか？　わしが敵性少女による攻撃のどさくさに、配下の警備員らに首相官かん邸ていなどを襲おそわせ、政府の中ちゆう枢すうを破は壊かいしたことを、おまえたちもすでに知っているのだろう」

「え！」

　聞いていた心奈が、驚いて目をまるくした。リベイロ少佐も、信じられないように心奈に視線を向ける。

「そ、そんなことを彼女の前で言ってもいいのですか」

「すでに彼らの忠誠心はじゅうぶん教育されている、何の問題も無い。それにわたしが政府中枢を破壊したのは、日本の復興を阻はばむためではない。より完かん璧ぺきなる復興のためだ」

「実際に、日本は三年経っても荒こう野やのままではありませんか？」

「産みの苦しみは何にでもまとわりつく。産みだされるものが大きければ大きいほど、産みの苦しみも長引くのは仕方のないことだ。今までの腐くさった政府が復興したところで、ふたたび腐った日本ができあがるだけだ。アメリカや中国をはじめとする貴き様さまら諸外国が、日本を思いのままに支配せんとして牙きばを抜ぬき、武装を許さず、丸まる腰ごしの日本に核かくミサイルを突つきつけて要求を飲ませる……恐きよう喝かつめいた手法に脅おびやかされつづけてきた、弱い日本はここで終わる。自らの武力で戦い、自らの意思で生きる新たな日本が生まれるのだ、このわしのビゲートピアから！」

　大門軍造の厳しい意見を聞き、リベイロ少しよう佐さはうかがうように、目を細める。

「われわれは日本を守るために、基地を造り戦ってあげようと思っていたのですが、そんなふうに思われていたとは侵しん害がいですね。……では、仮にあなたがおっしゃるとおり、われわれが日本の牙を抜き、自力で戦えぬ腰こし抜ぬけにして金をせびり取ったのだとして……半世紀以上にわたり、戦うことを知らずに生きてきた日本人が今さら、世界を相手に戦えるとお思いか？銃じゆうの扱あつかいも知らぬ子供が、大人に尻しりをたたかれて終わるのが落ちだと思いますが？」

「ビゲートピアの創造に貢こう献けんしたのはオンラインゲーム参加者、戦うことはゲームの上で体験している」

「ククッ、ゲームの上で？」

　リベイロ少佐は、わざわざ声を立てて意地悪く笑った。だが、大門軍造は揺ゆるがない。

「実際の戦せん闘とう機き乗りも、シミュレーションゲームで訓練を積んでいるではないか。それにビゲームの上位ランカーはいずれも、数万時間を超こえる飛行経験を積んでいる。何より、ビゲームの参加者は、いわば無む償しようの人々だ。薄うす汚ぎたない利権を目当てに、自らの国の守りをも犠牲にして耐たい震しん偽ぎ装そうを行うような旧政府とは違ちがう。この不敗の都市は、決して揺るがぬ！　旧政府は格差社会を作りだし、階級制度を復活させて、下層社会の人々から金と人的資源を搾さく取しゆすることを是ぜとした。政府としての権利を振りかざし、義務を果たさなかった……あまりにも腐り果て、政財癒ゆ着ちやくした旧日本は、病害虫の出た畑のようなもの。新たな種を撒まく前に、完全に焼やき払はらい殺さつ菌きん消毒せねばならぬのだ！」

「噂うわさは本当でしたか。各国の政府は、あなたの存在をかねてから警けい戒かいしていた。あなたは警備会社を吸収合がつ併ぺいし、日本の警官と自衛隊員を合わせたよりも数多い警備員を擁ようした超ちよう巨きよ大だい警備会社を作り上げた。そのうえ、多額の政治献けん金きんによって首相に規制緩かん和わをうながし、警備会社に軍隊なみの武装を許可させた。さらに本業であるＩＴ事業で、日本全土のユビキタス化を進め、監かん視しカメラや警備ロボットで国民を完全に管理しようとした。あなたがクーデターを起こす前につぶす予定だったのですよ、われわれのデータに無い敵性少女らによる、予測もしていなかった突とつ然ぜんの日本攻撃さえなければね」

「運命が、わしに味方したということだ」

　大門軍造は、不敵な笑みを浮うかべた。

「だからこそ、彼女らは旧政府を滅ほろぼし、どういうわけだかは知らぬがビゲートピアだけは攻こう撃げきせぬ。そればかりではなく、われわれに未知の技術を与あたえ、機き甲こう巨兵の、よりいっそうのバージョンアップに役立っている」

「日本はすでに廃はい墟きよと化しています。機甲巨兵を今以上に強くしても、日本を統一する目的には不要では？」

「ハイエナどもから日本を守るためには、武力はどれほどあっても足りぬ。だからこそわしのビゲートピアは、侵しん略りやく者どもに額ぬかづかぬ。貴様ら侵略者が抜いた牙を、今ふたたびこのわしが日本に埋うめこんだのだ。自分達は最終兵器である核かく爆ばく弾だんを『抑よく止し力』として持っていながら、日本にはその所持を許さず反はん撃げきを許さず軍隊の規模も徹てつ底てい的てきに抑おさえつけ、一方的な勝ち戦いくさができる状態を『平和』と言ったおまえたち。真の平和は力の均きん衡こうの上に成り立つものだ、日本にもその『抑止力』があってこそ本当の安心ではないのか？」

「……まさか！　大門軍造、あなたは核かく弾だん頭とうまでも所持を？　だとすれば国際社会が黙だまってはいない！」

「ビゲートピアは純じゆん粋すいに、オンラインゲーム上の住人たちが自らの安全と日本の独立を守るために、全ぜん智ち全ぜん霊れいを傾かたむけて築き上げた国の要かなめだ。たとえ世界を相手にしようと、わがビゲートピアは崩くずれぬ！　そして全てが完全に破は壊かいされたあとに、全てを完全に作り変えたこのビゲートピアこそ、新しい日本の雛ひな形がたというわけだ。すなわち……日本は今こそ完全なる独立国家となったのだ、このわしの手で！」

　大門軍造は右手を上げ、何かをつかむように強くこぶしを握にぎった。

「だから貴様らは来たのだ、わしがこれ以上力をたくわえぬうちに飼いならそうとして来たのだ。わしが核弾頭でも抱かかえこんではおらぬかと、探りにきたのだ。第二次世界大戦後、そうやって同盟の名のもとに日本の牙を抜き、自衛する力を奪うばいつづけてきたように！　わしは、そのような愚ぐを繰くり返しはせぬ。今だけ、自分の一族だけの利権を目当てに、祖国を売り渡わたすようなまねはせぬ。わしが目指すのは真の独立国家である日本！あらゆる国の干かん渉しようをはねつける武力を持った、強い日本だ！」

「……小さな国の独裁者というものは、いつも似通ったものですね。このちっぽけな要よう塞さいで、世界と戦えるとでも？」

　リベイロ少佐は、無ぶ遠えん慮りよな嘲ちよう笑しようを抑えなかった。しかし心奈は、大門軍造のことばに胸を打たれ、ブルブルッと首を横に振ふって叫さけんだ。

「大門さんの言うとおりです！　あたしもお兄ちゃんといつもそんな話をしてた。今までの日本じゃ、小さな国とでも戦争する力は無くて、機甲巨兵がほんとにあれば日本人だけの力で日本を守れるのにって。日本を弱くする政府なんて、つぶしちゃって正解ですよ！　今のビゲートピアは理想的だと思います！」

「なるほど……先ほど、あなたは『彼らの忠誠心はじゅうぶん教育されている』とおっしゃったが、よくわかりました。こんな幼い女の子まで、上手に洗脳したものですね」

　リベイロ少しよう佐さの言葉を、大門軍造は軽く鼻で笑って受け流す。

「日本人はずっと、あまりにも長いあいだ我が慢まんしつづけてきた、それが敵性少女の攻撃で一気に噴ふん出しゆつしただけのことだ。そして、だからこそ貴様ら多た国こく籍せき軍がいまさら上陸してきたのだろう。最初は、日本が海底に豊富に埋まい蔵ぞうしているエネルギー資源『メタンハイドレート』の利権をめぐってつばぜりあいを繰り広げ、どの国も日本に表立って上陸することはできなかった。だが今、ただの廃墟だと思っていた日本にビゲートピアができ、メタンハイドレートの掘くつ削さくを行い、強力な武器を量産していると知って、放ってはおけなくなった……ということだろう」

　鋭するどく指し摘てきされて、リベイロ少佐はのどの奥おくで「ぐっ」とうめいた。

「たかがＩＴ企き業ぎようの成金が独裁者にまつりあげられただけと思ったか、見くびるな！　貴様らの上陸をあえて許したのは、機甲巨兵の試験をしたかったからだ。機甲巨兵は、敵性少女と戦うためのものではない。敵性少女の戦せん闘とう力をコピーした兵器を作り上げ、世界と戦うためのものだ。多様な戦車が相手の多国籍軍は、実戦での動作試験にうってつけではないかね」

　冷ややかに笑った大門軍造を、リベイロ少佐はギリッと厳しい目でにらみつける。

「……同盟を結ぶ気は無く、それどころかわれわれ多国籍軍に宣戦布告している、ととらえても良いのですね？」

「同盟など結ばなくても、自国を守り他国と戦うための力はじゅうぶんある。今の日本には、機甲巨兵がいるのだ！」

「どうやら、交こう渉しようは決けつ裂れつということのようですね」

　リベイロ少佐が視線を伏ふせて、虚きよ無む感のただようため息を小さく吐はきだすと、突とつ然ぜんその紳しん士し的てきな表情を豹ひよう変へんさせ、悪あつ鬼きのごとき形相で大門軍造をビシッと指さした。

「それなら言わせてもらうが……わが軍は、わが国に反はん抗こうする独裁者の存在を許さない！　追従か、さもなくば殲せん滅めつか。選せん択たくを誤あやまらないほうがいいぞ、半世紀以上にわたり諸外国から牙を抜かれつづけ、同盟の傘かさのもとに庇ひ護ごされてきた平和ボケの日本人などに、勝機は無いのだ！」

「勝機が無いかどうか、わしの機き甲こう巨兵を試してみてはどうだ。最強の機甲巨兵をカスタマイズする課程では、合衆国が誇ほこるＮＡＳＡの技術も加わっているのだぞ」

「何！」

　大門軍造の言葉に、リベイロ少佐の顔が引きつる。大門軍造は高い場所から、王者の椅い子すに深々と腰こしかけたまま、余よ裕ゆうの笑みを浮うかべた。

「機甲巨兵のデータは、わがビゲートが作り上げたオンラインゲーム『ビゲーム』によるものだ。無敵の自機を作るため、ビゲームに参加していたＮＡＳＡのオタクギーク学者達は、自分達の貴重なデータを惜おしげもなくゲームの中に投入してくれた……人間とは、勝つための手段を選ばぬ物だのう！　オンラインゲームは、下手な産業スパイをもぐりこませるよりもはるかに効率が良いわ！」

　ドオン、と爆ばく音おんがして、窓ガラスがビリビリと震しん動どうした。

　リベイロ少佐はギョッとして窓に駆かけ寄よる。薄うす暗ぐらい大地に、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが上がっていた。

　それは、戦車部隊に襲おそいかかる機甲巨兵らの姿だった。身長十二～十五メートルの、さまざまにカスタマイズされた人型ロボットが、戦車の群れにミサイルを撃うち込んでいる。

「ば……ばかな！　世界を敵に回す気か、日本ごときが勝てるわけがない！　侵しん略りやくされ蹂じゆう躙りんされるのが落ちだぞ！　やめさせろ！」

「機甲巨兵は、日本の守護神だ。決して負けはせぬ、これがわしの作りたかった強い日本、戦える日本なのだ！」

　大門軍造は誇らかに笑う。リベイロ少佐は一いつ瞬しゆん、ためらいの表情を見せた。

「……どうやら、狂くるっているようだな。大門軍造」

「自分の国を自分で守りたいと思うことの、どこが狂っておるのだ？」

「とにかく！　われわれは日本を手に入れねばならぬのだ、無む駄だな抵てい抗こうはやめて日本を渡わたせ！　そうすれば日本人どもも飼ってやる、さもなければ多国籍軍が全兵力を投入し、旧政府に対してクーデターを起こし国際社会にも戦いを挑いどむ狂った独裁者を排はい除じよする！　本土決戦となれば日本人どもも大量に犠ぎ牲せいになるぞ、皆みな死ぬぞ！」

「本音が出たな、リベイロ少佐。貴様の政府に、そう命じられてきたのだろう」

　大門軍造は、肩かたを揺ゆらせて笑う。

「わしの目は節穴ではないぞ。要するにこういうことだ……貴様らは最初、日本固有の資源である海底のメタンハイドレートを狙ねらっていた。しかし、それまで合衆国の属国でしかなかった南米の国々が、豊かな鉱産資源を国有化し、その資源を外交材料に用い南米連合として一大勢力を築いた。互たがいの連れん携けいを密にした南米連合は、さらに国際社会での発言力を強めつつある。合衆国をしのぐのはもちろんのこと、近代化によって多大なエネルギーを必要とする中国、その中国にエネルギーを供きよう与よする代わりに人的資源を得ようとしていたロシア……世界の全てのバランスが狂う。南米連合の台頭に水をさすためには、圧あつ倒とう的てきなエネルギー資源を国際社会に投入するしかない。なりふりかまわず、いまや政治機能を失った……いや失ったと貴様らがそう思っていた、この日本から資源を奪うばうため、結けつ託たくするしかなかった、というわけだ」

　戦車がようやく反はん撃げきを始めたようだ。砲ほう声せいがとどろき、空気を震ふるわす。同時に、「パチパチパチ……」と、花火のような音が聞こえた。薄暗い空に、無数の光が星のように散っている。衛星軌き道どうから撃ちこまれたミサイルと、それを迎げい撃げきするビゲートピアの地対空ミサイルが、爆ばく発はつしている光である。

「フッ……そこまでわかっているのなら、われわれ多た国こく籍せき軍が決して退ひかないこともわかっているだろう。荒こう野やに這はいずっている貴様ら野良犬のような日本人を、このまま石器時代まで戻もどしてやっても構わぬのだぞ！　投降するがいい大門軍造！　もともとこの国は、貴様ら日本人のものなどではなかったのだ！」

　リベイロ少しよう佐さは邪じや悪あくな声を張り上げた。心奈は恐おそろしくて、部屋のすみで震えていた。

「あたしたちを、助けにきてくれたと思ってたのに……」

「そうとも、助けてやるさ。お情けをくれてやる、野良犬を拾ってやるぐらいの思いやりはあるつもりだぞ。貴様ら犬が、犬としての分をわきまえているかぎりはな！」

　リベイロ少佐の非情なことばが、心奈の胸をえぐる。静矢がいない今、信じてすがりたかった支えも失われて、心が虚きよ無むの空間に放り出されたような気がした。

「何か勘かん違ちがいしているようだな。日本は日本人のものだ、聖徳太子がこの国を『日ひ出いづる処ところ』と称しようしたように。だから邪や馬ま台たい国こくは滅ほろびたのだ、国内の戦に勝つために海のかなた魏ぎの権力を頼たよりにした、そのために自国の人間を奴ど隷れいとして魏ぎに送るという愚ぐを犯した。売ばい国こく奴どに従う人間はおらぬ、この大門軍造も決して日本を売り渡しはせぬ。海原のかなたへ帰るが良い、侵略者どもよ！」

　シャンデリアが揺れた。優美なその姿の中に、監かん視しカメラと銃じゆうが仕込まれていた。銃口がリベイロ少佐に向けられる。

「宣戦布告。というわけですか……」

　リベイロ少佐は、顔をゆがめる。

「だが大門軍造、使者としてわたしも退くわけには行かぬのですよ。あなたが子供らを洗脳して忠誠を誓ちかわせているように、われわれも国家に忠誠を誓うことでしか自分の居場所を得られない。生き抜ぬくためには、大いなる力の前にひざまずかねばならぬ！　それをせぬと言うのなら……」

　リベイロ少佐が大門軍造のほうに向かって走る。シャンデリアから弾だん丸がんが放たれた。リベイロ少佐の全身が蜂はちの巣となる。心奈は思わず顔を覆おおった。

「何をする気だ？　武器を持っておらぬのはチェック済み、しかもわしは手の届かぬ場所にいる。何ができるというのだ、血迷ったか？」

　大門軍造は首をかしげ、半ば哀あわれみ、半ば嘲ちよう笑しようするように、指で耳をかいた。

「ひざを折らぬと言うのなら、立ったまま死ぬが良いわ、愚おろか者ものよ！」

　リベイロ少佐は走りながら、礼服の胸をはだけた。白く滑なめらかな、傷ひとつない胸……だが、その腹部が異様に膨ふくれている。

　それは、普ふ通つうの感覚でいけばビール腹ていどのものだった。が、痩やせて引きしまったリベイロの体に対して、あまりにアンバランスである。

　わき腹に、小さな赤い傷口が見えた。シリコンによる豊胸手術でできる傷によく似ている。余よ裕ゆうの薄うす笑わらいを浮うかべつづけていた大門軍造の顔が、はじめて引きつった。

　弾丸がリベイロの腹部を貫かん通つうし、血に混じって透とう明めいの液体が噴ふき出した瞬しゆん間かん、嫌いやな予感は確信と変わった。大門軍造の顔から、サッと血の気が引いた。

「き……貴様！　まさか！」

「そうとも。二種類の液体を混合し、信管で着火させる……液体ならば、Ｘ線検査では見つからぬ！　貴様を投降させられなければ、ビゲートピアの抵てい抗こうを防ぐため、命を捨てて暗殺せよとの命令だったのだ！」

　リベイロ少佐は、自分で自分の腹を強く殴なぐった。豊胸手術用のバッグが破れ、中に満たされていた液体爆ばく弾だんが混じりあい、銃じゆう創そうから可燃性ガスが白い煙けむりとなって噴ふん出しゆつした。大門軍造はうめく。

「え、液体爆弾……まさか！　いかに体内に仕込んでいたとはいえ、ビゲートピアのセキュリティシステムならば、超ちよう音おん波ぱを用いて発見できるはず！　様々な角度からチェックした結果、完かん璧ぺきに安全だと言っていたのだ、あの女は……」

「この国は我々の物だ、大門軍造！」

　リベイロ少佐が胸の勲くん章しようを引き剥はがすと、小さなフラッシュライトが裏に貼はりつけられていた。腹の銃創に差しこんでスイッチを押おすと、一瞬、フラッシュがピカッと光って、心奈は思わず目をつぶった。

「あの女……たばかったなぁぁぁぁ！」

　大門軍造の悲鳴が途切れた。赤黒い爆炎がリベイロの体から噴き出し、広間いっぱいに充じゆう満まんした。その圧力でガラスはことごとく割られ、飛び散る。ガラスに映っていた時計も砕くだけ散る……その針が「六時十三分」を示しているのが、心奈の目に焼きついた。

　爆炎は大門軍造をも包みこんだ。その全身を焼き焦こがし、燃えながらあがく大門軍造が、柵さくを乗のり越こえて床ゆかに落ちたのを、心奈は見た。ガラスに支えられていた天てん井じようが、ぐらぐらと揺ゆれる。心奈は慌あわてて、廊ろう下かに飛びだした。その直後、天井が崩ほう落らくして、広間を押しつぶす。その衝しよう撃げきに耐たえかねて、広間の床も割れた。

「きゃああ！」

　衝撃で、心奈は割れた壁かべから外に放りだされる。地上まで、数百メートル。夕ゆう闇やみの中にきらきらと浮かび上がるビゲートピアの明かりは、空に光る爆ばく発はつの光といっしょくたになって、上下の感覚がわからなくなる。だがしかし、確実に自分が落下していて、いずれ地面に叩たたきつけられる運命であることは確かだ。

（あたし……死ぬんだ。あと何秒か、で）

　心奈のツーテールの髪かみが、翼つばさのようにはためく。あっという間だったな、と思った。

　ちょっとだけ怖こわかったけれど、三年前の敵性少女の攻こう撃げきで何もかも失ったときの怖さに比べれば、はるかにましだった。走馬灯のように、過去がフラッシュバックする。

　仏生山駅で攻撃を受けたあと、心奈は家に帰った。これは夢、きっと恐おそろしい夢……どんな夢を見たときでも、目覚めればかならず母・奈央子がいた。抱だきしめてもらえば、かならず怖い夢は覚めるはずだと、心奈は熱に浮かされたようにそのことばかり思いながら、マンションに戻もどった。

　しかしマンションは崩くずれ去り、母の姿はどこにもなかった。仏生山の町は燃え上がっていた。燃える瓦が礫れきが降りそそぎ、敵性少女らが夕暮れの空を飛びまわる。ここでじっとしていても死ぬだけだ……と思い、心奈は高松市に移動した。父の会社があったからだ。

　線路の上は避ひ難なん民みんでいっぱいだった。電車で行けばあっという間の距きよ離りが、ひどく長かった。敵性少女の襲しゆう撃げきを恐れつつ、砂利に足をとられ、枕まくら木ぎにつまずきながら、心奈は徒歩でひたすら歩いた。けれどようやく到とう着ちやくしたとき、高松市はすでに焦しよう土どと化していて……心奈は取りあえず、しばらくそこに腰こしを落ちつけた。都会には店てん舗ぽが多かったので、食しよく糧りようや薬の備び蓄ちくが多かったからだ。焼け残った郊こう外がいの自動販はん売ばい機は緊きん急きゆう時モードになっていた。無料で飲み物が手に入る。けれど、どの自動販売機にも飲み物は残っていなかった。たった一家族で、全ての飲み物を独どく占せんしている人々がいた。

　人々は身を寄せ合い、難民キャンプを作って暮らしていた。最初こそ、心奈に食糧を分けてくれる者もいた。けれど、やがて食糧は尽つきてきた。比較的攻こう撃げきのましだった近きん隣りん都市からワゴン車でやってきて、食糧を高額で売りつけていく人々もいた。

　彼らを襲撃して、金と食糧を奪うばう野盗も現れた。それらから身を守るために、人々は身を寄せ合った。それはすでに、心奈がオンラインゲームの中で体験した経験をなぞっているように思えた。ゲームの中で、野盗に苦しめられていた人々は砦とりでを造り互たがいを守りあった。荒こう野やで一年を過ごした心奈のもとに、自走式の車型ロボットがやってきて、彼女の顔をカメラで撮とった。ビゲートピアのコンピューターに照会して、ゲームの高得点ランカーであることを確認して、心奈を乗のせ、ビゲートピアに連れてきた。

　荒野にそびえるビゲートピアを見たとき、心奈は思わず涙なみだが出たことを覚えている。一人ぼっちの自分を、ようやく守ってくれるものが現れた。ゲームの中と全く同じ、鉄てつ壁ぺきの要よう塞さいの姿だった。

（でも……ほんと言うと、戦うのは怖かった。ビゲートピアを放りだされて荒野に戻るのがもっと怖かったから頑がん張ばったけど、心奈、怖かったんだ）

　空が遠い。地面が近いのだ、と思った。

（心奈、プロゲーマーより機き甲こう巨兵乗りなんかより、お兄ちゃんのお嫁よめさんになりたかったんだよ。お兄ちゃんが死んじゃったなら、もうどうでもいいや。死んだらもう一度お兄ちゃんに会えるのかな、お兄ちゃんのところに行けるのかな）

　静矢の笑顔がまぶたに浮うかぶ。幻まぼろしの静矢に向かって、心奈は手を伸のばした。

（でも……。真っ白いウェディングドレス、着たかったな……）

　涙が流星のように、尾おを引きながらきらめいた。




　薄うす闇やみに、銀色の光が走った。

　光は、低い建物の屋上に叩きつけられる寸前の心奈を横からかっさらう。落下のスピードが、そのままベクトルを変えて横方向に持って行かれ、柔やわらかく彼女を受け止める。

（……え？）

　心奈は大きく目を見開いた。

　青ざめた夕闇の地平に、銀の盆ぼんのような満月が光っている。破は壊かいの日より三年……日本上空の空気がすっかり澄すみきって、血のような赤い月がのぼることは珍めずらしくなった。

　空では、いまだ星のように地対空ミサイルが破は裂れつして白い光を放っている。満月に照らされて光る、銀色の翼が見えた。自分を抱かかえる冷たい腕うでが硬かたい籠こ手てに包まれ、凍こおりつくような双そう眸ぼうが自分をのぞきこんでいる。

　まるでつくりもののように美しい顔。心奈は、その状じよう況きようを信じられなかった。

　自分を抱え、翼を広げてストンと避ひ雷らい針しんの上に降り立ったのは、今まで何度も戦いくさを交えた敵性少女……ルシャナだった。

（こいつは……っ！　お兄ちゃんが死んだときに、ビゲートピアの周りを飛び回ってた敵性少女のひとり、お兄ちゃんの仇かたきっ……！）

　ルシャナの腕の中で、心奈の顔が憎ぞう悪おと警けい戒かい心しん、そして恐きよう怖ふにゆがんだ。

（ど……どうして、こいつがあたしを助けたのっ？　いや……あたしはほんとに、助かったの……？）

　今すぐにでもその腕を振ふり払はらいたかった……だが、振り払えば再び落ちることは判っていた。一度は覚かく悟ごした死だが、いったん助けられてしまうと、あらためてもう一度死を覚悟するのは厳しい。心奈は身動きができず、その悔くやしさや恐ろしさに細かく震ふるえながら、せめてルシャナをにらんでいた。

　ルシャナは、ちらり……と、心奈に流し目をくれた。何を考えているのか計り知れない、謎なぞめいた視線だった。
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二章　崩壊狂想曲







　ズゴゴゴゴゴ……！

　戦車隊のすさまじい攻こう撃げきを受けて、ビゲートピアが揺ゆれる。震しん動どうする。

　地対空ミサイルの迎げい撃げきをのがれたミサイルが、ビゲートピアの数百階建ての高層ビルを破壊する。闇やみにそびえるビルがオレンジ色の炎ほのおを噴ふき出し、ガラガラと崩くずれさっていく。

　東京湾わんには恐おそらく空母が迫せまっているようだった。艦かん載さい機と思われる戦せん闘とう機きが次々にビゲートピアの上空に飛来し、ミサイルを投げ落とす。

　ビゲートピア全体にハリネズミのように配備された、自動高こう射しや砲ほうが迎撃をになう。砲ほう弾だんの弾幕はビゲートピアの上空を星野原に変え、誘ゆう爆ばくされた敵ミサイルは直径一キロにもおよぶ炎の花を高空に咲さかせた。

　そのさまは、花火大会のようだった。すさまじい炎の球体の正体は、大地一帯を焼きつくす破壊力を持った、核かく爆ばく弾だんに匹ひつ敵てきする大量破壊兵器「雛菊草刈機デイジーカツター」である。

　ビゲートピアは一個の要塞であり、建物の間に平面道路を持たない。そのため戦車は内部に入りこむことはできないが、代わりに固定砲ほう台だいと化して、徹てつ底てい的てきに砲撃を続ける。

　多た国こく籍せき軍に囲まれ、ビゲートピアはまさに四し面めん楚そ歌かの状態だった。

『撃うてっ、撃てい！　完全に包囲するのだ、大だい門もん軍ぐん造ぞうの息のかかった危険分子である、中にいる学徒兵どもを逃にがすな！　どこへも逃にげる道も術すべも与あたえるな、このままあぶり焼きにしてやるのだ！』

　戦車隊の司令官が、恐ろしい命令を下す。

　ビゲートピアは燃え上がった。その中にあるビゲート学院も燃える。

　Ａクラス以上の上級学徒兵は各自、ある者は教室の机の上で、ある者は「特別教室」に移動して、応戦していた。応戦と言っても、無人攻撃機、無人戦車、迎撃システム、警備システムなどを遠えん隔かく操作するもので、彼らが長年やりこんできたコンピューターゲームと何ら変わりが無い。自機が失われれば、スペアを出しゆつ撃げきさせれば良いだけだ。

　Ｂクラス以下の学徒兵は、夕飯を摂とっているところだった。静せい矢や達がいたＣ７クラスでは、委員長代理の御み法のり律り花かが給食のトレイを前に、そわそわしている。彼女の左ひだり腕うでには、委員長のしるしである腕わん章しようがつけられている……現在彼女は、委員長代理の任についているのだ。ボブカットが大人っぽい彼女は、窓の外に目をやっていた。敵の攻撃のせいで、教室は停電していた。唯ゆい一いつ、窓の外の戦火が教室の中を照らしているのだった。

　他の生徒達は、涼すずしい顔でパンにイチゴジャムを塗ぬり、牛乳にコーヒーポーションを入れていた。それらの食物は、彼らから自分で考える力を奪うばい、絶対的に組織に隷れい属ぞくさせる「服従能力」を養うためのものである。

　イチゴジャムは苦く、ポーションはコーヒーの味がしない。しかし学徒兵たちはそれを「甘あまいイチゴジャム」「香こうばしいコーヒーポーション」として受け入れる。否定することは許されない。服従能力の劣おとった人間は、この楽園から放ほう棄きされる運命だ。まずは服従訓練と称しようした野外生活に放り出され、最終確認である試験に合格できなければ荒こう野やに追いやられてしまう。

（何考えてるのよ……冗じよう談だんじゃないわよ！）

　律花は、パンにも牛乳にも、おかずとしてトレイの上に並べられている「甘いビーフシチュー」や「塩味のプリン」にも手をつけず、そわそわしていた。

　強化ガラスの窓が、砲撃のたびにビリビリと震動する。Ａクラス以上の教室は、有事の際には作戦司令塔とうともなるため、核かくシェルター並みの強度を誇ほこっている。だがそれ以下の学徒兵の任務は、基本的にビゲートピアの外に出て、アンテナを設置したりだとか、銃火器などの武器を手に徒歩で戦うといったものである。そのため、教室の強度が心もとないものであるということは、全員知っているはずなのだが……。

（どうしてこいつら、この状じよう況きようでのんびり飯を食ってるわけ？）

　律花は焦あせる。クラスメイトたちは、停電にも動じず、爆ばく音おんも聞こえていないかのように、パンにジャムを塗っている。

「あ……あの、みんな？」

　恐るおそる立ち上がった律花に、クラスメイト達の視線が一いつ斉せいに集中した。

「委員長代理！　食事中は着席というルールでしょう！」

　予想通りの集中砲火で、律花はあわてて席につく。

「で、でもみんな……ほら、外を見なさいよ。なんか攻撃されてるじゃない？　今までこんなこと、一度もなかったでしょ？　緊きん急きゆう事態っぽいなと思わない？」

「委員長代理、何をしてるの？　パンにイチゴジャムを塗ってないじゃない」

　隣となりの席の女子が、親切そうにほほえんで、律花のパンに苦いイチゴジャムを塗ってくれる。律花は、ブルブルッと首を横に振ふって、叫さけんだ。

「緊急事態なのよ！　ここでぼんやりしていたら、危ないのよ！」

「給食時間中は着席だってば、委員長代理。十九時までは、ここに座ってなくちゃ」

「わからないの？　逃げなくちゃヤバいのよ！」

「大だい丈じよう夫ぶさ。本当に危険なら、前のモニターに避ひ難なん命令が出るはずだろ。それが出てないってことは、今はまだ大丈夫ってことだ」

「停電してるからモニターも映らないのよ！　そんなこともわからないの、あんた達！」

「なら、そのうちモニターを直しにきてくれるさ。モニターが映るまで待って、命令に従えばいい。モニターの修理にもまだ来てないってことは、今はまだ大丈夫だってことさ」

「大丈夫かどうか、自分で見てわからないの？　ミサイルがどんどん撃ちこまれてるのよ、壁かべにひびが入り始めてるじゃないの！」

「大丈夫ですって、委員長代理。ビゲートピアに任せておけば、全部ちゃんとしてくれるわよ。あたし達の仕事は下される命令を待つことでしょ。命と安全は、ビゲートピアが守ってくれる。絶対よ」

「現に、守られそうな状態じゃないでしょ！　自分の命は自分で守るしかないって、わからないの？」

「ビゲートピアには予定や考えがあるはずよ、あたし達の浅せん薄ぱくな独断で統率を乱すわけにはいかないわ。あなたがわからないはずないでしょう、委員長代理。誰よりも厳格な枠わく決めであたしたち同級生を指導し、枠からはずれた委員長や琴こと川がわさんを服従訓練施し設せつに入れるべきだって、中心になって言ったのもあなたでしょ？」

「そ……それはそうだけど」

　律花は反論できなくて、言葉が喉のどに引っかかる。

　それはそうだが、こんなはずではなかったのだ……という、言葉が。

（これが『服従』なの？　自分で考えようとする力を全て奪われてしまうと、人間はこうなってしまうわけなの？　わたしはただ、従順であれば出世できる、人の上に立てるとそう思っただけよ！　委員長を飛ばして委員長代理の座におさまり、クラスのやつらの『服従度』を上げて成績を稼かせいで、少しでも上のクラスに行きたかっただけ。クズ扱あつかいのＣクラスにはない特権を与あたえられるＡクラスに行きたかっただけなのに……！）

　彼女が服従度を上げさせたクラスメイト達。今、彼らの絶対的な服従心は戦火を前にしても揺ゆるぐことなく、命の危険が目に見えていても、指示を待ってじっとしている。自分の意思決定とともに生存権まで丸投げしてしまった彼らは、ただひたすらパンにイチゴジャムを塗ぬっている。

　プシプシプシッ、と乾かわいた音が鳴って窓ガラスが割れた。戦せん闘とう機きが機き銃じゆうを撃うってきた。

　鋼板をも打ち抜ぬく、頭のとがった徹てつ甲こう弾だんである。徹甲弾はガラスをつらぬき、教室の中に撃ちこまれた。

「ぎゃ！」

「ひい！」

　弾丸をくらった生徒たちが悲鳴を上げた。徹甲弾は貫かん通つう力を上げるため、超ちよう硬硬度鋼で作られている。体内での破は壊かい力を上げるには、鉛なまりのような柔やわらかくてすぐにつぶれる金属を弾丸にする。したがって徹甲弾をくらった生徒達は、誰も即そく死しはしなかった。まっすぐに体を貫つらぬいた傷に苦しんでいた。律花は青くなって、机の下に伏ふせる。

「冗じよう談だんじゃないわ！　このままじゃ死ぬじゃない、わたしだけでも逃にげなくちゃ……！」

　徹甲弾はなおも教室の中に飛びこんでくる。匍ほ匐ふく前進で教室から逃げ出そうとした律花だが、その前に女生徒が、椅い子すと机をガッと動かし、立ちはだかった。

「ちょ、ちょっと、そこをどいてよ！」

「だって食事中だよ、委員長代理？　十九時までは席を立っちゃいけないでしょ、そういう決まりでしょ？」

「逃げなくちゃ死ぬわよ！　わからないのっ？」

「その手には引っかからないよ、委員長代理。それ、服従試験でしょ？　あたしが引っかかったら、服従訓練に放り出す気でしょ。委員長代理、けっこうそれやるもんね」

　彼女の言うとおり……服従能力が足りない生徒を密告すれば、それだけ自分のポイントが上がるような気がして、律花は今までせっせと不適格者を突つきだしていた。だが、明らかに窓から弾丸が撃ちこまれている状態なのだ。

「どうして逃げないの！　自分で考えればわかるでしょ、どきなさい！」

「引っかからないってば。自分で考えるなんて、しないよ。きちんと命令を聞いて命令どおり動く、命令が無いならここでじっと待機してるよ」

「委員長代理がしょっちゅう、そうやって引っ掛かけテストをしてくれてたおかげで、俺は一度も服従訓練に出されたことがないのが自じ慢まんさ」

　他の男子も目を細めて微笑ほほえんだ。だが、その右のわき腹には明らかに被ひ弾だんしていて、どす黒くドロッとした血が流れ出しているのだ。明らかに、肝かん臓ぞうを貫かれている。律花は恐おそろしくなって、首を横に振ふった。自分の出世のために服従の振りをするのと同時に、クラスメイト達を恐ろしいほど従順な怪かい物ぶつに育ててしまっていたのだ、とはじめて気づいた。

「通して！　本当に危ないのよ！」

「委員長代理。あたしのこと、服従能力が高いって報告してね。出世するならいっしょに行こうよ、ねえ？」

　わくわくしながら、女子が律花の手に何かを握にぎらせた。一いつ瞬しゆん、意味がわからなくて、

「……え」

　と、律花は手の中の何かを見る。それは、パンだった。

「ど。どうしてパン……？」

「食事を続けなくちゃ。パンにはきちんと、イチゴジャムを塗って」

「そういう状じよう況きようじゃないって言ってるのが、わからないのっ？」

「さあ委員長代理、座って。きちんと座って、そう決まっているでしょ」

　周りの席の生徒達が、律花を無理矢理席につかせる。教室のガラスはほとんど割れてしまっていた。半数のクラスメイトは、すでに銃じゆう弾だんを浴びて倒たおれ、死んでいた。教室の中は、バケツを引っくり返したかのような、血の海になっている。

「それに……ジャムじゃないわ！　イチゴジャムなんかじゃないわよ、それはイチゴジャムなんかじゃない！」

「委員長代理が、いつも言ってるじゃない。パンにはちゃんとジャムを塗りなさいって。そういうルールなんだって」

「わかったわ、正直に言うわよ！　点数稼ぎをしたかっただけよ、こんなのほんとはバカバカしいと思ってたけど、出世したくて従ってただけ、合わせてただけ！　あなた達だってそうでしょ、ほんとは違ちがうって思ってたでしょ？」

「変なこと言うのね、委員長代理。違うなんて思ったことないわよ。あたしがここに来たばかりのとき、委員長代理が、とってもわかりやすく教えてくれたんだもの……ビゲートピアの取り決めは、何もかも正しいんだって」

「早く逃げないと！　みんな死んでるわ、見えないのっ？」

「あたしが塗ぬってあげるわ。ほら、あーん」

　目の前に、苦いジャムが塗られたパンが差しだされる。律花は恐きよう怖ふに涙なみだを浮うかべ、必死に逃げようとしたが、生徒達に押おさえつけられて身動きが取れない。

　窓ガラスの向こうに、ミサイルが見えた。まっすぐこちらに飛んでくる。

「放してっ！　放してぇぇぇっ！」

　悲鳴を上げた律花の視界いっぱいに、ミサイルが飛びこんできた。信管が発火する、カチッ……という音を聞いたのが、最後だった。

「きゃあああああああああ！」

　ミサイルは爆ばく発はつし、Ｃ７クラスの窓からオレンジ色の炎ほのおが数十メートルも噴ふき出した。

　そのミサイルは、戦車隊の後ろに陣じん取どっていた装そう甲こう車しやから撃うち出されたものだった。赤外線で人間の位置を捉とらえて、教室のある棟とうに、片っ端ぱしからミサイルを撃ちこんでいく。

　すさまじい砲ほう撃げきを受けるたびに、教室のある棟は激しく震しん動どうした。松明たいまつのように紅ぐ蓮れんの炎に包まれたのだった。




　ズガーン……。ドゴゴゴゴ……。

　ミサイルが着弾したときの衝しよう撃げき。そして建物が崩くずれるときの微び細さいな震動。

　ビゲートピアの高層部での被ひ災さいの衝撃は、地下にまで響ひびいてきていた。その震動に気づいて、シュラは……敵性少女アッ＝シュラは目を開いた。

（……暗い）

　それが、第一印象だった。何も見えない部屋の中だった。完全に明かりが落ちている。

（暗視スコープは……）

　手を、髪かみ飾かざりがあるべき位置に移動させる。髪飾りから放出される磁力線が脳神経に電流を流し、彼女の目に、本来ならば見えるはずのない波長の光景を映し出すはずだった。

　だが、髪飾りは無かった。彼女の体を包む機き甲こう衣は何も無く、ただシーツが一枚、上にかけられているだけだ。全身がズキズキと痛かった。遠くから、断続的に爆発するような音が聞こえる。シュラは額に手を当て、なぜ自分がここにいるのか、順を追って思いだしてみる。機甲巨兵に墜おとされたのだ。だとすれば、ここはビゲートピアか。

（機甲巨兵はわれわれと交戦した後、破は壊かいした部品を持ち帰って分ぶん析せきし、自らの戦力として取り入れる。何と言うことだ……機甲衣まるまる一着、敵に奪うばわれてしまうとは！）

　ベッドのようなものの上から立ち上がろうとすると、腕うでが何かに引っぱられた。点てん滴てきチューブのようなものが、左ひだり腕うでに突つき刺さされている。触ふれてみると針が太かったので、点滴ではなく、自分から採血しているのだということがわかった。

（奴やつらめ……機甲衣のみならず、わたしの体までも分析しようというのか！）

　気を失っているあいだに、どれほどのデータを奪われたものかわからない。ということは、奪われたデータを消すには、このビゲートピア全体を破壊するしかない。

（ビゲートピアへの攻こう撃げき禁止命令は、今日の十八時十三分に解除されているはずだ。データを破壊せねばならぬ、さもなければ……）

　ルシャナの冷たい相そう貌ぼうを思い出して、シュラはブルッと震ふるえ、シーツを固くその身に巻きつけた。

　彼女らには任務がある。その遂すい行こうのためには、ルシャナはあらゆる失敗を許さない。迷い無くシュラを消すだろう。まして、これほどの大失態を演じてしまったからには……。

（だめだ、勝てぬ。抵てい抗こうするにも、わたしの実力ではルシャナに勝てぬ！　同じ製造単位ロツトとはいえ、ルシャナは戦せん闘とう力も心も、強すぎる。この失態を帳消しにする以外に、わたしが生き残るすべは無い……やはり、ルシャナに見つかる前に、奪われたデータの全てを消去するしかないのだ！）

　だが、まずは機甲衣を探さねばならない。シュラは痛む体を押しつつ、真っ暗な部屋の中を手探りで動きまわる。

　わずかに、闇やみに目が慣れた。非常用に壁かべに貼はられた蓄光塗と料りようのステッカーが緑色の光を放ち、かすかに闇を照らしだす。そこは手術室のようだった。ベッドの上に、無影灯がのしかかっている。

（ここでわたしを解かい剖ぼうしようとでもしていたのか？）

　扉とびらのようなものを見つけて押すと、電気が落ちているせいか、電磁錠が利きかなくなっていてかんたんに開いた。

　廊ろう下かにも人の気配は無かった。が、そのときようやく非常用電源が入ったのか、パパパッと明かりがついた。今開いた手術室の扉も「ガチャッ」と音がして、再びロックがかかってしまう。

　爆ばく音おんが続いていた。そのせいか、微び弱じやくな地じ震しんのような揺ゆれがいつまでも続いていた。

「何なのだ、いったい……？　何が起こっているのだ？」

　シュラは心細いような気持ちになった。最強無敵の敵性少女ではあったが、機甲衣を失った今、彼女に武器は何も無い。

「探さねば……一刻も早く、わたしの機甲衣を……！」

　心が焦あせり、心臓がばくばくと激しく脈打つ。シュラの全身からじっとりと、嫌いやな脂あぶら汗あせが流れだす。そのとき、

「ドオオン！」

　ひときわすさまじい震しん動どうが建物全体を揺るがし、次の瞬しゆん間かん、足にかかる重さが消えた。

「え……！」

　シュラの深紅の目が、大きく見開かれる。床ゆかが割れ、下に見えたのは深い深い穴。

「きゃあああ！」

　数十メートルの距きよ離りを、シュラは落ちていった。




　同じころ、独どく房ぼうにいた静矢たちも、激しい揺れに翻ほん弄ろうされていた。

「な、何だ、この揺れは！」

「ビゲートピアが攻撃されてるんじゃないのか？」

　笙しよう子こが、揺れの激しさで立つこともできず、床にはいつくばったまま叫さけんだ。

「攻撃って、敵性少女にか？」

「わからないけど……考えてみれば、こんなデカくて目立つ建物が今まで一度も狙ねらわれたことがないなんて、おかしな話だったんだよね」

「ビ、ビゲートピアが攻撃を受けなかったのは、完全制せい御ぎよされた砲ほう塔とうなどで守られていたので、敵性少女どもが恐おそれをなして近づいてこなかったからではないのか！　それがどうして、突とつ然ぜん攻撃をっ？」

　輪りん人とは相変わらず即そつ攻こうでうろたえて、声がひっくり返っていた。

　天てん井じようから、パラパラと砂が落ちてくる。ひび割れはじめているようだ。

「とりあえず、ここから逃にげるのが先決だぜ、委員長。天井が崩ほう落らくして、瓦が礫れきの山に埋うもれて死ぬなんてお断りだ」

「そんなこと、あらためて君に指し摘てきされなくとも重々承知しているのだよっ、呉くれ羽は君！　しかし、どうやってここから逃げ出すと言うのだ！」

「さっき助けにきた奴が、信じろって言ってたから信じて待ってみてるんだが」

「どこまでおめでたいのだ、君はっ！　この期ごに及およんでなお、誰だかわからない人間の言うことを信じるのかねっ！」

「誰かわからないけど、俺の親友だと言ってた。親友なら、信じなくちゃな」

「……さすが、三年も荒こう野やで生き抜ぬいてきただけあって、肝きもがすわってるんだねえ」

　隣となりの房から笙子の、感心したようなあきれたような声が聞こえてくる。

　はっ、と静矢はそのことばに何か心が引っかかって、胸を押おさえた。

「三年、荒野で生き抜いてきた……。そうだ、死地をともにした親友が俺には一人だけいる。でも、まさか……？」

「こ、心当たりがあるのかね？　それはどんな人間だね、ちなみにもちろん、ぼくのことも助けてくれるのだろうかねっ？」

「他力本願のくせに口調が偉えらそうだね、委員長」

　笙子が壁かべごしにツッコむ。砂だけでなく、割れた天井のコンクリートなども落ちてきはじめた。床もひび割れ、ボコボコと穴が開く。輪人が悲鳴を上げた。

「た、助けるなら早く助けてくれたまえ！　何でこんなにモロいのだっ？　ビゲートピアはオンラインゲーム上で何万人もの人々が知ち恵えを出し合い、プロの参加者が完かん璧ぺきな構造計算をしながら設計図を作り上げた、完全無欠の要よう塞さいだったのではないのかね！」

「どんなものにでも、数値化できない不確定要素ってのがあるからな。コンピューターが百パーセント完璧にシミュレーションできるってわけでもないんだろ？」

　静矢が、瓦礫の直ちよく撃げきをふせぐため上着を頭にかぶせながら言った。

「ふ、不確定要素だと？　こちらは命をあずけておるのだよっ、そんないいかげんなものにかけられる命は無いのだ！」

「わんわん」

「何がわんわんだっ、この状じよう況きようでふざけるのはやめたまえっ！」

　輪人がどなった。その目の前に、小さなチワワが立っている。

「あ。間ま違ちがえた、隣か。俺、鼻が詰つまっちまったのかなぁ」

　聞いたことのある男の声がつぶやいて……扉とびらについている小さな戸を押し開け、チワワは廊ろう下かに出ていく。

　チワワという名前から想像される、可愛かわいらしいイメージは微み塵じんも無い犬だった。大きな耳はボロボロに裂さけ、茶色い体毛も年老いてボサボサになっている。眼光は鋭するどく、しかも片目はヘッドギアを兼かねた眼帯で覆おおわれて、老練な戦士の風格があった。

「え？　え？　えええーっ？」

　輪人の声が、一オクターブ跳はね上がる。隣の房の静矢が、怪け訝げんそうに声を張りあげた。

「どうしたんだよ、委員長。何かあったのか？」

「さーな。あいつよくわかんねーよ」

　と、静矢の独房の中に男の声がひびく。静矢は思わず目をこする。扉の小さな戸を押し開けて入ってきた、チワワの姿に。

「え……チャック？」

「すごいな呉羽君！　その声、君の親友とやらではないのかね！　君は犬と親友だったのか、ビゲートピアが攻こう撃げきを受けているというこのハードな状況で、何を一人だけアニマルメルヘンの世界にはまりこんでいるのかね！」
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「何でキレてるんだよ、委員長」

「チワワがどうやってぼくたちをここから救い出せると言うのだーっ！　うさんくさいと思いながらも、心のどこかで少しは期待していたのにー！」

「それ以前に、なんでチワワがしゃべってるのかを疑問視しろ」

　笙子が、冷静にツッコんだ。静矢は、信じられなくて目をこらす。チャックは心ここ奈なが飼っていたチワワだ。歳は九歳。人間の年ねん齢れいに換かん算さんすると小型犬の場合、五十二歳になる。

　三年前の敵性少女の攻撃で心奈と離はなればなれになり、それから三年間、静矢と荒野の旅をともにして来た。時に彼の番犬として、時に野犬と戦い、犬の中でもっとも小さい犬種でありながらその勇ゆう敢かんさと精せい悍かんさに静矢も何度も助けられてきた。チャックは言う。

「細かいことを説明してる暇ひまはないぜ。この階層フロアはもうすぐ崩ほう壊かいする、とっとと逃げろ」

「どうやって？」

「そんなことまで俺が教えてやらなくちゃいけないのかよ。相変わらず、手のかかる坊ぼうやだぜ。こいつを探してくるだけでも、ずいぶんと骨を折ったんだからな」

　チャックはそう言いながら、鼻先で静矢のほうにハンドガンを押しやってきた。三十八口径のその銃じゆうの名は、ブルホーン。まるでゲームのガンコントローラーのように無骨で、おもちゃのように見えるのは、オンラインゲーム『シムコップ』で使われていたのと同じデザインだからだ。

「ブルホーン！　しめた、これさえあれば……！」

「間に合って良かったぜ。へへっ、おまえってやつは銃さえあれば無敵だからな」

　静矢は弾倉マガジンを抜ぬいてみた。弾は十二発、満タンである。

　そのとき「ドドーン！」と、ひときわ激しい衝しよう撃げきがあって、天てん井じようからガラガラッと大き目の瓦が礫れきが落ちてきた。静矢は焦あせりつつ弾をひとつ抜きだして分解する。

「やばい、急がないと……！」

　彼は、分解した薬やつ莢きようから取り出した火薬を、扉の鍵かぎ穴あなに塗ぬりこめる。その作業中に、

「このフロアが崩壊するって、どうしてわかるんだね？」

　と輪人が壁ごしに、チャックに問いかけた。

「そりゃあ、音を聞きゃわかるさ。犬には超ちよう音おん波ぱが聞こえるんでね。ビルが崩くずれる前に出す、不ふ愉ゆ快かいきわまりない振しん動どうの低周波。敵性少女の攻撃で嫌いやってほど聞いてきたぜ」

「ほほう？　琴川、どうやら彼がいれば君は用無しのようだぞ」

　天井から大きなコンクリートの塊かたまりがボコボコと落ちてくるような危機的状況でも、輪人はちゃんと笙子に嫌いや味みを言うのを忘れない。部屋の隅すみで体をちぢこめ、両りよう腕うでで頭を抱かかえるようにして身を守りながらそう言った輪人だったが、それに対する答えは無かった。

「おや？　返事無しかね？　犬コロに負けてガックリ来たと見える」

「おい、チャック。俺の後ろに隠かくれてろ」

　静矢が言ったので、チャックはトコトコッと彼の背後に走っていった。鍵穴に塗りこめた火薬から点々と火薬をこぼして導火線を引っぱり、銃の撃鉄を起こして引き金を引く。オレンジ色の火花がチチチッと火薬の上を走り、扉を駆かけ上がって、鍵穴の中で「ボンッ！」と爆ばく発はつする。錠じよう前まえが砕くだけ、金具がチリンチリンと音を立てて飛び散った。

「よし、開いた！」

　静矢は扉を勢いよく開く。チャックがくりくりした目で、物もの珍めずらしげに静矢を見上げる。

「さすが銃の扱あつかいは手て馴なれたもんだな。どうやって、火薬が扉を駆けあがったんだ？」

「唾つばでくっつけたのさ」

「濡ぬらしちまっていいのかよ？」

「硝しよう酸さんは酸素を出しながら燃えるから、いったん火がつけば少しぐらいの水分は平気なのさ」

　そう言いながら静矢は、揺ゆれる床ゆかを這はいつくばって移動しつつ、同じ方法で輪人の房ぼうの扉を開いた。が……扉を開けた瞬しゆん間かん、静矢はあっと声を上げた。

「しまった！」

「どうした、静矢？」

　チャックが、トコトコッと静矢に近づいてくる。房の床は陥かん没ぼつしていて、輪人の姿は無かった。ただ暗くぽっかりと、穴が開いているだけだった。

「あららー、ツイてない男だね。落ちたんだよ、あいつ」

　チャックは穴のへりまで行って、下を見る。静矢が青ざめて、頭を抱えた。

「どこまで落ちたんだ？　ずいぶん深そうだけど……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「あー大丈夫。この下は、けっこう深い水路になってっから。これを探してたときに、ついでに見っけたんだ」

　チャックが、前足で自分の首をこすった。首輪の下に、プラスチックの小さなボックスがつけられている。

「それは？」

「ワンコリンガル最新版。犬の鳴き声を人間語に翻ほん訳やくする機械だ」

「それのおかげでおまえが喋しやべれるようになったのか？　ワンコリンガルって、オモチャだろ？　それ、明らかにオモチャのレベルじゃないぞ」

「ま、ビゲートのお得意のパターンさ。『ビゲーム』と同じように、オモチャのワンコリンガルでいろんな犬の言語データを集めて、軍事利用するつもりだったんだろ？」

「ゾッとしない話だな。で、話を元に戻もどすけど……この下が、水路だって？」

「首しゆ都と圏けん外がい郭かく放ほう水すい路ろ。聞いたことぐらいあるだろ、水害に弱い東京の地下に造られた、巨きよ大だいな人工の川さ。だからまあ、落ちても大丈夫だってわけよ」

「そこまで楽観もできないような気がするが……」

　静矢が、かなり深い穴をのぞきながらつぶやく。ドドドドド……と低い音がするのは、攻こう撃げきによる震しん動どうか、地下の川の水音か、区別がつかない。

　バリバリッ、と音がして穴の周りの床が割れた。静矢は慌あわてて後ずさり、大穴のあいた部屋から飛びだす。チャックも、あたふたと駆け出してきた。

「おっと！　こっちも楽観してられなさそうだぜ、そっちの房のお姉ちゃんを助けて、とっとと逃にげないとな」

　チャックの言うとおり、天井からガラガラと落ちてくる瓦礫の量が、明らかに増えていた。扉とびらの錠を二度爆ばく破はした衝撃も、少なからず影えい響きようしているのかもしれない。

「笙子、扉の前から離はなれてろよ！」

　そう言って、静矢は笙子の房の錠を爆破した。しかし……扉を開けると、笙子もいなかった。穴が開いていたのではない。笙子の房には、大量の瓦礫が落ちこんでいたのだ。

　これはつまり、このフロア全体に傾かたむくような圧力がかかっていて、輪人の房は床、笙子の房は天井が崩れたというわけだ。その真ん中にあった静矢の房は、ちょうど中間の負荷だったため、どちらもさほど崩れずに済んでいたようだ。

「笙子！」

　静矢は慌てて瓦が礫れきをどける。それ以上に大量の瓦礫が降ってきて、キリが無い。

「むやみにどけると余計に崩くずれるぜ、静矢。こういうときこそ、お犬様に任せとけ！」

　チャックがそう言って、ヒクヒクと鼻を動かす。体重の軽いチワワの彼なら、なるほど瓦礫の上に立ってもさして支障はなさそうだ。

「ここだ、いたぜ！」

　チャックが前足で瓦礫の一角を示した。静矢は瓦礫を取り除のける。瓦礫の下に、笙子がいた。うつぶせに倒たおれ、肩かたから下は巨大な一枚板の瓦礫に押おしつぶされて見えない。

「しょ……笙子っ！　大丈夫かっ？」

　意識はあるようだった。だが、瓦礫のせいで肺が押しつぶされ、声を出せないのだった。笙子は静矢に視線を向け、気道に詰つまった血を一度、強く咳せきこんで吐はきだした。

「静矢。バカ……遅おそいよ」

「い、今助けるから！　待ってろ！」

「だから言ってるだろ、遅いって……」

　笙子は瓦礫の外に出ている手を、必死に動かして、天てん井じようのほうを指さす。

「でかい瓦礫が乗っかってるんだ……重機でもなきゃ、動かすのは無理だよ。下手に一人で手でかいたりしたら、逆にあたしの体が支点になって、プチュッと押しつぶされる」

「そ、それなら重機を探してくる！　だから待ってろ！」

「さっき、委員長の野や郎ろうがあたしの耳をバカにしやがったけど……あたしにだって聞こえたさ。もうすぐこの棟とうそのものが崩ほう壊かいする音波が……」

「超ちよう音波が聞こえるのかっ？」

「肌はだで振しん動どうを感じることはできるのさ。あと一分もすれば、このフロアは崩壊する……」

　落ちてくる瓦礫の数が、ますます増えた。チャックが、焦あせって天井を見上げる。

「残念だが静矢、そのお姉ちゃんの言うとおりのようだぜ。早く逃げないと……！」

「笙子を見捨てて行けるか！」

　静矢は必死に瓦礫を掘ほる。ざらついたコンクリートの断面で指先が裂さけ、血が噴ふき出した。笙子は血を吐き、苦しげにうめきながら言った。

「バカだね、あんたホントに……。妙みような義理立てで、あんたまで一いつ緒しよに死ぬこたないよ。あたしがもう助からないのは、確かなんだから」

「諦あきらめるな笙子、そんなことはない！」

「床ゆかに耳をつけてると、音が聞こえるんだよ。鉄筋コンクリートは空気よりもずっと速く音を伝えるからね。上の棟はもう崩れてきてる。すぐに、この階まで押しつぶされちまう」

「だから、その前に……！」

「助けるなら委員長を助けに行ってやりなよ。さっき、首都圏外郭放水路がどうのって言ってたろ。委員長はまだ生きてるんだろ……？」

「委員長の事は気にするなよ、男なら自分の身は自分で守れる。委員長はあれでも、本当のところはずいぶん男らしい性格なんだぜ。女を見捨てて自分を助けに来たなんて聞いたら、俺がブン殴なぐられる」

　静矢は知っている。男勝まさりで気の強い笙子といつもポンポン言い合いをしている輪人であるが、実は結構笙子をかばっているということを……服従訓練として、屋上で草むしりをさせられているときに、知ったのだ。すると、笙子は微笑ほほえんだ。

「そんなことは、わかってるよ。あんたよりも付き合いが長いんだからね。……で、委員長がカナヅチだってことも、あたしは知ってるわけさ」

　ゴゴゴゴゴッ、とひときわ大きな揺ゆれが起こった。大量の瓦礫が落ちてきて、せっかく掘りだした笙子が見えなくなる。チャックが静矢のズボンのすそをくわえ、引っぱった。

「だめだ静矢、あの娘こが言うようにもう無理だぜ！」

「放せチャック！　笙子はまだ生きてるんだ、見捨てられるか！」

　静矢は笙子のほうへ行こうとするが、目の前に巨きよ大だいな柱が一本、ズシーンと落ちてきて、行く手がふさがれる。瓦礫の彼方かなたから、声が聞こえた。

「委員長もまだ生きてるんだよ、静矢。だから、あいつが水死体になる前に助けてやってよ。あたしはまあ、ここまでの運命だったわけさ。でも……学校にもビゲートピアにも居場所が無かったあたしだけど、最後は少し楽しかったよ。委員長は嫌いや味みだしあんたはバカだし、二人とも要するに嘘うそをつかないんだよね」

「笙子、諦めるな！　絶対に、助けてやるから！」

「さっき言っただろ、昔は委員長やってたって。あのころは毎日が辛つらくて、誰も味方がいなくて、早く死にたいなんてそんなことばかり考えてたのさ。だから……敵性少女が攻こう撃げきしてきたとき、正直、これで終わるんだと思ってうれしかったんだ。それで吹ふっ切れて、ビゲートピアでは反はん抗こうばっかしてたんだけど……でもそのおかげで初めて、信じられる友達ができたから、人生プラマイゼロだよ。だからあたしのことは気にしないで……あんたのおかげで今はもう、思い残すこと何も無いから。ありがと」

「笙子っ！　笙子ーっ！」

　静矢の声は、土砂崩れのように瓦礫が流れ落ちてくる轟ごう音おんに紛まぎれて消えた。笙子の房だけではなく、廊ろう下か全体がすでに崩壊し始めていた。天井が落ち、行く手を阻はばまれる。

「どうする静矢！　あと一分で崩壊するってったろ、グズグズしてるから逃にげられなくなったぜ！　このまま死ぬのかよ！」

　焦って叫さけんだチャックを、静矢は両手で持ちあげた。チャックは驚おどろいて静矢を見上げる。静矢の目から、滂ぼう沱だの涙なみだが流れていた。

「死ぬもんか。俺は必ず生き延びる……笙子の仇かたきを討つまで、絶対に死ぬわけには行かない。俺の全てを奪うばった敵性少女、全てを奪った後に手に入れた友達を、再び奪った……」

　静矢の心に憎ぞう悪おと復ふく讐しゆうの炎ほのおが燃え上がる。

　銀色に輝かがやく美しい少女の姿が、胸の中によぎった。ルシャナ……彼女ら敵性少女の心について、わずかでも考えた自分を、静矢は後こう悔かいした。

（あいつらは破は壊かい者しや！　ただ全てを容よう赦しやなく打ち砕くだき破壊する。心なんてあるはずも無かった……俺の、希望的観測に過ぎなかった！　無意識のうちに……奴やつらがあまりにも強大な敵だから、俺は卑ひ怯きようにも逃げ道を探そうとしていたんだ。敵に容赦を求めるなんて、自分の愚おろかさと惰だ弱じやくさに反吐へどが出る！）

　静矢の腕うでの中で、チャックは焦って叫んだ。

「か、必ず生き延びるって言っても……現に逃げられないだろうが、静矢！　トチ狂くるっちまったのかよ？」

「いや、生き延びてみせる。これまでだって、どんなヤバい時でもいっしょに荒こう野やを生き延びてきただろ、チャック。俺を信じろ！」

　そう叫ぶと、静矢は輪人の房に飛びこんだ。ぽっかりと床ゆかに開いた穴。下は、ゴウゴウと鳴る水の流れ。ぐしゃぐしゃぐしゃっ、と音が聞こえた。上からの重みで、フロアそのものがつぶれはじめたのだ。

「行くぞ、チャック！」

　静矢はチャックが水を飲まないよう、鼻と口を手でしっかり覆おおって、暗い穴の中へと身を躍おどらせた。次の瞬しゆん間かん、グシャア……ッ、とすさまじい音を立ててフロアが押おしつぶされ、その重みで放水路の天てん井じようも崩くずれだす。

　ザバーン、と静矢は水の中に落ちた。最近雨が多かったせいか、放水路の水深は確かに深いようで、足がつかない。雨……と言えば、屋上での服従訓練のとき、笙子が雨水をシャワー代わりにしていたことが思い出された。その思い出が、さらに静矢の力となる。

「俺は生き延びる！　死ぬものか！」

　流速は速く、静矢を押し流す。放水路の天井が崩ほう落らくしたときにはもう、彼はかなり下流のほうへ流されていた。

　深い闇やみの中、地下の川はどこまでも、轟ごう々ごうと流れていった。







三章　狂奔の侵略軍







　ビゲートピアに対する多た国こく籍せき軍の攻撃は、熾し烈れつを極めた。

　戦車はひたすらに砲ほう弾だんを撃ちこむ。ビゲートピアを守る砲ほう台だいも、次々に吹っ飛ばされて鎧よろいをはがされていく。

　応戦するのはビゲートピアの学徒兵たち。授業で戦せん闘とうシミュレーションを繰くり返してきた彼らには、実戦への抵てい抗こうはない。ビゲートピアの中心部のコントロールセンターで守られながら、無人攻撃機を操縦して戦うのは、ゲームで遊ぶのと何ら違ちがいは無いのだ。

　コントロールセンターというと、オフィスのような堅かた苦くるしさを連想するところだが、ビゲートピアのそれは違っていた。色とりどりの照明が光り、軽快なＢＧＭがかけられている。制服姿で学校帰りにゲームセンターに寄っているように見えるが、しかし確かに彼らは、多国籍軍と戦せん闘とう行こう為いを繰り広げているのである。

　無人重爆ばく撃げき機を操縦している少年達が、モニターを見て歓かん声せいを上げている。モニターには真上から見た戦車が映り、砲撃をかわしながら重貫かん通つう弾だんを落とすのが彼らの任務だ。

「どーん！　やった、三輛目！」

　モニターの前で、少女が両手を上げて喜ぶ。隣となりのブースにいた少年がフンと笑った。

「おまえがつぶしてるのは軽量戦車ばっかだろ。せっかく重貫通弾を使うんだから、重駆く逐ちく戦車を狙ねらえよ。軽量戦車の薄うすい装そう甲こうなんか、装そう甲こう車しや班の機関砲に任せときゃいいんだ」

「むー、生意気！　軽量戦車は的が小さいから、狙うテク自体は難しいんだからねっ！　わかったわよ、大きい戦車狙えばいいんでしょ！」

　頬ほおをぷくっと膨ふくらませて、少女はモニター上の戦車をロックオンし、爆弾を落とした。

　爆ばく発はつし、砕け散る戦車。その中にはたしかに、生きた人間がいるはずなのだが……。

　そのとき、少女の前のモニターがカッと赤くなり、警報音が鳴らされた。少女はギョッとして、モニターの前でマウスをクリックしながら、キーボードを激しくたたく。

「や、やばい！　誰かがロックオンしてるわ！」

「敵の戦せん闘とう機きだ、キリモミでかわせ！　って、俺もロックオンされて……わー！」

　少年達の悲鳴が上がる。次々に爆撃機が落とされて、ゲームオーバーになっていった。

　一機落とされても、コントローラーの設定を切り替かえることで「残機」を出撃させることができる。だがそれもまた、同じように撃うち落とされていった。

　爆撃機が無くなったところで、装甲車がぐっとビゲートピアのほうに進んできた。装甲車に乗った多国籍軍の兵士らは、使い捨ての軽量バズーカ砲を撃ってきた。

「ドガーン！」

　コンクリートの壁かべに穴が開き、彼らはそこから侵しん入にゆうする。

『コントロールセンターを探せ！　学徒兵どもはそこから防衛システムをコントロールしているはずだ、皆みな殺ごろしにしろ！』

　迷めい彩さい服とヘルメット、拳銃やアサルトライフルで完全武装した多国籍軍の軍ぐん曹そうが、部下に命令しながらビゲートピアの廊ろう下かを進んでいく。

　破は壊かいが進んだビゲートピアでは、電源が落ちてしまった区画も多い。真っ暗な廊下をにらんでいる銃つきのテレビカメラも沈ちん黙もくしている。

『フン、機械仕し掛かけってのは何だかんだ言ってもモロいもんだぜ。戦争ってのは結局、俺達たち生身の人間がやるものなんだよ！』

　彼らが蹴けり開けたのは、ビゲートピア外がい郭かくにある農業システムの管制室だ。巨きよ大だいなビルの全体が、赤色発光ダイオードに照らされた棚たなになっており、水耕栽さい培ばいで野菜が育てられている。このシステムの整備と管理をするために、ここにいて取り残されたＤクラス学徒兵たちが、あたふたしながら泣き叫さけぶ。

「ま、待ってください！　ぼくらは非戦闘員です、ただ野菜を育てているだけです！」

『何言ってんだ、こいつら？　命いのち乞ごいをしたいなら、英語ぐらい勉強しておくんだな！』

　多国籍軍が逃にげまどう学徒兵を、拳銃で次々に撃ち殺ころす。赤黒い血の池を踏ふみながら、兵士がモニターを覗のぞきにきて、眉まゆをしかめた。

『ん？　軍曹、こいつらのモニターにはキャベツしか映ってませんよ』

『キャベツだと？　ここは防衛システムのコントロールセンターじゃないのか？』

　軍曹もモニターを覗く。そのとき、廊下から「ギィーッ」と、モーター音が聞こえた。兵士たちはギョッとして振ふりかえり、手持ちの短機き関かん銃じゆう・スコーピオンを撃ちまくる。

「キキキキキンッ！」

　甲かん高だかい金属音が響ひびいて、弾だん丸がんがはじかれた。跳弾に当たって、数人の兵士が倒たおれる。

　そこにあったのは、ミカン箱ほどの大きさの戦車だった。赤外線の目で周囲を見回し、ハリネズミのように砲ほう塔とうに装備された機銃を「ガガガガガッ！」と撃つ。

『む……無人戦車か！』

　慌あわてて短機関銃を向けた軍曹が、その瞬しゆん間かんに蜂はちの巣となる。

　無人戦車を操っていたのは、コントロールセンターの一いち翼よくにある、防衛センターの学徒兵である。兵士らを皆殺しにした彼らは、喜んでハイタッチした。

「やった、全ぜん滅めつ！　ボーナス五千点！」

　電源システムが落ちても監かん視しできるように、一人四台ずつの無人戦車を無線で制せい御ぎよしているのだ。無人戦車は通常、センサーを利用して自力で哨しよう戒かいし、カメラからの画像を防衛センターのモニターに送っている。有事には、防衛センターからの手動命令を受けて戦せん闘とうモードに入るのである。

「バカだねぇ。ビゲートピア中に無線中ちゆう継けい機を置いて命令を無線で飛ばしてるんだから、コントロールセンターは一番奥おくの一番安全な所にあるに決まってるじゃん。農場のＤクラス学徒兵なんかと俺達を間ま違ちがうなよな、失礼な奴やつらだぜ」

　モニターに映る、敵味方あい混じった死体の山を横目に、学徒兵たちは無人戦車での哨戒を続ける。だがそのとき……ビゲートピアの上空には、バンカーバスターと呼ばれる重貫かん通つう投下爆弾を搭とう載さいした重爆ばく撃げき機が飛来していた。

『バンカーバスター。投下します』

　パイロットが投下スイッチを入れ、細長いバンカーバスターが垂直に、あたかも雷らい神じんの鉄てつ槌ついのごとくビゲートピアに降りそそぐ。それはコンクリートを貫つらぬき、建物のはるか下層にあるコントロールセンターまで到とう達たつした。

「うわああああ！」

　つい先ほどまで勝ち誇ほこっていた学徒兵たちは、崩ほう壊かいする瓦が礫れきの底で押おしつぶされた。ポップなＢＧＭだけが、空くう虚きよに鳴りつづけている。

　ビゲートピアの無人爆撃機が次々と、コントロールを失って墜つい落らくした。多た国こく籍せき軍から、歓かん声せいが上がる。後続の重爆撃機のパイロットにも、チームリーダーからの無線が入った。

『ビゲートピア西翼の無人爆撃機と無人戦車が沈黙したとの報告だ！　西翼を守備していたコントロールセンターの破壊に成功した、この調子で全部つぶせ！』

『了りよう解かい！』

　多国籍軍は、さらにバンカーバスターを投下しようとする。爆撃機は夜の雲に隠かくれながら、衛星写真をもとにビゲートピアの上にそれを落とそうとしている。

『テメエらは国際的に「旧政府に対して革命を起こした上、敵性少女や機き甲こう巨兵を育成して世界を狙ねらっているテロリスト集団」ってことになったんだよ。機甲巨兵なんぞをちくちく作ってるだけでも、俺たちの国が作った「大量破壊兵器拡散条約」に違い反はんしてるってわけだ。害虫は消毒だぜ！』

　投下スイッチを押すと、重爆撃機が腹に抱かかえたバンカーバスターが、ゆっくりと落ちていく。しかし、ビゲートピアから光のように飛びだしたものがあった。疾しつ風ぷうのように、すさまじい速度で飛んでくる。重爆撃機のパイロットが、顔をゆがめた。

『や……やつらはっ？』

　それは二体の機甲巨兵だった。それぞれ基本となるパーツは量産型であるが、それらを自在にカスタマイズしているため、全機、形が違ちがう。

　全身に、Ｆ１マシンのようにステッカーを貼はりまくった真っ赤な機甲巨兵、機体番号「ＲＥＤ　ＥＭＰＥＲＯＲレツド・エンペラー」が一番速かった。

　操縦しているのは、パンク風に髪かみを金きん髪ぱつに染めて立て、ピアスを何個も耳に飾かざった少年・須す磨ま原はら未み来く路ろだ。圧あつ倒とう的てきな自信に口もとを笑ませ、少年は目にもとまらぬ超ちよう高速度で操縦盤ばんのキーボードを叩たたきまくる。

「シミュレーターより全然反応が遅すぎるぜっ、このクソゲーがぁ！」

　パシーン、と未来路はエンターキーを力いっぱい叩いた。レッド・エンペラーは爆撃機にバンカーバスターを投げつける。高速飛行中の重爆撃機を、長細い爆ばく弾だんがつらぬいた。重爆撃機に詰つまれた燃料が爆ばく発はつし、夜空に、直径数百メートルにも及およぶオレンジ色の炎ほのおの花が咲さいた。

「おー、たまやたまや」

　レッド・エンペラーは、のんきに手を目の上にかざす。

　もう一体は、無骨な巨きよ体たいを黒く塗と装そうし、全身に武装パーツをつけまくった機体番号「７ナ６ム３サン」。操縦者はメガネをかけて頭を青あお刈がりにし、体が大きく太った、気の弱そうな少年・御ご坊ぼう空くう海かいである。実家は禅ぜん寺でらだ。

「あ、あのぅ……レッド・エンペラーさん。班員が一人、少ない気がするのですが」

「あ？　あぁ、ＫＯＫＯＴＡＮココタンな」

　ココタン、は心ここ奈なが操る機甲巨兵で、ショッキングピンクのカラーリングが特とく徴ちようだ。

「女の仕し度たくは長いって言うからな。ま、気にすんな」

「で、でもぅ……二人じゃフォーメーションを組めませんが……」

「こんなザコキャラ相手にフォーメーションもクソもあるかって。ココタンは機甲巨兵チームのアイドルだからな、やっぱこういう晴れ舞ぶ台たいには、ヘアスタイルとかキメキメで来ないとダメだろ」

「だ、だけど……わたくしもおやつ中なのに、駆かり出されてるわけでありまして……」

「ダイエットしろや」

「コ、ココタンさんが身だしなみで遅ち刻こくするのはＯＫで、わたくしのおやつ時間は認められないというのは差別ではないですか？」

「ココタンは可愛かわいいから許す！　だいたいオメー、夕食の一時間後におやつ食うなよ」

「レ、レッド・エンペラーさん、申し上げにくいのですが、わたくし、食事を中断されるのをたいへん不ふ愉ゆ快かいに感じる人間でして……」

「はいはい、わかったわかった！　そんじゃナムサンは食っとけよ、俺一人で行くから」

「そ、そうですか？　で、ではおことばに甘あまえて、続きを……」

　がさがさ、と空海は座席の横に持ちこんでいた紙かみ袋ぶくろをあさって、大きなおにぎりを取りだす。彼がモグモグとおにぎりを食べているあいだに、レッド・エンペラーは夜空を切り裂さき、次々に押おし寄よせる爆ばく撃げき機を片かたっ端ぱしから破は壊かいしていった。

「何機で徒党を組んできても無む駄だだ！　日本は、俺達日本人のものだぜーっ！」

　レッド・エンペラーが爆撃機を破壊する。ふと……さらに高空を飛ぶ影かげがあった。有人機ではありえないカーブを描えがいて、機甲巨兵たちの後ろに回る。翼よく長ちようわずか十メートルほどの無人爆撃機の群れだ。自動追尾ハープーンミサイルがいっせいに発射され、ナムサンを襲おそう。

「畜ちく生しよう、コマいザコはうぜえんだよ！」

　レッド・エンペラーは無人爆撃機の中に突っ込み、両りよう腕うでの籠こ手てに装備された超高速度鋼ハイパースピードスチールで、紙のように無人爆撃機を切り裂き、破壊する。

　だが、取りもらされたミサイルが、ナムサンのほうに飛んでいった。数十発のハープーンミサイルが、ナムサンを狙う。

「避さけろっ、ナムサン！」

　未来路が叫さけんだ。空海はその瞬しゆん間かん、小さな目をカッと見開く。

「食事を中断されると不愉快だっつっただろーがっ！」

　片手におにぎりを持ったまま、もう片手ですさまじい速度でキー入力を行う。ナムサンは、その巨体からは考えられない制動性能を示しながら宙に舞まい、ミサイルをかわしながら大量のアルミニウム片の囮デコイを放出する。

　一瞬方向を見失ったハープーンミサイルが再び追つい尾びをはじめる前に、ナムサンは腹にかかえた、デージーカッターと呼ばれる広こう範はん囲い可燃ガス爆弾を打ち出した。

「ドオオオン！」

　気化したガスが爆発して、直径一キロもの青い炎の玉になる。ミサイルは爆炎にのまれ、あるいは爆風に押しやられて、次々に誘ゆう爆ばくしていった。巨きよ大だいな青い炎の球の中で、小さな爆発が無数に起こるさまは、花火で言えばスターマインのような光景だ。

「腹がでかいと思ったら、デージーカッター載のせてたのかよ。爆弾を搭とう載さいしすぎると、ちょっとした衝しよう撃げきで誘爆して危ないだろ。あんまりこっちに近づいてくんなよな」

　未来路が、なかば呆あきれながら空海に通信してきた。

「まーでも、なんで敵さんが俺にばかり接近攻撃しかけてくんのかは判わかった。おまえと心中したくねーからだ」

　空海は、かじりかけのおにぎりを口の中に押しこんで、ほっぺたを頬ほお袋ぶくろのように膨ふくらませながら、もぐもぐと咀そ嚼しやくする。

「しょ、食事のマナーの悪い人間は許せません。お米には七人の神様が住んでるんです」

「神様って……おまえ、仏教徒だろ？」

「あ、持ってきた食料が無くなってしまいました。ではサクサクと敵を倒たおして、食事に帰りましょう」

「この上、まだ食うのかよ！」

　未来路は呆れて、天をあおいだ。あおいだ風防の天てん井じように……何やら、影が見えた。

「ん？」

　それは、まるで水中を動くガラス細工のような……かげろうのような空気のゆらめきだった。闇やみのとばりが降りていて、何だかよく見えない。レーダーも全く反応していない。

「おい、ナムサン。あれ、何だと思う？」

「は、何ですか？」

　空気のゆらめきは、どんどん大きくなる。次の瞬間、突とつ然ぜん未来路の目の前に、タングステン鋼で編まれたネットが広がった。

「うわーっ！　なっ、何だっ？」

　レッド・エンペラーの全身が、絡からめ取られて身動きができなくなる。バーニアをふかそうとしても、姿勢を制せい御ぎよできないため、そのまま落下していった。

「レッド・エンペラーさん！」

　空海が焦あせって叫んだ。レッド・エンペラーは、ビゲートピアの建物に叩たたきつけられる。

「がはぁ！」

　未来路は衝撃で、座席から放り出されて風防に叩きつけられた。まるで卵がつぶれるように、体がぐしゃっとつぶれて血がはじける。即そく死しだった。

　ついさっきまで話をしていた未来路の死を目の当たりにして、空海は急に怖こわくなり、がくがくと震ふるえだした。

「レ、レッド・エンペラーさんが……っ！」

　敵がどこにいるのかわからないが……空気のゆらめきが怪あやしいことは確かである。

「うわわわわーっ！」

　ナムサンは持てる全ての火器をいっせいに放った。空気のゆらめきが、真っ赤な炎ほのおを噴ふきあげる。炎にあぶられて塗と装そうがはげると、それはミサイルの形をしていた。

「そ、そうか！　無反射塗装によって、可視光線的に透明ステルスになっている……この形は、トマホーク巡じゆん航こうミサイル！　で、では日本はすでに多た国こく籍せき軍の戦せん艦かんや潜せん水すい艦かんに包囲されているということですかっ？」

　燃えあがるミサイルはそのまま、ナムサンに突つっこんできた。ナムサンは間かん一いつ髪ぱつのところでかわすが、ミサイルの尾び翼よくがナムサンの背中に搭載していた機き銃じゆう弾だん倉そうにかすった。

「パパパパパンッ！」

　機銃弾倉が、爆ばく竹ちくのように激しい音を立てて爆ばく発はつしはじめた。弾丸があちらこちらへ、野放図に飛び散る。爆発が次の爆発を呼び、大量の爆弾を搭載したナムサンは、全身から花火のように火を噴きだした。

「あっ、熱っ！　どっ、どうしてわたくしがこんな目に！」

　空海は半泣きになって叫さけぶ。ドン、と低い震しん動どうとともに、腹にかかえていたもう一発のデージーカッターに火がついた。青い炎がブワッとコクピットにあふれ、空海を蒸発させる。風防が割れて、青い炎がナムサンから噴きだした。

　次の瞬間、ナムサンは、木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った。

　トマホーク巡航ミサイルは、東京湾わんのほうから次々とビゲートピアに撃うちこまれた。光学的にステルスになっているため、レーダーがまったく利きかず、ビゲートピアは防ぼう御ぎよできなかった。次々にミサイルが着ちやく弾だんして、ビゲートピアは炎に包まれる。

　地上で見ていた多国籍軍の兵士は、やんやと喝かつ采さいをあげた。

『機き甲こう巨兵を警けい戒かいしろって話だったが、何のことはない、全く実戦の役に立ってないじゃねえか』

『オタクギークがチャチいオモチャ作りやがってよ！　ビゲートピアなんぞ見み掛かけ倒だおしだったな、全然防戦できてねえぞ？　一気に制圧しちまえ！』

　機甲巨兵を倒した彼らは、勢いづいて装そう甲こう車しやで、燃えあがるビゲートピアの中に次々と突っこんでいった。




　ぴちゃっ、ぴちゃっ、ぴちゃっ……。

　疲つかれ果てた足を引きずり、粘ねばりつくような足音を立てて、首都圏外郭放水路を歩く少女の姿があった。長い黒くろ髪かみは乱れ、体には服のかわりにシーツを巻きつけただけの……機甲衣を失った敵性少女、アッ＝シュラである。

（逃にげなければ……とにかく、ここから離はなれなくては）

　放水路の中は、薄うす明あかるく照らされていた。流れる水の力を利用した水力発電でまかなっているので、ここに水が流れているかぎり消えることのない明かりである。

　高い天井を、何本もの太く四角い柱が支えていた。地下神しん殿でんとも称しようされる、壮そう大だいで荘そう厳ごんな光景だった。放水路の天井が、びりびりと震しん動どうしている。ぱらぱらと、砂が落ちてくる。多国籍軍による攻こう撃げきが、ますます激しさを増しているようだ。
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（ルシャナの弱みを握にぎろう……などと、考えねば良かった。ルシャナが、特定の『少年』に目をかけていると思っていたが……わたしの考えすぎだったのかもしれない。ルシャナは純じゆん粋すいに、『四次元ジャイロ』の動作確認試験のために、その『少年』を見み逃のがしたのかもしれない。誰でも良かったのかもしれない……完かん璧ぺきな敵性少女であるルシャナに、心などあるはずはないのだ）

　ぞくり、と背筋が寒くなった。シュラは、自分で自分を固く抱だきしめる。

（そうだ。ルシャナに心など存在しない。奴やつと同じ『製造番号ロツトナンバー』を持ったわたしのことも、その気になればたやすく切り捨てるだろう。機甲衣を奪うばわれた以上、わたしは用無しだ。少しばかりの故障ならば、ジャグルが修理できようが……仲間に見つかれば、秘密を保持するためわたしは消される。ＤＮＡそのものが機密なのだ、機密を知られれば計画そのものが崩ほう壊かいする。細さい胞ぼうのひとつも残さぬまでに、消し去られてしまう……）

　シュラは、キッと目を上げた。

「お断りだ、任務が何だ！　わたしは生きたい、一刻も早くここから逃げだし、生き延びるのだ！」

　思わず、そう声出す。すると……闇やみの中から、声が聞こえた。英語だ。

『おや、こんなところにも学徒兵のガキがいたぜ』

　ギョッ、とシュラは振ふりかえる。迷めい彩さい服に身を包んだ多国籍軍の一分隊、五人の精せい鋭えい兵である。シュラはゴクリと息をのみ、低い声で彼らに言った。

『地上を攻撃していた多国籍軍か……。外郭放水路から、ビゲートピアに入る気だな』

　機甲衣をまとっていれば、彼らなど一いつ瞬しゆんで叩たたきつぶせるだろう。だが今、戦うすべを失ったシュラの前で、彼らの体格はあまりにも巨きよ大だいで、身に帯びた武器はあまりにも凶きよう悪あくだった。短機き関かん銃じゆうのほか、アサルトライフル、ベネリ社のコンバット・ショットガンなどだ。

『おや、英語ができるのか？　ビゲートピアのバカガキどもにしちゃあ珍めずらしい。ことばが通じる相手を殺やるのは気が進まねえなぁ……ま、任務だから悪く思うなよな』

　兵士らはシュラに銃口を向ける。シュラは、厳しい目で彼らをにらみつけた。

『わたしを殺す気か？』

『わかりきったことを聞くなよ、お嬢じようちゃん。俺たち多た国こく籍せき軍は、テロ組織・ビゲートピアに支配されて復興を阻はばまれた哀あわれな日本を、人道的理由から救いにきたんだ。旧内閣に対するクーデターを起こし、周囲の町が飢うえに苦しんでいる中、メタンハイドレートをはじめとする資源を独どく占せんしている独裁者・大だい門もん軍ぐん造ぞうを倒たおすためにな。その正義の軍隊が、学徒兵なんてガキどもを虐ぎやく殺さつした……だなんて、マスコミにかぎつけられたら面めん倒どうなことになる。だろ？』

『そのために、むしろ虐殺するのか。証言者を誰ひとりとして残さぬために』

『南米はエネルギーで同盟を組み、新興勢力として国際社会に躍おどり出ている。その中でも先進国が発言力を保ち続けるためには、どうしても日本の国土とエネルギーが必要だってのが総意でなぁ。というわけで、俺達たち多国籍軍による分割統治という形にして、みんなで仲良く分けることにしたのさ』

『ふん……日本を分ける？　分割統治だと？　ひとの国を勝手に分けたり統治したりする権利が、あると思っているのか。どこの国の兵士か知らぬが、たいした民度だな』

　鼻で笑ったシュラに、兵士らの目が吊つりあがる。

『生意気な小こ娘むすめだな、撃うたれたいのか？　おまえらの命など虫ケラも同然だ、自国民以外の人間が何万人死のうが国際社会は興味など示さん。つまり、おまえら日本人の命は、主人である俺たちが好きにしていいってことなんだぜ？』

　シュラを威い嚇かくしようとして、兵士が短機関銃の銃口を彼女の喉のどもとに当て、ぐいっと顎あごを押おしあげた。シュラは下目づかいに、兵士をにらむ。その冷ややかな視線に、兵士はむしろ凶悪な劣れつ情じようをかきたてられながら、彼女のシーツに包まれた肌はだの上に銃口を、のどから胸、そして腹部へと、舐なめるようにすべらせた。

『顔を撃てば即そく死しできるが、美人だからもったいねえな。きれいな声をしているうえに、せっかく言葉も通じるんだから、足の先からちょっとずつ撃ってみようかい。ヘルプミー、っていい声で泣き叫さけんでみてくれよ』

　銃口が、臍へその下のあたりにぐっと押しつけられる。自分をはずかしめようとするこの行こう為いに、シュラの真紅の目が、ぎらりと燃えあがった。

『わたしを殺す気か……と聞いたのは、命いのち乞ごいの意味ではない。わたしを殺せるつもりでいるのか、という意味だ』

『何だぁ？　文法のレッスンが始まったぜ？』

『わたしは機き甲こう衣を失った。だが、戦う意思は残っている。プライドにかけて……』

　シュラは体を包んでいたシーツに手をかけた。兵士らは、下げ卑びた笑い声を立てる。

『何だ、体をエサに命乞いに出たか？　こいつはいい展開だな』

『よーし、俺が最初に味見してやろう』

『引っこんでろ、軍ぐん曹そうの俺が一番だぜ！』

　ふざけながら笑いあう兵士らを前に、シュラはシーツを放水路の水面にひたす。

『これが「男」ならば……そのＤＮＡ、必要無い』

『ＤＮＡって、何言ってんだぁ？　文法の次は科学のお勉強かよ？』

『もっと大事なお勉強を教えてあげようじゃねえか。この世の思い出になぁ』

　兵士が下卑た笑い声を立てながら、シュラに近づいてくる。

　と……その口に、白い棒状のものがブチ込まれた。

『ぐべぇ！』

　砂糖壷つぼを引っくりかえしたかのように歯が粉々に砕くだけ散り、真っ赤な血がこぼれた。

　棒状のものは、水に濡ぬれたシーツである。シュラが手首を返すと、シーツはまるで一本の棒のようにまっすぐのまま、クルクルッと回転しながら真上に飛ぶ。

　シーツの攻こう撃げきをくらった兵士は吹ふっ飛ばされ、水路に落ちた。首の骨が外れたらしく、頭をぶらぶらさせながら流れていく。即死のようだった。兵士らは、呆ぼう然ぜんとして動けない。

『な……何だ？　ただのシーツで、どうしてこんな破は壊かい力が……？』

　シュラは、回転しながら落ちてきたシーツに手を伸のばし、背中からすべりこませ、ウェストのまわりを、棒のように回転させる。ただの濡れたシーツだというのに、その端はしに当たるとコンクリートの壁かべが砕け、破片が散さん弾だん銃じゆうの弾丸のように兵士らを襲おそった。

『ぎゃあ！』

　破片をまともに顔面にくらい、もう一人倒れた。シュラがシーツの回転速度を落とすと、シーツはとたんにしなやかさを取り戻もどし、彼女の体にふわりとかかる。まるでギリシャ彫ちよう刻こくの女神のような美しさだったが、彼女の足元には兵士らの血が海となっていた。

『機甲衣は失っても、知識は奪えぬ。一枚の布が超ちよう硬こう度どの武器となるメカニズムをわたしは知っている。そのメカニズムのひとつであるダイラタンシーを、同じ一枚布を用いて利用したものだ。布に含ふくませた水が、ずれ応力の増大に応じ見かけ上の粘ねん度どが上がることで、擬ぎ似じ固体である超高粘度液体として振ふる舞まっているのだ』

『し、質問に答えろ！』

『……答えているが』

　シュラは、シーツを振ふるった。

『理解できぬなら、平たく言ってやろう。ガラスは粘度が恐おそろしく高い液体であり、シーツに含ませた水がガラスのごとく振舞うのだ！』

　今度は平たい幕となったシーツが、カミソリのように二人の兵士の首を斬きり飛ばす。

『ぎゃあああ！』

『こっ……この化け物！』

　残った兵士らが顔を引きつらせて、短機き関かん銃じゆうを連射した。ガガガガガッ、と爆ばく音おんが地下水路の壁に反はん響きようする。シュラはとっさに、シーツから力を抜ぬいてふたたび柔やわらかな布にすると、力まかせに水路の壁の上方へ叩たたきつけた。

　濡れたシーツは、大気圧の作用によって吸きゆう盤ばんのように、壁にぴったりと吸いついた。シュラはシーツをつかんだ手を胸に引き寄せ、その手を軸じくにしてひらりと舞まいあがった。

『なっ……？』

　兵士らは顔を上げる。空中で片手逆立ちをした少女の裸ら体たいが、水力発電の弱い光に照らされた薄うす闇やみの中、幻げん想そう絵画のような非現実性をもって彼らの目に飛びこんできた。

　だが、夢む魔まとも見まがう暗い煽せん情じようを秘めた彼女の微び笑しようを見た次の瞬しゆん間かん、彼らは確かな現実を目の当たりにすることとなる。すなわち、シュラから放たれた容よう赦しやなき攻撃を。

　シュラは空中に身を投げ上げた体勢のまま、シーツを壁からするりと離はなし、円えん盤ばん投なげのようにして兵士らに放った。シーツは、鋭えい利りな一枚の板となって回転しながら飛び、横一列に並んでいた兵士らの体にぐさりと突つき刺ささった。

『ぐぎゃあ！』

　そろって仰あお向むけに倒たおれた兵士らの上に、力を失ったシーツがふわりと落ちかかる。まるで、彼らを弔とむらうかのように。

　シュラは、床ゆかに散乱している兵士らの銃に視線を落とした。彼らが水路を移動してきたと思おぼしき水陸両用車も、少し離れた場所に停められている。その上にも、バズーカなどの大型火器が置かれたままになっている。

「ふん。人間の武器など威い力りよくは弱いが、この先肉にく弾だん戦ばかりでは切り抜けられまいからな」

　シュラはシーツがかかった兵士らに近づくと、そのわきにかがんで、短機関銃を拾おうとする。その瞬間、白いシーツがブワッと膨ふくらんだのをシュラは見た。

「……っ！」

　シーツの下からコンバット・ショットガンが火を噴いた。ガウンッ、と乾かわいた銃声が広いコンクリートの空間に響ひびく。

「まだ生きていたか！」

　シュラは、低くかがみながら片手でシーツを引っぱった。コンバット・ショットガンを構えた兵士が、素早く引かれたシーツに体を切られる。

『あっあっあっ……あぁ～っ！』

　兵士は悲鳴を上げた。右のわきの下から左のわき腹へ、斜ななめに切られた体が重力に引かれ、ズルズル……と、断層のようにずれて行く。それを止めようと、必死で手で押おさえた兵士の胸に、シュラの蹴けりが放たれた。

「終われ！」

『ぎゃああ！』

　兵士の上半身が鮮せん血けつの尾おを引きながら吹っ飛ばされ、ドボーン、とくぐもった水音を立てて水路に落ちこんだ。ただ一人残ったシュラは、シーツの端を握にぎっていた手の力を抜いた。シーツがするりと手から滑すべり落ち、床に落ちる。

「わたしは『選せん択たく者』。選択者としてのプライドにかけて、貴様らゲスはハジく。後世に残してはおかぬ」

　真っ白いシーツに、真っ赤な血がポタポタッとたれ落ちた。濡ぬれたシーツの上に落ちた血は、ぼんやりとにじんでいく。

「ぐ……！」

　シュラは、顔をゆがめてひざをついた。左のわき腹に、ごまかしようのない激痛が走っていた。目を向けてみると、最後に撃うたれたコンバット・ショットガンの霰さん弾だんが一発、かすったようだ。ウエストの部分が深く引き裂さかれている。

　ベネリ社のコンバット・ショットガンは、ショットガンとしては考えられないほどの命中性能の高さが自じ慢まんだ。それで撃たれたというのに、傷が腹ふく膜まくには至っていないようだったのが不幸中の幸いではあったが、おびただしい出血が止まらない。

「く、くそ……。目がかすむ……！」

　シュラは立ち上がろうとしたが、力が入らなかった。シーツの上に倒れこむ。白いシーツが赤い血に染まる。長い黒くろ髪かみが、血の気を失った白い背中に散らばっている。

（ここまでか……。ルシャナに殺されるかわりに、このわたしがこんなところでドブネズミのように死ぬのか？）

　自らが惨みじめに思えて、シュラは悔くやしかった。唇くちびるを硬く噛かみしめたが、意識はどんどん遠のいていく。

「コツン。コツン……」

　水力発電で照らされた薄うす明あかりの彼方かなたから、小さな靴くつ音おとが聞こえてきた。シュラは、ギョッとしてかすんでいた目を見開く。

（誰か来る！　わたしはもう戦えぬ、選択者であるわたしが人間ごときの手にかかって死ぬのか……？）

　震ふるえているのは、屈くつ辱じよくへの予感か悔しさか、流血のせいで体温が下がっているのか。あるいは……認めたくはなかったが、恐きよう怖ふか。

（ありえない！　わたしが格下の存在である人間を恐おそれるなど、ありえない！　誰が来ようと、あと一人ぐらい殺す気力は残っている。このアッ＝シュラ、人間などの手にかかりはしない……！）

　シュラの目が深紅に輝かがやき、全身に緊きん張ちようの脂あぶら汗あせが流れる。

　靴音は、近づいてきた。苦しそうな息いき遣づかいも、もれ聞こえてくる。

「ハァ、ハァ……どこまで続いているのだ、この水路は？　まったく、どうしてこのぼくがこんな目に遭あわねばならんのだ！　お気に入りのメガネは割れてしまうし！　軽量のチタンフレーム、池いけ袋ぶくろで三万円もしたのだぞ！　それもこれも、あのロクデナシ二人と組まされたせいで独どく房ぼうに放りこまれたのが原因だ。呉くれ羽は君はともかく、琴こと川がわときたらまったく、彼女と話すたびに自分がフェミニストであることを深く後こう悔かいするにやぶさかではない！」

　大声で愚ぐ痴ちりながら歩いている、その少年をシュラはうさんくさそうに見ていた。

　メガネのレンズに片方ヒビが入って、そうでなくても薄うす暗ぐらい足元が見えにくそうに、よたよたしながら歩いてくる。水路に一度落ちたのか、ビゲートピア学徒兵の制服がぐっしょり濡れているのを気にして、神経質そうな顔をゆがめている……轟ごう田だ輪りん人とだった。

（……何者だ？　不ふ審しんな奴やつめ、一人で何を叫さけんでいるのだ？）

　シュラは眉まゆをひそめつつ、シーツが届く距きよ離りまで彼が近づいたら殺そうと、息をのむ。

「……む？」

　そのとき、輪人もようやくシュラに気づいたようだった。足を止め、その目を疑うように、ヒビが入ったメガネの位置を一度、神経質そうに指でつまみ上げて直した。




　そのころ、輪人を探していた静せい矢やも、同じく首都圏外郭放水路の中を歩いていた。

　水が深く流れの激しいところを抜ぬけると、流れの穏おだやかな場所に出た。放水路の壁かべに造られた歩道によじのぼり、チャックとともに歩いていく。

「こんなもんが、地下にあったんだなぁ。テレビでもよく東京の水害が報道されてたもんな、こんなデカい排はい水すい路が必要だったんだな」

　静矢は感心しながら、地下神しん殿でんのような外郭放水路を見回す。チャックは、くんくんと鼻をひくつかせながら歩く。

「臭においがするぜ。こっちだ」

「委員長は大だい丈じよう夫ぶかな」

「あんなメガネより、俺は心奈さんのことのほうが心配だぜ。早くここを出たいもんだが、出口はいったいどこなんだ？」

「心奈？」

「心奈さんは、おまえが死んだって聞かされてパニック状態になったんだよ。敵性少女のデータやサンプルを集めたいビゲートピアとしては、復ふく讐しゆう心しんにかられてヤケになった心奈さんが敵性少女に徹てつ底てい的てきに攻こう撃げきを仕し掛かけていったのは、都合が良かったみたいだがな……俺には放っておけないわけよ」

「当然だ！　敵はバケモノだ、心奈に何かあったら……」

「俺は、おまえが死んでないことはわかってたのさ。ビゲートピアに戻もどってきた臭においがしてたからな。そのことを心奈さんに伝えたかった。で、部屋を出てワンコリンガルを探しにいったのさ……ビゲートピアのアトラクションに置いてあったのを覚えてたんでね」

「それで俺を助けに来てくれたってわけか」

「静矢、ここは全くうさんくさい所だぜ。何より心奈さんが戦うなんて、黙だまっちゃいられねえ。心奈さんを見つけたら、連れて逃にげてやってくれ。ビゲートピアを攻撃してるのが敵性少女だったとしたら、手て遅おくれかもしれないが……」

「チャック、おまえらしくないぜ。おまえは荒こう野やでこの三年間、一度だって生き延びることを諦あきらめやしなかった。俺はそんなおまえに、ずいぶん励はげまされてたんだぜ」

　静矢のことばを聞いて、先に立って歩いていたチャックは、驚おどろいたように振ふりかえった。それから、照てれ隠かくしのように、鼻をスンスン鳴らしてふたたび前を向く。

「犬ひとを乗せるのがうまいな、静矢」

　クンクン、とチャックは鼻を鳴らして足を止める。

「ん？　……何だ、この匂いは。香こう水すいの匂いがするぜ」

「香水？」

「うぅ、くせえ！　人間ってのは何だって、こんな匂いをつけるんだ？」

　チャックは思わず両前足で鼻を覆おおう。静矢にも、ようやくわかった。高級そうな女性用香水の香かおりがする。

「誰だ？」

　静矢は警けい戒かいして、拳けん銃じゆう……ブルホーンをかまえる。

　暗くら闇やみの中に、女性の姿が浮うかびあがった。一いつ瞬しゆん、敵性少女かと思ってギョッとする。静矢がルシャナと最初に出会ったのは夜の池、最後に遭そう遇ぐうしたのは暗い地下鉄の中……そのシチュエーションに似ていたからということもある。

　が、近づいてきたのは大人の女性だった。黒くろ髪かみを頭の高い位置でシニヨンに結ゆってメガネをかけ、モデルのように背が高く完かん璧ぺきなプロポーションに、ストイックなタイトスーツをまとっている。このような歩きにくい場所だというのに、かかとの高さが十五センチもある急角度のハイヒールをはいていた。静矢は、驚いて目を丸くする。

「あっ、あんたは！」

「隅すみに置けねーな。こんなベッピンと知りあいなのかよ」

「ビゲート関係の雑誌の記事とかホームページで見ただけだ。大門軍造の秘書の人だ」

「秘書の人……ではなく、氷ひ村むら彩さい子こという名がありますけれどね」

　女性が、しっとりした声で言いながら、赤いマニキュアを塗ぬった指で静矢を指さす。

「探しましたよ、呉羽静矢さん」

「ど、どうして俺のことを……？」

　静矢は警戒して、息をのむ。彩子は、深紅の唇くちびるに怜れい悧りな笑みを刻んだ。

「ビゲートピアに来たとき、さまざまな検査を受けたでしょう。学徒兵全員にマイクロカプセル型発信機を注入し、どこにいるかわかるようになっているのですよ。ああ……それとも、なぜあなたの名を知っているのか、という意味の質問でしたか？」

「どっちにせよ、発信機とやらの情報だろ」

「香川県高松市仏生山出身ですね、あなたは」

　メガネの下の彩子の目が、隙すきのないようすで細められる。

「そこに、わたしを案内してほしいのですよ」

「案内？　勝手に行けばいいだろ、俺は人を探してんだ」

「『グラウンド・ゼロ』は今、すっかり様子が変わってしまっています。昔の地図では、何がどこにあるのかさっぱりわかりません。けれどそこで生まれ育った住人なら、体の感覚で覚えているでしょう」

「爆心地グラウンド・ゼロなんて場所、俺は知らないぜ」

「いいえ。知っているのですよ、あなたは」

「とにかく後にしてくれ。人を探さないといけないって言ったろ」

「残念だけど、そういうわけには行かないのよ」

　彩子の声が、険しくなる。彼女は静矢に銃を向けた。ウルフファング……『ビゲーム』から作られた、二十五口径の自動拳銃である。静矢は眉まゆをひそめ、彼のブルホーンの引き金にかけた指に、ぴくりと力をこめる。

「俺のデータを持ってるなら、撃うちあいをするのは損だってわかってると思うんだが」

「一対一なら、そうかもね」

　彩子は静矢の背後に、嘲あざけるような視線を向けている。静矢はハッと振りかえった。ビゲート警備保障の制服を着た警備員が、拳銃を静矢に向けている。

　すらりとした体格の、若い男だった。その目は冷ややかで、口元には冷たい笑みが浮かんでいる。チャックが、ウーッとうなり声を上げた。

「奴やつは撃つぜ、静矢」

「だろうな。照準に迷いが無い」

　若い男の拳銃は、静矢たちが持っているような、ビゲームから作られた玩具おもちやめいた拳銃とは違ちがう……それは、コンバットマグナム。アメリカの老舗しにせであるスミス＆ウェッソン社の製品で、アメリカでは常に拳銃を携けい帯たいしている警官の拳銃として愛用されている。

　地味な銃ではある。だからこそ、いかなる状じよう況きようにおいても確実に撃てるよう、質しつ実じつ剛ごう健けんさに重きをおいて作られていることを、自分もまた銃を扱あつかってきた静矢は、よく知っている。それを選んだこの男が、ヤサ男ふうの見かけにだまされてはならない、油断できない人物であることも。

「俺の銃を見ているな、おまえ。この銃の意味がわかるようだな」

　若者は、冷ややかな声で言った。静矢は、ゴクリと息をのむ。

「機械的に故障が多発しやすい弾倉マガジン式の自動拳銃ピストルじゃなく、回転拳銃リボルバーを扱ってるってことは、弾詰まりジヤミングを決して許さないところで銃を使ってるってことだ。確実に最初の一発で、相手を殺さなくてはならない最前線の状況で……つまり、俺のことも確実に殺すつもりだ」

「命令に従えば殺さないさ」

「ビゲート警備保障……ってことは、要するに大門軍造の私設軍隊だろ。学徒兵とは、仲間みたいなもんじゃないか。なのに、何でいきなり銃を突つきつけるわけだ？」

「貴様ら学徒兵は大門軍造に洗脳されている。信用できんからな」

　若者は、腕うでを伸のばして重い銃をずっと静矢に向けつづけているというのに、その照準は全く揺ゆれず、ぶれない。ビゲート警備保障に入ったとき、戦せん闘とう訓練を海外で受けたのだ。日本人とは思えないほど、拳銃の扱いに慣れているようだった。

「どうして俺がこんなことをしているのかと聞きたいか？　それは、この俺が次のビゲートピアの、つまりこの日本の王となるからさ」

「次の……王？」

「大門軍造が死んだからだよ。そして宍しし戸ども死んで、警備隊は統率を失っている。俺がリーダーとして名乗りを上げても誰も文句は言わない。多た国こく籍せき軍に攻こう撃げきされているこの状況をおさめる力を持っている人間が、ビゲートピアを支配する権利があるというわけだ」

「この状況をおさめる……って、思いっきり攻撃されてんじゃねえのかよ？」

　チャックがうさんくさそうに尋たずね、顔を上げる。攻撃を受けているビゲートピアが震しん動どうし、天てん井じようからパラパラと砂が落ちてきていた。若者は低い声で笑い、静矢を指さす。

「今はな。だが、おまえが見つかったのだから、交こう渉しよう材料が手に入ったというわけだ」

「交渉材料？　俺が、そんなに人気者だったとは知らなかったぜ」

「最初に敵性少女が現れたとき……仏生山のどこに彼女が現れたのか、おまえだけが知っている。おまえが見たのだろう、おまえの母親が家を出るのを待って、ガキ大将らと肝きも試だめしに行ったときに」

「心奈が言ったのか？」

　静矢が尋ねたとき、チャックが、怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「おい、静矢。おまえのお袋ふくろさんが、家を出るのを待って肝きも試だめし……だって？」

「そうだ。心配させたくなかったからな」

「心奈さんは、そんなことまでは知らないぜ。この俺が知らなかったんだからな」

「え？　……じゃ、どうしてあいつが知ってるんだ？」

　静矢は若者をにらむ。彩子が口元に手を当てて、くっくっと笑う。

「わたしが教えたからですよ。この人……木き崎ざきさんにビゲートピアを握にぎらせるためにね。脂あぶらぎったヒゲオヤジのわがままに振ふり回されるのはたくさんよ、死んでせいせいしたわ。やっぱり男は、この木崎のように、若く美しくなければいけないのよ」

「大門軍造を殺したってことか」

「そうよ、監かん視しシステムをいじくって多国籍軍の暗殺者をスルーさせたの。そしてこれからはわたしが大門軍造の仕事をつぎ、彼の残したデータは全てわたしが管理する……その中に、あなたのデータもあったわけ」

　彩子が幸せそうにほほえんで、木崎と見つめあった。

「ってことは、今度は『なんで大門軍造は俺のそんなプライベートな話を知ってたのか』って、そういう問いになるわけだが」

　静矢にはさっぱり理解できない。彩子は面めん倒どうくさそうに髪かみをかき上げる。

「わたしの知ったことじゃないわ。最初に敵性少女が現れた場所、そこに彼女らの秘密が隠かくされている。大門軍造は、ビゲートピアの運営を一人でするため、処理しきれない膨ぼう大だいなデータを人工知能に任せていたわ……そのため、あなたがビゲートピアに来たことに気づくのが遅おくれた。気づいたときには、あなたはアンテナ設置のためにビゲートピアの外に出ていた。それで、戻もどってきたら身み柄がらを確保するよう、ビゲートピアの全システムに命令していたのだけれど、突とつ然ぜんの暗殺者の来訪で、それもかなわなくなったわね」

　彩子は、打ち続く激しい爆ばく撃げきの音を聞きながら、冷たく笑う。

「だから、わたしたちが引きついであげることにしたのよ。だって大門軍造は、世界を相手に徹てつ底てい抗こう戦せんを繰くり広げるつもりだったのよ？　学徒兵全てを犠ぎ牲せいにしてもね」

「学徒兵を犠牲に？　彼らを守るために、機き甲こう巨兵を作ったんじゃないのか」

「大門軍造が守りたかったのは、このビゲートピアそのもの。学徒兵もわたしたちも、ビゲートピアが完全に完成するまでの繋つなぎ、あるいはテストパイロットに過ぎなかったわけですよ。多国籍軍も、そのデータは欲しがっている……ネット上のバーチャルな存在ではなく、敵性少女と実戦を交えて洗練され、名実ともに地上最強の兵器となった機甲巨兵をね。そして何より、機甲巨兵のチューンナップの手本とした、敵性少女のデータを……。エネルギーと武器のふたつを手に入れれば、世界の支配などたやすいのではなくて？」

「もっともそのふたつがあれば、日本が独立国家という体制を維い持じするのもたやすいと大門軍造は考えていたんだがな……残念ながら、俺たちの考えはそうじゃないんでな」

　木崎が歪ゆがんだ笑みを浮うかべる。

「血を流しながら、こんなちっぽけな国の独立を守ってどうなる？　敵性少女に攻撃され、全ての産業も農業も失って、難民ばかりが暮らしているようなこんな国だぞ。放っておいてもいずれ滅ほろびる国を守ってどうする。それよりは、機甲巨兵という土産を持って長きに巻かれ、ヨーロッパあたりの別べつ荘そうでのんびりやるほうが賢かしこいだろ」

「日本人を見捨ててか？　食しよく糧りようも燃料もない荒こう野やで必死に生き抜ぬこうとしている日本人から、エネルギーと武力まで奪うばい去るってのか？」

「残念ながらわたしたちには、弱い者や愚おろかな者のために国を経営してやるようなボランティア精神は無いの。自力でうまく立ち回れない人間は、来ない助けを待ち続けて死ぬしかないわけよ」

「むろん、多国籍軍にとっても敵性少女は脅きよう威いだ。われわれが日本を占せん領りようすれば、彼女らの攻撃をこの国の中だけで食い止めることができる。いわば……第二次世界大戦の硫い黄おう島じまと同じ。前線基地というわけさ。どうせ一度は終わった日本人など、何人犠牲になっても痛くもかゆくもないしな」

「そうそう、敵性少女といえば……土産がもうひとつあるわ」

　と、彩子が胸ポケットから、小さなパームトップ・コンピューターを取りだした。

「パームにコピーしてきたのよ。今日捕とらえられた敵性少女のデータ……いいおまけだと思わなくて？　多た国こく籍せき軍には機甲巨兵のデータを手土産にするとして、あいつらが案じている第三勢力、南米同盟にこのデータを売るっていうのも、いい手かもしれないわね。多国籍軍に対たい抗こうするために、地下資源で儲もうけたお金、さぞかし奮発してくれるでしょう」

「静矢、許す。こいつら撃うっとけ」

　チャックが吐はき捨すてるように言った。静矢は拳けん銃じゆうの引き金に指をかけたまま、答える。

「そうしたいのは山々だけどな。まだ質問に答えてもらってない」

「敵性少女のデータのおまけに、あなたをつければ喜ばれるはずよ。仏生山に彼女らの秘密がある、その手がかりを知っている唯ゆい一いつの人間なのだからね」

「なんで大門軍造が、俺のことを知ってたんだ？」

「まだ立場がわかっていないようね。わたしたちに必要なのは、あなたの記き憶おくだけ。手足に何発銃じゆう弾だんを撃ちこまれたら、すなおな性格になるのかしらね？」

　彩子のことばを受けて、木崎が静矢に銃を向ける。

　本気で撃つ気だ……というのは、その目でわかった。宍戸と同じ、虫けらでも潰つぶすかのような目。静矢はゴクリと息をのむ。

（こいつらも学徒兵と同じ、ビゲートピアの教育を受けてるのか。そうだ、大門軍造が警備会社を大量に企き業ぎよう買収して、警察と自衛隊を足してもかなわないぐらいの大軍団を作りあげたとき……銃器の保有にはアメリカ以上に寛かん容ようなスイスで、独自に訓練を受けさせていることについて、私設軍隊の育成じゃないかってネットで噂うわさされてた。マスコミも取りあげず、噂もとのサイトが突とつ然ぜん閉へい鎖さされたりして……そのサイト運営者が、謎なぞの自殺を遂とげたって噂が流れたりもした）

　彩子は銃口を静矢の耳の後ろに当て、迷うことなく引き金にかけた指に力を入れる。

「まず、人の話を聴きいてないこの耳は要らないわよね？」

　ドギュン。銃声が、水路に響ひびいた。

　だが……倒たおれたのは、彩子だった。

　撃ったのは、かつてビゲートが創りあげたマンション警備システムロボット「ガーディ」だった。どうやら、放水路の内部の監かん視しに使われているらしい。もちろん、マンションに置かれていたガーディには銃など搭とう載さいされていなかった。しかし、このガーディには腹部にガンランチャーが搭載され、不ふ審しん者しやを撃てるようになっていた。

「ど……どうしてガーディが、わたしを撃つの？」

　信じられないように目をむいて、彩子は言葉とともにどす黒い血を吐いた。

「大門軍造が作り上げた顔相認証システムは完かん璧ぺき……人ひと違ちがいなど、ありえない。なのにどうしてわたしを？　どうしてわたしがわからないの？」

　ガーディは答えるかわりにもう一度、ガンランチャーから銃弾をはなった。

「ぎゃっ！」

　彩子は全身に弾を受け、血を噴ふきだしながら水路に落ちた。木崎は、真っ青になってうろたえる。

「どっ、どうしてだっ？　俺達のことは『味方』だと登録されているはず……！」

　ガーディに銃口を向けた。しかし、圧あつ倒とう的てきな勝機があればこそ強気にも出ていたが、彩子を殺されたことで彼は混乱していた。

　照準を合わせようにも、銃を支える手が震ふるえている。引き金を引いても、狙ねらいが定まっていないので弾だん丸がんがそれ、ガーディの曲線的なボディラインに弾はじかれてしまう。

　そしてガーディは機械ならではの冷静さで、確実に彼の体を撃ち抜いた。

「ぐあっ！」

　全身ハチの巣となって、彼はその場に倒れた。仰あお向むけに倒れた彼の傷口から、脈打つたびにどくどくと血が流れだしている。もはや助からなかった。すさまじい速度で血が失われて、全身がみるみる蒼そう白はくとなっていく。

「そうか……」

　うわごとのように、木崎の唇くちびるが震えた。

「あの噂は、本当だったんだ。だとすれば、大門は死んでいなかったんだ……だから俺が、こんな目に……」

「大門軍造が死んでない？　さっき、死んだって言っただろ」

　チャックが突つっこんだが、そのときにはもう木崎は、下あごを機械的に細かくけいれんさせているだけだった。そのけいれんが小さくなり、やがて止まる。ガーディは何事も無かったように、再び水路の監視をするため走りだした。静矢は呆ぼう然ぜんとして、それを見送る。

「……どうして、俺たちは撃たれなかったんだ？」

「俺たちはイイモンで、こいつらはワルモンだからだろ」

「そんなこと、ロボットが判断できるわけがない。顔相認証されてるかどうかで言えば、こいつらと同じく俺たちも認証されているのに……どうしてなんだ？」

「そんなことより、もっと気にしないといけないことがありそうだぜ」

　チャックは、ピクピクと耳をひくつかせた。

　静矢が、チャックが見ている水路のむこうに顔を向け、目を閉じて耳をすませる。

「助けて……誰か助けて……」

　水音にまぎれて、かすかに、少年の声が聞こえてきた。

「委員長かっ？」

　声は途と切ぎれ途切れだった。どこか怪我けがをしているのかもしれない。

　いても立ってもいられなかった。静矢は迷わず、そちらへ駆かけ出した。チャックも、その後について駆けていった。

　通路の壁かべに、金属の檻おりのような扉があった。声は、その向こうから聞こえている。

　道を阻はばむ檻に静矢は手をかけた。押しても引いてもびくともしない。

「おい！　そっちにいる奴、ここを開けてくれ！」

　呼んでも、返事が無い。ひそひそと話し合うような声がするところを見ると警戒しているようだ。

「大丈夫だよ。俺だ。呉羽静矢だって！」

「グズグズしている間はねーぜ。俺にまかせとけ。説得して来てやる」

チャックがそう言って、檻の間から中に入った。静矢は心配そうに声をかける。

「相手が誰だか判わからないんだ。気をつけろよ」

「ヘッ！　三年も俺と一緒にいて、信用していないなんてショッパイぜ、静矢」

　チャックは軽く笑って、檻の向こうの闇の中へ消えていった







四章　敵性少女シュラ







　薄うす暗ぐらい、首都圏外郭放水路の中で。

　敵性少女アッ＝シュラは、自分の身に起こっていることがさっぱり理解できずに、呆然として冷たい通路の上に座っていた。彼女の目の前では、メガネをかけた奇き妙みようなテンションの少年……轟ごう田だ輪りん人とが、シュラが身にまとっていたシーツの半分を、きちんと折りたたんで、ナイフで丁てい寧ねいに、細く切り取っている。シーツの残り半分は、体に巻きつけるには布が少なくなってしまったため、三つに分けて、一枚をブラジャーに、一枚を腰こしに巻きつけてスカートにし、最後の一枚はたたんで腰の傷に当てていた。

「さあできた！　きみ、ちょっと腕うでを上げてくれたまえよ」

　輪人は嬉き々きとして、手作りの包帯を山盛り持ってきた。

　シュラは、うさんくさそうに輪人を見ている。この姿であるから、彼女が敵性少女だということには気づかれていない。かといってビゲートピアの制服を着ていたわけでもないのだが、ビゲートピアの学徒兵だと思われてでいるようだ。

（この『男』……神経質そうな顔をしているくせに、肝かん心じんなところで一本スポーンと抜ぬけているのだな。中ちゆう途と半はん端ぱなやつだ。こういう『男』はきっと、何てことのないところでうっかり死んでしまうタイプだろう。たとえば、天気の良い日に浮うかれて歩いていて、切り株につまずいて首の骨を折る、だとか……）

　考えてみれば、もしシュラが機き甲こう衣を着てさえいれば、今ごろ輪人の命は無かった。

　機甲衣が無くても、もし彼女が傷を負っていなければ、輪人は近づいてきた瞬しゆん間かんに、秒殺されていたはずである。

　今、シュラは傷を負い、さらに地下水路の中で右も左もわからない状態なので、ここはビゲートピアの内部をよく知っているであろう、学徒兵である輪人を利用するしかない。

（つまり、このマヌケな『男』が今生かせてもらっているのは、好運が重なった末のこと。しかし、このシュラが敵に救われたなど恥はじ、あるいは敵に情報を提供したかとあらぬ疑いをかけられるかもしれぬ。特に、ルシャナはプロジェクトリーダーとして、失敗に関してあまりにも厳格だ。わずかな疑いも、持たれてはならぬ。ここから脱だつ出しゆつできれば、すぐに消す……それまでの命、せいぜい騙だまされておくがよい）

　輪人の顔を見ながら、シュラはそんなことを考えていた。その視線に気づいて、輪人は顔を上げる。神経質そうな目にじっと見つめられて、シュラはドキッとする。

（しまった、ジロジロ見すぎたか。何か察したか？）

　焦あせっている彼女の目の前で、輪人は「ふっ」と、はっきりとひらがなが浮かぶほどのあからさまな発音で笑い、前まえ髪がみをかきあげた。

「ああきみきみ、いくらぼくが美形だからといって、そんなにじろじろと不ぶ躾しつけに見るものではないよ」

「は？」

　シュラの真紅の唇くちびるが、ぴくり、と苦々しく吊つりあがる。

「最近はそんなことを言われてよろこぶ軟なん弱じやく者も多いようだが。『俺って女にするとけっこうイケてると思うんだ』とか言ってるケツめど野や郎ろうの会話を聞いていると、貴様日本男児たるものそこに直れ、とか言いたくなるね！」

「ケツめど野郎？」

「もっとも、面と向かってそんなことは言わないのがツウというものだけどね！　決して、ぼくが口だけのヘタレ野郎だからではないよ？　バカと話すとバカが染うつるからさ！　ぼくが本気になれば、みごとなディベートで相手をコテンパンに論破する自信はあるのだよ。現に以前、オンラインカーゲームのチャットでぼくがマナー違い反はんの利用者を徹てつ底てい的てきに粘ねん着ちやく攻こう撃げきしたことがあったが、相手はすごすごとしっぽを巻いて、それきり来なくなったのだよ！」

　迷いもなく勝ち誇ほこっている輪人に、シュラは硬かたい声でツッコミを入れる。

「……自分で今『粘着攻撃』と言ったようだが。相手が消えたのは、恐おそらく論破とかいう理由ではないぞ」

「そもそも、顔が綺き麗れいだとか顔の造作が端たん整せいだとか、そういうのは女を誉ほめることばであって、男にとってはそんな誉めことばはうれしいものではないのだよ」

「言ってない上に、貴様、人の話を聞いていないな」

「ああ、これは失礼。きみがぼくに心を奪うばわれているのは、顔ではなく、この抑おさえようとしても全身から溢あふれだしてしまう、知的なオーラのせいなのだね」

「別の物が溢れだしているのはわかる。少し抑えたほうがいいとも思う」

「しかしぼくは、一見インテリジェントなクールガイだが、その実はワイルドなタフガイなのだよ。サバイバルならお手のものだ、これでもカブスカウトのスカウトリーダーを務めていたのだからね！」

「ビゲートピアには専門的オタクギークが多いと思っていたが、軟弱オタクナードもいたのだな」

「何か言ったかね？」

「いや。もはや何も言うまい」

「まあ、このぼくが来たからには安心したまえ！　すぐに、ここから脱出させてさしあげよう。か弱い女性を守ってこそ、日本男児の本領発揮である！」

　輪人は、鼻息荒あらく力こぶを作る。シュラは、その異様に高いテンションに、じりじりと引いてしまう。

「まったく何なのだ、この妙みような『男』は……。まったく、どうして『彼ら』が滅ほろびたのか、その理由がわかったような気がするぞ」

　つぶやいたシュラに、輪人はくるりと首を回して聞きなおす。

「今、何かおっしゃったかね？」

「ただの陰かげ口ぐちだ。気にするな」

「たしかに、このすさまじい攻こう撃げきだ。か弱い女性ならば、気弱になってもしかたがない。あ、ちょっとこっちの端はしを押おさえてくれたまえ」

　輪人は、シュラのわき腹に包帯を巻きながら言った。間近に、シーツに包まれただけのシュラの胸のふくらみがあったが、輪人はまったく気にしていないようすである。

　シュラは、包帯の端を指で押さえながら、輪人にたずねる。

「男だ女だと言うわりに……わたしを『女』だと認識していないのか？」

「はて。何のことかな？」
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「あ痛いた！」

「おや、失礼。少しばかり硬く縛しばるが、血を止めるためにしかたがないのだよ。血圧よりも強い力で傷を押さえれば、血は噴ふき出ないという寸法さ」

「……そこに倒たおれている男どもは、わたしに下品なことばを浴びせたが」

「では、彼らは紳しん士しではないのだろう。だからこそ、どうやらきみをめぐって殺しあいをしたのかな？」

「どうだかな」

　と、シュラはとぼけた。輪人は、シュラの包帯を巻きつづけながら語る。

「どうやら、彼らは多た国こく籍せき軍のようだな。いずれ、ビゲートピアを攻撃するのではないかと思っていた。ここには、彼らが狙ねらう資源があるのだからね」

「資源？」

　ぴくっ、とシュラの耳が動く。

（そう言えば、ビゲートピアほどの巨きよ大だい都市を成り立たせるのに、周辺のガソリンスタンドからの石油だけでは、どう考えても足りぬと、疑問だったのだ。これは、たいした土産かもしれぬ。われわれの『計画』には、大量のエネルギーが必要だからな）

　シュラは、ドキドキとはやる胸をおさえながら、輪人にたずねた。

「そ、それは、何のことだ？」

「ああいや、これは失言。知らないほうがいい、知ったことでよけいな厄やつ介かいを背負いこむやもしれない。現にぼくは、そのせいで独どく房ぼうにブチこまれたのだ」

「気にするな、教えろ」

「いやいや、そうは行かない。男は、女性を守るものだからね。みすみす、きみを危険にあわせるようなことはできない」

　カチン、と輪人のことばが引っかかり、シュラは彼をにらんだ。

（先ほどから、男女男女と……何なのだ、この『男』？　ここから脱だつ出しゆつするために利用しようと思っていたが……何だ、この腹立たしさは？　このわたし……『女』が、こんな軟なん弱じやくな『男』に守られるものだ、と？）

　シュラの心に、ルシャナの姿が浮うかんできた。

　彼女と同じ「製造番号ロツト」を持つ機き甲こう少女……だのに、何もかも優すぐれた存在。シュラよりも美しく、シュラよりも強く、知能も怜れい悧りさも、全てかなわない。

（だが、わたしにはプライドがある……ルシャナにだって負けたくはない。まして、なぜこのような人間ごときに、見下されねばならぬ！）

　シュラの胸に怒いかりが燃えあがり、輪人の肩かたをぐいっとつかんだ。輪人のメガネがずれる。彼は驚おどろいて、メガネの位置を正した。

「ど、どうしたのかね？　ぼくに何か御ご用ようかね？」

「わたしはおまえに守られる必要などない！　わたしが、おまえよりも弱く劣おとっているとでも言うのか。殺すぞ！」

「ずいぶんいきなり、トップギアで怒おこっているのだな。誤解しないでくれたまえ、劣っているなどと言ってはいない。ぼくは女性を尊敬しているのだよ、だからこそ男は女を守るのだ」

「それが、侮ぶ辱じよくだと言うのではないか！　たとえば、おまえたちが敵性少女と呼ぶ！　あれも、女だろうが！　彼女らも、守るべきだと言うのか！」

　興奮するあまり、自分がその敵性少女だ……と名乗り、彼を恐おそれさせ足元に土下座させたい気持ちが、シュラの胸にふつふつと沸わいていたが、ぎりぎりの理性でそれは抑おさえた。

　敵性少女、ということばを聞いたとき、輪人の顔がこわばった。その目がひどく冷たくすわって、そんな真しん剣けんな表情を彼がするとは思っていなかったシュラは、ギョッとする。

「彼女らは、別だ。あれは……残忍な鬼き畜ちくだ。ぼくの故郷は火の海となった、家族も可愛かわいい妹も、火に包まれたのだ。妹は……やっと、自転車に乗れるようになって喜んでいたのだ！　毎日、公園で暗くなるまでぼくが教えてやったのだ。自転車で世界一周をして、世界の飢うえた子供たちのためにチャリティーをするという夢を持っていたのだ、凛子は！　彼女の命とともに、敵性少女はその夢を永遠に奪うばい去ったのだ！」

　輪人があらわにした感情を前にして、シュラはとまどった。自分がその敵性少女だ……と、先ほどまでそう名乗ろうと思っていたのに、ためらわれた。

　名乗れば、彼は土下座すると、さっきまではそう思っていた。だが、今は、名乗れば彼は自分を憎にくみ、復ふく讐しゆうするだろうと思う。彼のプライドの強さを目の当たりにし、見くびることができなくなっていた。正直……正体を名乗るのが、戦えば自分が勝つのは明らかだというのに、そうであってもなお、怖こわいような気がしたのだ。

　シュラは慌あわてて、話題を変える。逃にげるような気持ちで。

「と、とりあえず、わたしは守ってもらう必要など無いのだ」

「ああ、あのはねっ返りの琴こと川がわもよくそう言ってたね。ぼくの考えはジェンダーだとか何だとか。ぼくはあくまで、紳しん士し的てきなフェミニストのつもりなのだが。それが証しよう拠こに、たとえきみが半はん裸らの煽せん情じよう的な状態であろうと、きみを害するような行こう為いは、いっさいいたさないのだ」

　輪人は冷静ぶってそう言っているが、よく見れば、目の焦しよう点てんが合っていない。どうやら、意識して、シュラを見ないようにしているようである。

　シュラは、ハッとして、ニヤリと意地の悪い笑みをうかべた。さっき輪人に対して怖いような気持ちになっていたのが、まるで負けたようで、少し気になっていた。だから、復讐するような気になったのだ。

「……何だ。偉えらそうなことを言っていたが、貴様、わたしが怖いのか？」

「どういう答えを、ぼくに期待しているのだね」

「わたしを見ようとしないではないか。口ばかりか、『男』というものは」

「……では、正直に言わせていただくが。ぶっちゃけ怖い！」

　輪人は包帯を縛しばり終えると、思いっきり断言して、胸の前で腕うでを組み、くるっと背を向けた。耳が、真っ赤になっている。

「きみたち女性というのは、どうしてそうなのだ！　ミニスカートとかキャミソールとか見せるブラとか、わけのわからぬ刺し激げき的な服ばかり着て、ちょっと目を向けるととたんにチカン呼ばわりだ！　それは何だ？　罠わなか？　確かにきみは美しいし魅み力りよく的だが、いやそんな話をしているのではない！　ぼくは男だから、男は女を守らなくてはならぬものだから、それできみを助けるだけだ！　下心などはいっさい無いのだ！」

「……おまえが怒っている理由がわからぬ。『男』とは、わけのわからぬ生き物だな」

「別に怒ってはいないっ！　男たるもの、女性に対して声を荒げるなどっ！」

「思いっきり荒あらげているようだが」

「と、とにかく、すぐそこまで歩きたまえ！　この兵隊らが乗ってきた水陸両用車がある、それで脱だつ出しゆつするのだ！」

　輪人が指さした水路のかなたに、水に半分ほど浸つかった、装そう甲こう車しやに似た車があった。シュラは、おや、と片方の眉まゆを上げる。

（あれは、わたしには動かすことができぬ。もう少し、このわけのわからぬ『男』を生かして、利用したほうがよさそうだな……）

　シュラは、傷の痛みを気にしながらゆっくりと立ちあがる。

　輪人は先に水陸両用車のほうまで走っていって、運転席にすべりこむと、刺ささったままのイグニッションキーを回した。だが、エンジンがかからない。

「何をしているのだ？」

　不思議そうにたずねて、シュラが半分水すい没ぼつした車の窓をのぞきこむ。

「心配ない、ぼくは一見物静かな文学少年に見えるだろうが、車のことに関しては天下一品なのだ」

「貴様のことばには、何か常に恣し意い的てきなものを感じるな」

「おかしいな。イグニッションキーのほかに、指し紋もん認証とか声紋認証とかの制限システムがあるのか？」

　輪人はポリポリと頭をかく。神経質に、焦あせっているようすだ。

　シュラは、しばらく立って待っていたが、エンジンがまったくかかるようすがないので、床ゆかに座りこんだ。そうして、焦っている輪人をうさんくさそうに眺ながめていたが、だんだん飽あきて、退たい屈くつしてきた。だが、この水陸両用車にさえ乗ればあとは脱出するだけなのだ、と思うと、なかなかこれをあきらめて他の方法を探す気にはなれない。

（まだなのか？　まったく……『男』など、口ばかりか）

　床に、兵士が落とした銃じゆうが落ちていた。退屈して、シュラはそれを手に取ってみる。

（脳電位で操る機き甲こう衣とは違ちがう……。筋肉で操るしかない、原始的な武器だな。機甲衣の無い今、こんなものでも無いよりはましなのか？　わたしでも扱あつかえる……か？）

　シュラは、水陸両用車の運転席に座っている輪人に、たわむれに銃口を向けてみる。

　武器というのは不思議なもので、持っていると使ってみたくなる。ましてビゲートピアの武器は、ゲームの中で多くの利用者に洗練されてきており、使いやすそうな上に、食べたら体に悪そうだがそれでも思わず食べたくなるような、極ごく彩さい色しきのキャンディーのような危険な魅力がある。

（どうせ使えぬのなら、わたしの試し撃うちの的になるという、役立ちかたもあるな……）

　何も知らない輪人に向けて、シュラは無表情のまま、引き金を引こうとした。




　いっぽう、ビゲートピア地上部は、多た国こく籍せき軍によりなおも執しつ拗ような攻こう撃げきを受けつづけ、すでに原型をとどめなくなっていた。

　ビゲートピアを守るべき機甲巨兵は全て墜おとされ、砲ほう塔とうは片かた端はしから破は壊かいされて、無防備となった建物の内部には白兵部隊が次々に送りこまれていた。

　兵士らは、コントロールセンターで警備ロボットを操縦して防戦していた学徒兵らを直接攻撃し、丸まる腰ごしの彼らに機き銃じゆう掃そう射しやをあびせて虐ぎやく殺さつした。

『一人も生かしておくな！　ここで何が起こったかは、あくまでも秘密にするのだ！』

　上官の命令で、兵士らは証しよう拠こをより完かん璧ぺきに隠いん滅めつしようと、死体が転がり……それどころか、まだ息のある学徒兵が血を吐はきながら、

「ま、待って……助けてください……！」

　と、叫さけんでいるコントロールセンターの中に手しゆ榴りゆう弾だんを放りこんで、壁かべのかげに身を隠かくした。学徒兵が、恐きよう怖ふに目をむいた次の瞬しゆん間かん。

　ドオッ、とすさまじい爆ばく音おんとともに、炎ほのおと爆風がコントロールセンターから噴ふきだす。地上部の攻撃によって、すでにだいぶガタが来はじめている建物が、ビシビシッと不ふ吉きつな音を立てた。兵士は、ギョッとして顔を上げる。

『ぐ、軍ぐん曹そう……。この建物、まさか崩ほう壊かいしたりしませんかね？』

『その危険があれば、撤てつ退たい命令が出るはずだ。それまでは、われわれは命令どおり、オタクギークどもの殲せん滅めつに邁まい進しんすれば良いのだ』

　迷いを見せた部下たちに、軍曹が淡たん々たんと、感情の入らない声で答える。

『し……しかし、何やら怪あやしげな雰ふん囲い気きですよ。上層部にとってわれわれの命など、屁へでも無いのでは？　自己防衛しておく必要があるんじゃないですかね……？』

『ばか者、勝手に撤退などできるか！　敵前逃とう亡ぼうで軍法会議にかけられるぞ！』

『で、でもそれでは、死ねと言われて死にに行くようなものじゃないですか？』

『今さら気づいたのか？　それが戦争というものだし、それが兵隊というものだ。おまえらが教師や警官相手に振ふりかざしてきた権利なんぞ、戦場には無いのだと、今ごろ気づいたのか！』

　軍曹にガツンと言われて、兵士らの顔色がサッと青くなる。

　そのとき、彼らの背後で空気が動いた。ハッと振りかえる。

『何かいるぞ！』

　反応すると同時に、彼らは短機き関かん銃じゆうを撃った。

　廊ろう下かの彼方かなたでオレンジ色の光の花が一いつ瞬しゆん、パッと開いた。それは銃口から噴きだす炎……そしてその炎が花びらのように五つに裂さけているというのは、銃身に五条の旋条ライフルが刻まれていることを意味する。

　オレンジ色の花を見た次の瞬間、軍曹の眉み間けんが撃ち抜ぬかれた。

『ぎゃ！』

　軍曹は仰あお向むけに倒たおれる。貫かん通つうした銃じゆう弾だんは、壁に当たって小さな穴を開けた。

『硬こう質しつの銅弾を使ってやがる、スナイパーライフルだ！　伏ふせろ！』

　兵士らは床に伏せ、廊下の彼方に短機関銃を連射して見えざる敵に対たい抗こうした。

　見えざる敵……それは静せい矢やと同じＣクラスの学徒兵らだ。Ａクラス学徒兵のように、ロボットを自由自在に扱うほどコンピューターに慣れているわけではない。レースゲームやガンシューティングゲームなどの体感ゲームで高得点をはじき出した……いわゆる、実技系の学徒兵らだ。

「それで伏せたつもりか。当たり判定、大きすぎるぜ」

　学徒兵らが手に持っているのは、ゲーム内に出てくる狙そ撃銃げきイーグルシューターである。実際に銃を使ったことのある世界中の人々がデータ改良に携たずさわったため、実質的に、世界最強のライフルだと言えるだろう。

　その完璧なライフルを、長年ガンシューティングですばらしい動体視力を培つちかってきた学徒兵らが操るのだから、兵士らは短機関銃で反はん撃げきする間も与あたえられず、床ゆかに伏せたまま次々に頭を撃うち抜かれて倒れていった。

「やったぜ、この調子！　次行くぜ！」

　喜んで、少年たちはうかうかと物もの陰かげから出てくる。その足もとに、小さな円えん盤ばんのようなものが落ちていて、踏ふむとドンッと爆ばく発はつした。

「うぎゃああ！」

　少年たちは悲鳴を上げ、全身バラバラとなって砕くだけ散る。

　倒れていた兵士の一人が、横腹からドクドクと流れる血を手で押おさえながら、低く泡あわを噴くような声でつぶやいた。

『ガキども……おまえらオタクギークがどんなにゲームで練習を繰くり返してようとも、実戦にはかなわない。どんなに相手に撃たれても傷ひとつ負わない状じよう況きようでしか戦ってこなかった貴様らに、捨て身の戦いはわかるまい。……そうだ、しょせん俺たち兵隊は、使い捨てのコマにしか過ぎないのさ。今いま更さらそれがわかっても……お互たがい手て遅おくれだがな』

　兵士もまた、口から血の泡を噴いて死んだ。




　敵も味方も、あい乱れて死んでいった。

　地じ獄ごく絵図が繰り広げられる中、ビゲートピアの崩壊はますます進み、上のほうの階層は構造が崩くずれはじめ、ゴゴゴゴゴ……と、不気味な震しん動どうを繰り返すようになっていた。

　ところで。

　この、崩れかけた建物の中の、崩れたフロアの中で、琴川笙しよう子こはまだ生きていた。

　静矢が救出不可能だと見た、彼女にのしかかっていた天てん井じよう……皮肉にも、それが逆に、彼女の命を救うことにつながっていた。

　天井が崩れ、笙子の上に降りそそいだ、そこまでは静矢たちが見てきたとおりだ。

　しかし……崩れてきた瓦が礫れきが、かえって、笙子の上にのしかかっていた巨きよ大だいなコンクリート片をシーソーのように持ちあげて、彼女の上に空間を作っていた。

　片屋根のようになったコンクリートの下に、笙子はとっさにすべり込んだ。周囲はすぐに瓦礫に埋うもれた。砂ボコリがすさまじく、そのままではすぐに鼻にも口にも砂が入って窒ちつ息そく死してしまいそうだった。死んでもかまわないと思っていたが……それに、この状況では、たとえ今死ななくてもいずれ助からないことに変わりは無いだろう。でもやっぱり苦しいので、笙子は上着を脱ぬぎ口と鼻に当ててしのいでいた。

（何やってるんだろう、あたし）

　打ち続く激しい揺ゆれと、いつ潰つぶれてくるかわからない不安定なコンクリートの片屋根の下で、笙子はガチガチと震ふるえている自分に気づいて、驚おどろいた。

（今、あたしすごく死ぬの怖こわがってるじゃん。死ぬほどの目に遭あうと、人間、命が惜おしくなくなるかと思ったら、逆に命が惜しくなるじゃん。っていうか超ちよう怖こわいんだけど！　死にたくないんだけど！）

　敵性少女の攻こう撃げきを受けたときにも死にそうだと思ったが、心のどこかに若者ならではの自信というか、自分の体力に頼たよって逃にげ抜き生き抜くことができるかもしれない、という余よ裕ゆうがあったような気がする。今の、閉ざされた密室の恐きよう怖ふとは全然比べ物にならない。

　静矢の顔が、まぶたの裏に浮うかんだ。

（あのとき、無理にでも助けてくれって言ったらよかった……。あたし、本当は生きたかったんだ。助けて、もう遅おそいかもしれないけど、誰か助けて）

　心の中に焦しよう燥そうと恐怖が膨ふくれ上がって、コントロールできなくなってきた。

「助けて」

　いちどそうやって言葉にしてしまうと、気持ちが堰せきを切って、狂きよう気きのように口からほとばしり出てきた。

「助けて！　誰か助けて！」

　人間の力で助けられるわけはない、と頭のすみで理性がささやいたので、

「神様、助けて！」

　と、笙子は叫さけんだ。真っ暗なコンクリートの底に、一条の光がさしこんだのは、そのときだった。

「ガラガラ……ッ」

　瓦礫が崩れる音に、笙子はギョッとして顔を上げる。

　燃えあがる空が見えた。炎ほのおに包まれるビゲートピアが夜空を焦こがし、雲は赤あか紫むらさき色に染まっていた。

　赤紫色の空の下にオレンジ色の炎。撃ちこまれるミサイルは、彗すい星せいのように白銀の尾おを長く引いて飛ぶ。爆ばく音おんが空気を揺るがし、炎が生み出す壮そう大だいな上じよう昇しよう気流がゴオゴオと吠ほえる。そんな地獄絵図を背に、天使のような翼つばさを広げて、美しい少女がひとり立っていた。

　白銀のドレスを爆風になびかせ、長い銀の髪かみが揺れている。片手でコンクリート片を持ち上げ、長いまつ毛を伏ふせ気味にして笙子を見下ろしていた。

「ここにいたか。出てくるがいい」

「あんたは……ルシャナっ？」

　笙子はかなりのツリ目なのだが、そのツリ目がまん丸になるほど大きく目を見開いた。

　ビ＝ルシャナ。最強の敵性少女。燃えるビゲートピアを背にしたその姿は破は壊かいの天使と呼ぶにふさわしく、三年前の日本全土への激しい攻撃を嫌いやでもフラッシュバックさせる。

「あんたが攻撃をっ？」

「出ろ。間もなく崩れるぞ」

　ルシャナは、淡たん々たんと言った。

　笙子は緊きん張ちようして、息をのむ。敵性少女らがどれほど苛か烈れつで酷こく薄はくで容よう赦しやのない存在であるか、彼女はよく見知っている。特にルシャナが、ビゲートピアの警備兵らを虐ぎやく殺さつしたのを目の当たりにしたのは、ほんの数日前のことだ。

　ルシャナが冷たい表情の奥おくで、何を考えているものかわからない。恐怖と警けい戒かい心しんで笙子の体は動かない。が、ぱらぱらと小石が顔にかかった瞬しゆん間かん、ギョッとして我にかえった。

（何してんだ、あたし。どっちにしても、ここにいたら死ぬじゃん！）

　となれば行動は早く、笙子はほとんど匍ほ匐ふく前進のような姿勢でガサガサッとコンクリートの下から這はいだし、ルシャナの足の横を通って逃げた。

　数十メートルにわたって瓦礫が堆たい積せきしていたが、直径二メートルほどのトンネルが掘ほられていた。トンネルの壁かべは、セメントで固めたようにツルツルしている。どうやらルシャナが、独どく房ぼうまで瓦礫を超ちよう高熱で溶とかしながら進んできたものらしい。

　笙子がトンネルをくぐって外に出たのを見計らってから、ルシャナはコンクリート板から手をはなした。とたんに、瓦礫がガラガラッと崩ほう壊かいしはじめる。ルシャナは翼を小さく広げると、バーニアをふかして一いつ瞬しゆんにしてトンネルから飛びだした。

　笙子はトンネルの出口に出ていたが、眼下は数十メートルにもなる瓦礫の断だん崖がいで、どこへ行けばいいのかおろおろしていた。その笙子の肩かたを、ルシャナはぐいっと強くつかむ。

「ひゃっ？」

　笙子は思わず、間の抜ぬけた声を漏もらした。ルシャナに肩をつかまれ、空高く舞まいあがる。ズズズズズ……という重低音に振ふりかえると、独房のあった棟とうが、すでに瓦礫の山と化したそれが、エントロピーの増大にまかせて崩くずれ落ちていく姿が見えた。

　もうもうと砂ボコリが上がっている。上空から見たビゲートピアの全てが、同じ状じよう況きようだった。権勢を誇ほこったバベルの塔とうが、もろくも崩れ去るように。

「な……なんで、ビゲートピアをぶっ壊こわしたくせに、あたしを助けたんだ？」

　ルシャナは答えず、まだ残っていた建物の上に笙子を下ろした。

　そこには、パイロットスーツ姿の心ここ奈ながいた。ルシャナの姿を見ると、悲鳴を上げながらビゲートピアで配給されているハンドガン「ウルフファング」を構えた。

「も……戻もどってきたわね！　今度こそ殺すからねっ！」

　心奈は引き金を引こうとする。笙子はギョッとして叫んだ。

「わーっ、ちょい待ち！　撃うつなっ、あたしに当たる！」

　だが心奈はとっさに動作を止められず、引き金を引いた。

　ドンッ、と重い衝しよう撃げきがあって、心奈は反動で尻しり餅もちをつき、手から離はなれた銃は床ゆかに転がり、弾は笙子の顔の横をかすめる。

「う、撃つなっつったろ、バカ……！」

　笙子は腰こしが抜けてしまって、へなへなっと座りこんだ。

　ルシャナは笙子から手を放すと、翼をたたみながら、冷ややかな視線で屋上を見回した。屋上の片かた隅すみに、階段の塔屋があり、扉とびらが開いたままになっていた。

「……なるほど。わたしが帰ってくるあいだに、武器を探しに行っていたというわけか。扉が開いたのなら、何もバカ正直に待っていなくとも、逃にげれば良かっただろうに」

　ルシャナは銃を拾いあげ、指でつまんで簡単にひん曲げてしまった。それを肩かた越ごしに捨てると、高い屋上から、ひゅるひゅるひゅる……と風音を立てて、落ちていく。

　心奈は尻餅の痛みと悔くやしさに、真っ赤になって涙なみだをにじませ、やけっぱちに怒ど鳴なった。

「どっ、どうせこんな攻こう撃げきしまくられてて、下のほうの階は火の海だもん、逃げられっこないもん！　それなら、お兄ちゃんのカタキを討ってからあたしも死んだほうが、お兄ちゃん喜んでくれるもん！」
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「さっきから、わけのわからぬことを」

　ルシャナは腰に手を当て、トンビ座りで座りこんでいる笙子に目を向ける。笙子は、マスクがわりにしていた上着を置いてきてしまったので、タンクトップにドッグタグのペンダントだけ、という薄うす着ぎである。ルシャナに見られて、笙子はギクッとした。

「な、なな、何か用かよ！」

「シュラを探しているのだ。わたしの部下、アッ＝シュラを」

　ルシャナは、感情の見えない声でそう言いながら、心奈を指さす。

「そこの小こ娘むすめがシュラを捕とらえた。どこにいるかと聞いたが、知らぬと言う。牢ろうのある場所を教えろと言うと、おまえがいたというわけだ。わたしは、たばかられたのか？」

　心奈は、ビクッとして縮みあがった。何だかんだ言っても、相手は圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう力を持つ敵性少女である。怖こわくないわけはない。

（この娘こ……このパイロットスーツ、機き甲こう巨兵乗りか。こんなに怯おびえてるのに、それでもカタキを討つためにルシャナを待ってたんだ。その兄貴とやらのこと、よっぽど好きだったんだな）

　笙子は、初対面ではあったが心奈のことがいじらしくなって、ルシャナからかばうように、心奈の前に立った。心奈は、はっとして笙子を見上げる。

「その部下とかいうやつ、探してどうすんだよ？」

　笙子はルシャナの気を自分に引きつけようとして、気き丈じように振ふる舞まった。ルシャナは、冷ややかな表情のままで答える。

「処分する」

「いきなりだねぇ」

「わたしの任務だ。敵に捕らわれ情報を引き出される前に、消す」

「っていうか、あんたたちが攻撃してるこの状況で、ビゲートピアが情報を引き出してるひまは無いと思うけど？」

　白銀に輝かがやく放物線が、ビゲートピアの上空に何百も軌き跡せきを描えがいているのを、笙子は親指で示した。まるで、ビゲートピア全体が輝く鳥かごに包まれたかのように見えるが、その軌跡は全てミサイルのものだ。着ちやく弾だんすると赤黒い炎ほのおを上げて、ビゲートピアを破は壊かいする。

　ルシャナは、ふと、人差し指を唇くちびるに当てて考えこんだ。一瞬、笙子の言っていることがピンと来なかったようだ。やがて、「ああ」と声をもらした。

「この攻撃を、われわれが行っていると思っているのだな？」

「他にいないだろ」

「多た国こく籍せき軍だ。諸外国が手を携たずさえ、日本を分断統治するために遣つかわした」

「え！」

　笙子は信じられないそのことばに、声が裏返ってしまう。

「今まで日本を助けてもくれなかった外国の軍隊が、今さらそんなはずないだろ！」

「う、ううん、それはほんとだよ」

　笙子の背後で、心奈はおずおずと口をはさんだ。笙子は振ふりかえって、吊つりあがった目をパチクリさせる。

「だ、だって……もし日本を手に入れたかったなら、三年前にとっくにやってるはずじゃないか？」

「多国籍軍の使者って人が、リベイロ少しよう佐さっていう人が、大だい門もん軍ぐん造ぞうに会わせろって言ったの。いろいろ難しいこと言ってたけど、日本を多国籍軍のものにするって言って、大門軍造を巻まき添ぞえに自じ爆ばくテロしたの」

「大門軍造が死んだのかっ？」

　笙子は、放心したようにビゲートピアを見つめた。燃えあがる町は、ここから復興できるようにはとうてい見えない。それを復興させる力を持つ人間が、死んでしまったというのだからなおさらだ。

「……ビゲートピアは終わりだってことだね。まさか、こんな終わりかたをするとはね」

「状じよう況きようが変わったのだ。三年前は、アメリカと中国・ロシア連合という二大勢力がにらみあっていた。だが今、第三勢力として中南米連合が国際政治の舞ぶ台たいに躍おどり出た。エネルギーで結びつき、エネルギーで世界に影えい響きよう力りよくを及およぼそうとしている彼らに対たい抗こうするには、旧勢力は手をたずさえ、取り分が折半になったとしても、日本の持つエネルギー……メタンハイドレートが必要なのだ、ということのようだ」

　ルシャナは淡たん々たんと語った。笙子は眉まゆをひそめる。

「思いっきりひとごとだね。あんたたちの目的は、それじゃないってことなのかよ？」

「答えるのはおまえたちだ。とにかくわたしは、シュラを探さねばならぬ」

「処分するために、だったっけ？」

　笙子は、ルシャナの目をじっとにらみつけた。ルシャナは、一度まばたきした。

「あのさ……素そ朴ぼくな疑問なんだけど」

　人差し指でこめかみを掻かきながら、笙子はたずねた。

「そのシュラとかいうやつから情報を引き出されると困るから、殺しにきたんだろ」

「そうだ」

「でも、この状況だと多国籍軍に情報が渡わたるかもしれないよな？　ビゲートピアが機甲巨兵を作ったみたく、あんたらのデータがあればもっと強い大量破壊兵器を作れるかもしれない。それがあれば、エネルギーなんかをせっせと売り買いしなくたって、核かくなんか比ひ較かくにならないぐらいのすごい抑よく止し力っていうか『脅きよう迫はく材料』ができるわけだからな。それに、あんたらだってどうせ日本の次は世界と戦うつもりだろ？」

「そのようなこと、おまえには関係ない」

「だとしたら、シュラが多国籍軍の手に渡るとマズいんだよな？」

「その前に処分する」

「処分するために、一人で来た？」

「何が言いたいのだ」

「っていうか……あんたら敵性少女が全員でかかりゃ、多国籍軍なんか目じゃない。ビゲートピアなんて、一いつ瞬しゆんでぶっ壊こわせるんじゃないのか？　その、シェラとかいう奴ごとさ」

　ぴくり、とルシャナの片眉が吊りあがった。

　笙子の言うとおりだ。というか、ルシャナ一人でもじゅうぶん破壊できる。今までは、どういうわけだかわからないが、攻こう撃げき禁止命令が出ていたのでビゲートピアを攻撃することができなかった。しかし、その命令はもう期限切れなのである。

　その気になれば、ルシャナはいつでもビゲートピアを破壊することができた。

「そうすりゃ、そのシュラってやつのデータも、ビゲートピアごと灰にしちまうこともできるんじゃないのか？　何も、面めん倒どうな人探しなんてすることないと思うけどな？」

　笙子のことばが、ルシャナの頭の中に何度もこだまして反はん響きようしていた。

（……たしかに、笙子の言うとおりだ）

　ルシャナは無表情を保ちながらも、微び妙みようにその顔を凍こおりつかせている。

（ビゲートピアごと攻撃しようと思えばできた。なぜ、わたしはそれをせず、シュラをただ探している？）

　ルシャナは、自分の手をじっと見つめる。笙子は、ゴクリと息をのみ、緊きん張ちようのおももちでルシャナを観察していた。ドキドキする胸を押さえながら、たくらみを巡らせる。

（ルシャナがもし、ビゲートピアを破は壊かいせずにシュラとやらを探すつもりなら、利用できるかもしれない。ここで『あっそーかビゲートピアごとぶっ壊しちゃえばよかったのよね、失念失念っ、教えてくれてサンキュー♪』とかヤブヘビなこと言われたら、軽く泣くけどね）

　心奈は、笙子のたくらみが読めず、心配そうな顔をしている。

　胸は早はや鐘がねのように打ちながらも、笙子は平静な表情を保って、じっとルシャナの答えを待っていた。ルシャナは長いあいだ考えていたが、

「……いや。死体を確認しなければ、任務を遂すい行こうしたという証明ができない」

　と、なぜかわずかにホッとした表情で言った。ホッとしていたのは、自分がどうしてシュラをビゲートピアごと葬ほうむらずに探しているのかという疑問に対する、いちおう正当な理由を考えついたからだ。それを聞いて、笙子も胸をなでおろす。

「ああ……それじゃあ、ビゲートピアをぶっ壊すわけにはいかないねえ」

「シュラの居場所を知らないのなら、きさまらに用は無いのだが」

　シュラは篭こ手てに包まれた手を、手て持もち無ぶ沙さ汰たなようすで撫なでている。今にも、笙子たちを殺すぞ、というような威い嚇かくに見える。笙子は、斧おのをふりかざすカマキリを連想した。

（そういう言いかたをされて、知りませんって答えるバカはいないよなぁ。こいつ、けっこうマヌケじゃん）

　笙子は隙すきのない眼でじっとルシャナを見つめ、彼女に近寄って、ささやいた。

「まぁそう答えを急ぎなさんな。あんたの言うとおり、そのシュラとかいうやつ、近くの房にいたよ」

　この、ささやく……という行動は、相手に話を聞き取りにくくさせ、その結果、相手が話を聞き取ろうとして無意識に身構えるようになる。

（ふふふ、音の心理学ってやつよ。ささやかれると、信じちゃうものさ。怪かい談だんが、話し手が早口で聞き取りにくいほど、内容のヒアリングに意識が集中して怖こわさがアップするのと同じ理屈だよ）

　ルシャナは、うさんくさそうに眉まゆをひそめた。

「嘘うそをつくな、笙子。われわれはお互たがいに『マーク』をつけている、近くにいれば『マーク』が反応するからわかるはずだ」

「マークって何さ」

　相手の腹をうかがい、ドキドキしながらも、笙子は平静をよそおっている。

「発信機だ。ナノマシンで構成され、皮ひ膚ふから体内に吸収される。特定の波長の電磁波を向けた時、発信機が共きよう振しんすることで、個人の特定ができる……」

　答えながら、ふとルシャナは、静矢のことを思いだす。

　はじめて彼に会ったのは、月が震ふるえるほどにさえざえと輝かがやいていた夜、高松市の南、仏生山にある平池のほとり。小さな子供の乏とぼしい力を賢さかしらな知ち恵えでカバーして、何とか生き延びようとした幼い静矢の逞たくましい生命力を、ルシャナは面白いと思った。

　目もく撃げき者は殺さねばならなかった。だが、彼の生命力が敵性少女の攻撃に耐たえ抜ぬけるかどうか、興味がわいた。「マーク」をつけて、観察しようと思った。

　自分の一存で静矢を生かしておいたのは、命令違い反はんだったのかもしれない。しかし、彼の生命力を確かめるのも、ルシャナの任務の一いつ環かんのようなものでもある。任務だ、と言いきってしまってもかまわなかった。それなのに、シュラにそのことを突つっこまれると、罪悪感が増した。それはもしかして……静矢を助けたときの自分自身の気持ちが、任務ではなく、命令違反だという気持ちがあったからではないのか？

（いや、まさか）

　うたかたのように心に浮うかんだ疑問を振ふり払はらおうとして、ルシャナはブルブルッと首を横に振る。

（わたしにとって任務が全て。それがわたしの生きている理由。任務のためにわたしは作られたのだ……それを否定することは、わたし自身の生きている理由を否定するのと同じことだ。このわたしが、ありえない……）

　ルシャナが考えこんでしまい、黙だまりこんだので、笙子はおそるおそる声をかけた。

「あ、あのさ。かいつまんで言うと、その『マーク』って、犬や猫ねこに入れるマイクロチップみたいなもん？　遠くにいると、わからない？」

「……そうだが」

「電磁波ってことは、地下にいると携けい帯たい電話の電波が届かない、みたいなもんだよな？」

　笙子は、どうやらこれでルシャナをごまかせそうだと思い、ホッとしながら、親指で地面をさす。

「そりゃ、見つからないはずさ。そのシュラとかいうやつは、地下水路にいるんだ」

「地下水路？　牢ろうにいたと言ったはずだが？」

「このビゲートピアは、オンラインゲームの中に構築された『風の砦とりで』のままに作られてるんだ。独どく房ぼうの床ゆかが抜けて、下に落ちたんだ。たしか下は、首都圏外郭放水路になってたはずだよ。水が流れてるわけだから、どこに流されたかはあたしでないとわからないねぇ」

　ルシャナは、ぴくり、と目を細めた。

　笙子は、この駆かけ引きに内心ドキドキしていた。正しくは、地下に落ちたのは静矢と輪人と犬一いつ匹ぴきだ。彼らがどうなっているかわからない。助けに行きたい。

　だが、この激しい攻こう撃げきの中では、助けに行くすべがない。自分もこの攻撃の中を生き延びることはまずできないだろう。

　助かるためには、ビゲートピアから逃にげだすのが最良の方法だ。周囲は戦車に取り囲まれているし、空には戦せん闘とう機きや爆ばく撃げき機が飛びまわり、また東京湾わんに停てい泊はくしている戦せん艦かんからのミサイルが常に見張っている状態である。

　逃げるには、外郭放水路を通っていくしかない。しかし、退路を断つために放水路にも兵士が送りこまれているかもしれない。

（人間わざでは、生きてここから逃げのびるのは、まず不可能だ……。以前、地下鉄から逃げだしたときみたいに、うまくこいつを利用できれば）

　それが、笙子がルシャナにあえて親しげに声をかけ、話を持ちかけた目的であった。

　もちろん、静矢たちと再会できてからどうするかは、さっぱり考えていない。もしかしたら、嘘がバレて、ルシャナにその場で全員八つ裂ざきにされて、輪人あたりに『きみはいったい何をしたかったのかねっ、放っておいてくれればぼくらだけなら生き延びられたのに、わざわざこの凶きよう暴ぼうな敵性少女を案内してくるなんてこのドジバカマヌケ！』とか言われそうだが、そのときはそのときである。

（地下鉄のときも、何とかなったんだ。何とかなるさ）

　やや投げやりではあったが、そうしか方法がない。

「あたしが案内してやるよ、ルシャナ。あたしも、ここから生きて逃げのびたいからね。お互いに、利害は一いつ致ちしてるわけだろ？」

「なるほど。確かに、良い考えだ」

　ルシャナは、意外に素直に納得する。すさまじい力を持つだけに、罠わなにかけられたり騙だまされたりしても怖くないのだろう。臆おく病びような警けい戒かい心しんというものは、彼女には縁えん遠どおいようだ。

（しめしめ、うまく行きそうだ。案外ちょろいじゃないか、ルシャナちゃん）

　笙子が油断してほくそえんでいると、いきなりルシャナは、心奈に籠こ手ての銃じゆうを向けた。

「では、おまえに道案内してもらうのだから、こちらの小こ娘むすめは要らぬな」

「ってちょっと待てーっ！」

　慌あわてふためいて、笙子はルシャナの腕うでにしがみつく。心奈は顔から完全に血の気が引いて、固まってしまっている。ルシャナは、笙子が自分の腕にしがみついている理由がわからず、不ふ審しんそうに目を向けた。

「……何をしているのだ、笙子」

「いいかい、ふつう人間は目の前で同じ人間が殺されるのを見てへっちゃらじゃいられないもんなんだよ！　つまり、この子もいっしょに行くんでなきゃ、案内はしない！」

「ややこしいことを言うのだな」

「ちっともややこしくない！　シュラとやらの居場所を知ってるのはあたしだけなんだからねっ、いいかい、こないだの地下鉄のときみたいに勝手に人を殺すんじゃないよ！」

　笙子は、かばうように片手で心奈の肩かたを抱だき寄よせながら、ビシッとルシャナを指さしてどなった。

　もちろん笙子だってルシャナは怖こわい。だが、もっとルシャナを怖がっている、自分より年下のか弱い（機き甲こう巨兵乗りだから、必ずしもか弱くないのかもしれないが）少女がいると、つい気張ってしまう。

　心奈は、笙子がかばってくれたので気がゆるんだのか、そのときはじめて緊きん張ちようの糸がほぐれ、カタカタと小さく震ふるえだした。ルシャナは、ぎらぎらした目で自分をにらみつけている笙子に、いかにもつまらなそうに「フン」と鼻を鳴らす。

（構わぬ。どうせシュラを見つければ、二人とも八つ裂きだ……）

　腹の底で、ルシャナはそんなことを考えながら、

「わかった。つかまれ」

　と、二人に手を差さし伸のべた。

　笙子がルシャナの右、心奈が左に抱きつき、ルシャナは大きく翼つばさを広げる。

　眼下には、破は壊かいされたビゲートピアの瓦が礫れきが落ちこんで、あちこちに大穴が開いていた。穴の底には、炎ほのおに照らされた水が、きらきらとオレンジ色にかがやいている。水路の水が、見えているのだ。その高さに、笙子と心奈は思わずすくみ上がる。

　多た国こく籍せき軍による攻撃は執しつ拗ように続いていた。ビゲートピアの全てを絶ぜつ滅めつさせるまで、終わるつもりはないらしい。笙子は、ゴクリと息をのんだ。

（腹をくくれ、あたし。怖がってる場合じゃない、こいつの力を借りなきゃ助からない。助けられない……）

　覚かく悟ごを決めながら、それでもひとつ、胸の奥おくに疑問が残る。

（それにしても……やっぱり納得いかないね。こいつほどの戦せん闘とう力があるなら、多国籍軍といっしょになってビゲートピアを攻こう撃げきして、一面焼け野原にしちまったあとで、その『マーク』が反応しなければ、完全に消しよう滅めつしたってことでいいんじゃないの？　ルシャナは、よっぽど完かん璧ぺき主義者なんだろうか？　それとも、シュラとやらを本当は……助けるつもりで探してる？）

　笙子はルシャナの横顔に視線を移したが、ただただ淡たん々たんと無表情な彼女から、その真意をはかることはできなかった。

　ルシャナは黙だまって、静かな表情で大きく翼を広げると、水路目指して滑かつ空くうしていった。







五章　折れない翼







　ルシャナたちが水路に向かったころ……その水路の中では、シュラが水陸両用車の運転席でイグニッションキーを必死に回している輪りん人とに、銃じゆう口こうを向けていた。

（どこを狙ねらうかな？　このような武器は使ったことがないので、どこを狙うのが一番良いものか、わからぬが……やはり基本としては、頭か胸を狙えば死ぬのだろうか？）

　何も知らずに背中を向けている輪人に、シュラは引き金を引こうとする。

　ふと、暗い水路の彼方かなたからガヤガヤと声が聞こえてきた。輪人の向こうから、である。

　ビクーッ、と輪人は飛びあがる。シュラは、チッと舌打ちして銃を下ろした。

（チッ……慣れぬ武器では、的が動いていては当たらぬではないか。何者だ、邪じや魔まをしたのは？）

　薄うす闇やみの中、シュラは不ふ機き嫌げんそうに目を細める。

　多国籍軍の兵士たちだった。水路の壁かべのくぼみなどに身を隠かくして、外国語で叫さけびながらシュラたちに銃を向けている。薄うす暗ぐらい水路の中でも当たるよう、レーザー照準が使われているらしい。赤い光の点がいくつも、水路の壁をホタルのように飛び回っていた。

『通信の返事が無いと思ったら、Ｃチヤーリーチームがやられているぞ！』

『たかが学徒兵と油断するからだ。ブッ殺してやろうぜ？』

　光の点が、シュラの体を包む白いシーツの上をなめる。兵士らは、からかうように、下げ卑びた笑い声を立てた。

『さすが学生だ、若い娘むすめは可愛かわいいなあ。若い娘の悲鳴ってのは、張りがあって絶品なんだよなあ』

『ど・こ・を・撃う・と・う・か・な♪　でかい胸、撃ってみよっかな……？』

　シュラは闇やみの中、目をこらして舌打ちした。

（五人か……。チッ、機き甲こう衣があれば一いち撃げきで吹ふっ飛ばせるが、この銃では無理か。倒たおせても一人。全員倒す前にわたしが倒されるのは間ま違ちがいない……）

　水陸両用車に、シュラは目を向ける。輪人の姿が無い。ハンドルの下に身をかがめ、姿を隠しているようだ。

（この『男』……！　敵は、こいつの存在には気づいていないようだ……それをいいことに、わたしに注意を向けさせてコソコソと逃にげ隠れしているのか？　偉えらそうな口をきいておいて、このクズめが！）

　シュラははらわたが煮にえくりかえり、多国籍軍の兵士らに向けようとしていた銃口を、水陸両用車に向けた。

（どうせ奴やつらに反はん撃げきしても一人しか殺せぬ、全員殺せぬのならわたしは助からぬ。一人しか殺せぬならば、一番わたしを腹立たせた人間を亡なき者にするのがスジというものだ！）

　水陸両用車の中で身をちぢこめている輪人に……彼の後頭部に、シュラは狙いを定めた。そのシュラには、多た国こく籍せき軍の兵士らが狙いを定めている。

『撃て！』

　号令の声とともに、いっせいに引き金が引かれた。シュラも、引き金を引いていた。

　しかし、そのとき輪人は、身を隠していたわけではなかったのだ。

　どうしても、イグニッションキーではエンジンがかからなかった。それでキーボックスを壊こわし、プラグどうしをくっつけて、点火させようとしていたのだ。

「ブオンッ！」

　エンジンが火を噴き、水陸両用車の背後の水が、爆ばく発はつするように飛び散った。おびただしい水が、高波のようにシュラの上に崩くずれかかる。

「わっ！」

　水にうろたえて、シュラが握にぎる銃の狙いが狂くるった。彼女の銃じゆう弾だんは天てん井じようにぶつかり、コンクリートを砕くだく。

　ぐいっと強い加速をつけて、水陸両用車が通路のほうに、半分ほど乗りあげてきた。シュラを狙って撃たれた弾丸が、水陸両用車の横腹にガガガガッと埋うまる。

　シュラはずぶ濡ぬれになって地面に座りこみ、驚おどろいて目をまるくしていた。

「お……『男』……？」

　水陸両用車の助手席の扉とびらがバターンと開かれた。輪人がシュラに手を差しのべ、叫ぶ。

「早く乗りたまえっ！」

　むろん、自力で乗ることもできたはずだった。だがシュラは、わけがわからないまま、彼の手を取った。輪人の手は冷たかった。限界まで緊きん張ちようしているのはたしかだった。そして、見た目よりも大きかった。また、節ばってゴツゴツしていた。

　彼の手がゴツゴツしている……と感じた瞬しゆん間かん、逆にシュラは、自分の手がたいそう小さく細く柔やわらかいことに気づいた。すると、急に自分が頼たよりない存在のように思えた。

　それはルシャナに差をつけられたときに感じた劣れつ等とう感かんとは違ちがう、何か不思議な感情だった。輪人の力に引っぱられて車の中におさまった瞬間、奇き妙みような安心感が胸にあふれた。

「そのへんの取っ手に掴つかまりたまえ！」

　叫びながら、輪人はハンドルを切り、アクセルを踏ふみこんだ。ギュオオオンッ、とタイヤが回転する。兵士らは怒ど号ごうを上げながら、銃を撃ちまくってきた。

『もう一人いやがったのか！　学徒兵は全員殺せ、誰一人ひとり外に出すなという命令だ！』

『無む駄だなあがきだぜ、ここの通路は水陸両用車が走れるほどには広くない！　狙ねらい撃ちにしてやるぜ！』

　水陸両用車のボディに、弾丸が埋まる。シュラは顔をゆがめた。

「くそっ、防ぼう弾だん性能がずいぶんと低いではないか！　窓を開けろ、銃で反撃する！」

「きみは、何の能力でビゲートピアに来たのか？」

　輪人の冷静な問いに対して、ぐっ、とシュラは答えに詰つまる。自分は、ビゲートピアの学徒兵ではないからだ。輪人は言った。

「ガンシューティングではなかろう。ぼくの友人は、ガンシューティングの特技でビゲートピアに入ったが、手のひらは硬いし、汚よごれてもいないのに薄うすい灰色がかかっていた。銃を撃ったとき、引き金の隙すき間まなどから硝しよう煙えんが噴きだし、火薬の粒つぶが手の皮ひ膚ふの中に入りこんでしまうのだと彼は言っていた……そんな白く柔らかい手でいられるはずがない」

「だ、だから何だ？　銃ぐらい、わたしにも撃てる！」

「だめだ、相手はレーザー照準つきの狙そ撃げき銃じゆうを持っているのだ！　相手はこちらを確実に撃ってこれるのだ、しかも相手は五人だ！　相手の五倍確実でないかぎり、撃ちかえしても勝ち目は無い。むろんぼくも銃の腕うではからきしだ、だが……」

　輪人はアクセルを踏み、ギアを一気にトップまで上げた。水陸両用車のエンジンが、

「クォオオオオンッ！」

　と、乾かわいた太たい鼓こが膨ふくれて弾はじけるような軽快な音を上げ、タイヤがギュルギュルギュルッと高速回転する。ゴムが摩ま擦さつで焼けて、生なま臭ぐさい匂においと白い煙けむりがただよった。

　それと同時に車は、通路に片方のタイヤを載のせたまま、ぐいんとスピードを上げて片輪走行で走りだす。まっすぐ突つっこんでくる水陸両用車の姿に、兵士らは悲鳴を上げた。

『くっ、来るぞ！』

『サノバビッチ！　ガキのくせに、何て運転テクだ！』

　通路でノロノロしていたら、跳はね飛ばされてしまう。兵士らは一いつ瞬しゆんためらっていたが、水陸両用車が迷うようすもなく突とつ進しんしてくるので、急きゆう遽きよ、水路に飛びこんだ。

「ギャギャギャギャギャンッ！」

　ゴムタイヤの焼ける匂いをさせ、水陸両用車は敵の包囲を突っ切って走っていく。

「だがぼくはっ！　ハンドルを握らせれば、ヤバいくらいイケてるのだよっ！　服従訓練に一発で叩き込まれるぐらいにね！　ヒャーハハハハハ！」

「お……『男』……？」

　シェラは呆然として、やや引き気味に、二重の意味で「暴走」している輪人を見ていた。

　兵士らは、水から顔を上げて、去っていく水陸両用車を見送った。

『チッ……！　情けねえな、あんなガキに翻ほん弄ろうされるとはよ！』

『水路に入った他のチームに連れん絡らくだ、ビゲートピアでの虐ぎやく殺さつの記録を残さないために学徒兵は全員殺して口くち封ふうじだと言われている！　奴らの唯ゆい一いつの逃にげ道はこの水路だ、だから絶対に、誰ひとりとしてこの首都圏外郭放水路から出すわけには行かぬのだ！」

　軍ぐん曹そうが、胸にかけていた通信機を手に取る。

　ビシュッ、と闇やみに光がひらめき、通信機が手からはじかれた。

『何！』

　軍曹が目を向ける。銃を搭とう載さいしたガーディが、キリキリと車輪を回転させながら近づいてきていた。

『護衛ロボットか！　ここまでビゲートピアを破は壊かいしてやったのに、まだ防衛システムが生き残っているのか？』

『自律ロボットかもしれんぞ。いずれにせよ、あんなオモチャなどこれでじゅうぶんだ』

　兵士らが、ガーディに銃を撃うちこんだ。プラスチックのボディが砕くだけ散り、内部の基き盤ばんが割れ、反はん撃げきすることもできずにあっという間に破壊される。

『他にも地下道をウヨウヨしているかもしれんな。Ｃチヤーリーチームも、こいつらにやられたんだろう。ま、オモチャとはいえ警けい戒かいしていくか』

　とくにガーディを気にも留めず、軍曹はふたたび通信を続けようとする。

　崩くずれるように壊こわれたガーディの後ろに、薄うす黒ぐろい影かげが揺ゆれた。

　兵士らは、ハッとして顔を上げ、軍曹の背後に視線を向ける。

『くそっ……地下は電波が悪いな。向きが悪いのか？』

　軍曹は、通信機に集中していて気づいていない。

　静かな水面から屹きつ立りつする柱、高い天てん井じよう……まるで地底の神しん殿でんのような荘そう厳ごんな首都圏外郭放水路の広い空間の中に、古代の神のように、すっくと巨きよ大だいな姿が立っていた。

『き……機き甲こう巨兵っ！　こんなところにっ？』

　兵士らの悲鳴に、軍曹もギョッとして振ふりかえった。

　機甲巨兵は、腰こしの下まで水に浸ひたっている。首都圏外郭放水路の天井の高さは十八メートル。高さ十二メートルほどの機甲巨兵は、まるで最初からこの外郭放水路の高さに合わせたかのような、ぴったりの大きさである。

　闇の中に沈しずみこむ機体は、血のように赤い。「ＲＥＤ　ＥＭＰＥＲＯＲレツド・エンペラー」という機体番号が、くっきりと書かれていた。全身に、まるでＦ１レースマシンのようにデコデコと、ステッカーがたくさん貼はられている。

『うっ、撃てっ、撃てっ！』

　軍曹は引きつった声で命令した。機甲巨兵といえば、戦車ごときでは太刀打ちできない強力な大量破壊兵器である。兵士らは軽機き関かん銃じゆうや小型ロケットランチャーを撃ちまくる。

　機甲巨兵はびくともしなかった。だが、動きもしなかった。それに気づいた軍曹が、腕を横に上げて制止する。

『ちょっ……待て、撃ち方やめ！』

　兵士らは銃を下ろした。闇の中で機甲巨兵は、水に腰をつけたまま立ち尽つくしている。

　機甲巨兵は全身にさまざまなランプがついているが、それらが全て消えている。動いてもいない。モーターなどの駆く動どう音も聞こえない。まったく静かである。

『動いていないぞ。無人なのか？』

『あっ、軍曹！　風防から血が！』

『何？　よし、見てみろ』

　命令されて、兵士が一人、水路に飛びこんで機甲巨兵の機体をよじのぼる。

　胸の部分にあるコクピットをあらためようと、風防にふれる。すでに衝しよう撃げきによってベコベコに変形していた風防ははずれかけていて、自重でギギイッ……と開いた。

　とたんに内部から、ドザアッ、と激しい音を立てて、滝たきのように血が流れだす。レッド・エンペラーの操縦者……須す磨ま原はら未み来く路ろの血だ。

　彼の体はつぶれてしまっていたが、耳にいくつもつけていたピアスが、血といっしょにキラキラ光りながら水路に落ちていった。兵士は悲鳴を上げて、水に落ちた。

『ぎゃああ！　ロボットから血がっ！』

　水の上でばたばたとあがく姿が滑こつ稽けいで、見ていた軍曹たちは笑った。

『何だ、操縦者はもう死んでるじゃないか。ハンバーグみたいにつぶれてるぜ』

『死んだ人間は何もできないぜ。あの情けない悲鳴を聞いたかよ、臆おく病びようなやつだ』

　げらげらと笑われて、水に落ちた兵士はムッとした。

『じ、自分は突とつ然ぜんのことだから驚おどろいただけだ！　死んだ人間など、恐おそろしいはず……！』

　真っ赤になりながら、反論する。

　そのとき、赤い機甲巨兵……レッド・エンペラーが、がらんどうの胸のコクピットから血をしたたらせながら、

「ギッ」

　と、わずかに軋きしんだ。

『え』

　水に落ちた兵士が、振りかえる。

　死んだと思っていた……沈ちん黙もくしていたレッド・エンペラーの、全身のランプがパパパパパッと点灯しはじめた。キュウウウウ……と、モーターが動きはじめる音がする。回転数が高まるにつれ、音の調子も上がっていく。

『な……なぜだっ？　操縦者が死んでいるのに……機甲巨兵が、生きているっ？』

　ランプが次々に点灯し、最後に、目の部分の起動完かん了りようランプがふたつ、カッと赤く燃えあがった。

「ギギイイイイイイ！」

　攻こう撃げきを受けてボロボロにゆがんだ関節を軋ませながら、操縦者のいないレッド・エンペラーが水に落ちた兵士を掴つかみあげた。

『どぎゃあああああ！』

『ばっ……化け物だ！　ロボットのゾンビかっ？』

　水に落ちた兵士が、引きちぎられ打ち捨てられる。他の兵士らが集中砲ほう火かをくらわせたが、レッド・エンペラーはクルッと向きを変えると、腕うでに搭とう載さいされた火か炎えん放射器を兵士らに向けた。ゴオオッ、というすさまじい爆ばく音おんとともに、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが上がった。

『ぎゃひいいいいい！』

　兵士らは全身炎に包まれ、あわてて水に飛びこもうとしたが、噴ふきつけられつづける炎の圧力で進めない。そのまま、赤い炎の中で黒い炭となり、その影かげも燃え落ちていった。

　あかあかと燃える炎に照らされて、真紅のレッド・エンペラーは、淡たん々たんと全身のランプを光らせ、たたずんでいた。

　ランプを光らせながら、水路の中をゆっくりと見回す。

　次の獲え物ものを探すかのように……。




　操縦者のいない機き甲こう巨兵が兵士らを全ぜん滅めつさせた……という異常なできごとを、逃にげだした輪人たちは知らない。彼らが追いかけてきていると思い、ひたすら水路の通路を片輪走行で逃げつづけているのである。

　シュラは、ホッと胸をなでおろした。

（何とか突とつ破ぱできたようだな。車も動いたし、あとはこの『男』に任せておけば……）

　身を任せることの安あん堵ど感かん、というか信しん頼らいに似た感情を、彼女は輪人に抱いだきはじめていた。しかし、ハッと我にかえって、シュラはブルブルッと首を横に振ふる。

（いや、ここまで来ればあともう少しだ。車でこの地下水路を脱だつ出しゆつしたら、すぐにこの『男』は殺すのだ。わたしの失態をルシャナたちに知られてはならぬ、秘密を知るこの『男』は口くち封ふうじせねばならぬ。わたしのプライドと、何より命のために……）

　輪人は片輪走行をしながら、カーブも鮮あざやかに曲がっていく。シュラは、あまりにも見事な運転技術にむしろ呆あきれて、思わず輪人に語りかけた。

「……器用だな、貴様」

「片輪走行など、このぼくにとっては赤子に餅もちを食わせるようなものだね！」

「用法が間ま違ちがっていると思うが」

　正解は「赤子の手をひねるようなもの」である。

「それにしても、度胸があるのだな。わたしはてっきり、おまえは臆おく病びよう者もので、わたしを囮おとりにして、自分だけ隠かくれるつもりだと思って……」

　少し感心した、というか見直した気持ちで、シュラは輪人に目を向けた。

　ところが、口では強気な輪人だったが、ハンドルを握にぎっているその顔は、脂あぶら汗あせがびっしりと噴きだして、ガマの油を採られている筑つく波ば山さんのガマガエルのようになっているのである。言っていることと実際の表情があまりにも違ちがうので、シュラは驚き、目を丸くする。

（……怖こわいのだ、この『男』）

　無理もない。追ってきているのは、完全武装した多た国こく籍せき軍の中でも、とくに白兵戦に長たけた兵士らである。体力も腕わん力りよくも武器の扱あつかいも、何ひとつ、このいかにも軟なん弱じやくで神経質そうな輪人に勝てるところなど無いであろう。

「怖いのか」

　確かめるようにたずねると、輪人は突とつ然ぜん怒おこったようなテンションで、声をひっくりかえらせて叫さけんだ。

「ばっばばばばバカを言ってはいけないよ！　えーと君……」

「シュラだ」

「修しゆ羅ら田だくん！　珍めずらしい名だな、実家はお寺かね？　ぼくは轟ごう田だ輪人だ！」

　本来、ここでシュラは自分が敵性少女であるとバレないような偽ぎ名めいを使うべきだったのだが、彼女はうっかりしていたし、輪人はテンパっていたので、なぜか話がうまくかみ合って流れていく。

「輪人……というのか。『男』の名を聞くのは、初めてだ」

「ぼくはこれでも、怖いもの知らずで有名なのだよ。特に、車のハンドルを持っている時はね！　そもそも、何を怖がる必然性があるというのだね？」

「銃じゆうを持った敵に追われている」

「なんて事ないね！　なぜならぼくのドライブテクで、すぐにわれわれはここから脱出できるからだ！　きみも、そんな杞き憂ゆうを抱いていてはいけない！　このぼくの車に乗ったからには、大船に乗った気でドーンと大きくかまえていたまえっ！　わかったかねっ！」

　輪人は異様なテンションで、叫びつづけている。

　シュラは最初、そんな妙みような輪人の態度がさっぱり理解できず、ポカーンとしていた。だが、ふっと気づいたことがある。

（……そうか！　やはりこの『男』、怖いのだ。しかも、平均以上にめちゃくちゃに、臆病で怖いのだ。今も、心の底ではオドオドビクビクとすくみ上がっているのだ。強がっているだけなのだ、この『男』は。なぜだ？　なぜ、怖いのに、そんなに強がる必要がある？　無駄な事ではないか？）

　シュラは考える。輪人に聞けば、早いのかもしれない。

　だが、ぴりぴりに糸が張りつめた状態の輪人に、「おまえは本当は怖いのだ」とは、指し摘てきできなかった。輪人の気持ちが少しは、わかるような気がしたからである。

　ルシャナを前にしたときの自分と、同じ気持ちだ。どうしても勝てるわけがない。怖いが、怖いと言えない。怖くても、負けを認めるのが悔しいから従えない。けれども負けるのがわかってもいる。だから、本当は降参したい。でも、それもできない。逃げだしたい気持ちをかかえて、戦うことしかできない。

（プライド……か）

　自分自身のプライド。そして、彼が言うところの『守るべき女』を不安がらせず、恐きよう怖ふをこらえながら意地でも守り抜ぬこうとする『男の』プライド、なのかもしれない。

（わたしにもプライドはある。だからこそ、この『男』のみじめでちっぽけなプライドを笑うことはできぬ。しかも、そのプライドが、このわたしのためならば、なおさらだ）

　シュラは、脂汗を流し、細かく震ふるえながらもハンドルを力強く握っている輪人の横顔を見て、考えこんでいた。それから、急にそんな自分がバカバカしくなって、額を押おさえ、鼻で笑った。

（フッ……どうしたことだ。『男』のプライドなど……こんな臆病者のささやかなプライドなど、どうでも良いことではないか？　弱い者は『再さい選せん択たく』でふるい落とすのだ、それがわたしの任務ではないか。このような虫ケラが何万人死のうが、気にはならぬ……何よりも、どうせ、地下水路から脱だつ出しゆつしたらこの『男』は殺すのではないか。これからつぶそうという害虫を哀あわれむ者がどこにいる？）

　シュラが助手席であれこれと考えているとは思いもよらず、輪人はふと、シュラに顔を向けた。唐とう突とつに、真しん剣けんな目を向けられて、シュラはなぜかドギマギした。

「な……なんだっ？　だしぬけに」

「少々申し訳ないが、寄り道させていただくよ！　あちらに、学徒兵の制服がかたまっている！」

　ギュルルルッ、と輪人はハンドルを切った。

　シュラが薄うす闇やみの中で目をこらすと、たしかに遠くにビゲート学院の制服に身を包んだ少年少女が十人ほど、団子のようにかたまっていた。

　しかし、彼らが何をしているものかわからない。それどころか、彼らがほんとうに学生かどうかもわからない。もしかしたら、多国籍軍のスパイかもしれないではないか？

「い、行くのか？」

「むろんだ！　この水陸両用車なら、彼らもいっしょに載のせて運べる！」

「いや。そういう意味ではなく、自分も危ないのになぜ救いに行くのだ？」

「君を巻まき添ぞえにしてしまったら申し訳ない、だが見て放っておくことはできまい！」

「知り合いなのか？」

「さっぱり知らない！　だがぼくには、彼らを救う義務がある！」

「知らない人間に対して、義務など無いだろう」

「ぼくはＣ７クラスの委員長だ！　今はわけあってクラスを離はなれ、委員長の腕わん章しようも取りあげられているが、クラスメイトたちに推すい薦せんされた。それはつまり、ぼくが、クラスで最も賢かしこく責任感と正義感の溢あふれた好感度ナンバーワンの少年だ、という証だ！」

「そういうものなのか？」

「すなわちぼくは、信しん頼らいされている！　その信頼にこたえねばならないのだ。見知らぬ人間だからといって見捨てたら、ぼくを選んだクラスメイトたちは、ぼくに失望するだろう。信頼を失しつ墜ついさせるわけにいかないのだ！」

「だが、こんなゴタゴタしている状じよう況きようだぞ。見捨てても、誰にもわからないと思うが」

「誰も見ていなくても天が見ている。天すら見ていなくても、ぼく自身が見ている！」

「自意識過剰ではないか？」

「きみには申し訳ないが、少々つきあってくれたまえ。これは、『男のプライド』の問題なのだっ！」

「いや、だが万が一彼らが……」

　シュラは途と中ちゆうまで言って、言葉をにごした。

　スパイかもしれない。そうでなくても、敵が側にいるかもしれない。攻こう撃げきされるのが怖こわくはないのか、とそう尋たずねたかった。

（だが……そんなことは、いくら愚おろかに見えようと、輪人にもわかっているはずだ。そこまでのバカ者ではあるまい。臆おく病びよう者ものだが、彼が言うところの『男のプライド』のために、助けようとしているのだ。わたしを助けたように……）

　輪人はやはり、脂あぶら汗あせをダラダラと流している。

（初めて知ったが、面白いものなのだな、『男』というものは……。見ていて飽あきぬ。わたしの思いちがいでなければ、ルシャナはひとりの『男の子』を、消し去らず『マーク』をつけて、追跡トレースし続けているようだが、その気持ちもわかるやもしれぬ。ルシャナは、『男の子』が、どこまで耐たえ抜けるものか『再選択』しつづけていたようだが……わたしに疑われて、『男の子』を処分する気になっていなければ良いのだが。なぜならルシャナが追跡している『男の子』にも、興味がある。この輪人と同じように、命令違い反はんをしてもかまわぬほど、面白い人間なのであろうから……）

　シュラはふと、自分の体に巻きつけていた包帯を少しちぎり取る。

（そうだ。こんな面白い者を口くち封ふうじごときのために殺すなど、もったいない。わたしもルシャナのように、この『男』を追跡トレースしてみたくなった。輪人は軟なん弱じやくだし臆おく病びようだし、どう考えても『再選択』を生き延びられるとは思えないが……しかし、現に今、こうやって生き延びている。生き延びるには、『女性委員会』が仮説を出している以外の要因が存在するのではないか？　ただ、武力に長たけた者だけが生き延びるのではないのではないだろうか？　それが何なのか、確かめてみたい）

　シュラは、包帯の切れ端はしを、輪人の額にスッ……と当てた。

　輪人は、何事か……と、驚おどろいてシュラに視線だけを向ける。シュラは、フッと笑って、包帯の切れ端で輪人の額をぬぐった。

「汗あせが目に入っては、運転をあやまるぞ」

「も、申し訳ない、ぼくのために」

　とまどったような輪人のことばに、シュラは突とつ然ぜん、なぜか腹が立つような気持ちが腹の底にわき、顔を真っ赤にしてどなった。怒いかりに似ているが、怒りとは違ちがう……今まで一度も、感じたことのない感情だった。

「かっ、勘かん違ちがいするな！　おまえのためではない、おまえが運転をあやまるとわたしも死ぬからだ！　わたしは自分の命が惜おしいだけのことだっ、わかったか！」

「す、すまない、修羅田さん。ちょっぴりいい気になって、思いあがっていたようだ」

　急にシュラが怒りだした意味がわからず、とりあえず輪人は謝っておく。

　シュラは、妙みようにイライラした気持ちになって、つんとそっぽを向いた。




　水陸両用車が近づいてくると、学徒兵たちの塊かたまりが崩くずれた。彼らの中から、見慣れた顔……呉くれ羽は静せい矢やが、駆かけだしてきたのだ。

「委員長！　良かった、生きてたのか！」

「おや、呉羽君ではないか。そっちの犬っコロも一いつ緒しよかね」

　輪人は通路にタイヤを引っかけるような形で水陸両用車を、半分水すい没ぼつした状態で停車し、高くなったドアからよじのぼるようにして出てきた。

　シュラも、その後に続く。チャックは、輪人に憎にく々にくしげな目を向けた。

「ひとを犬っコロ呼ばわりしてんじゃねえよ、このメガネザルが！」

「犬っコロがいるのに、琴こと川がわがいないではないか？」

　輪人に尋ねられて、静矢は表情を暗くする。

「笙しよう子こは死んだ。俺が助けにいったときにはもう、瓦が礫れきに押おしつぶされてて……」

「何だと！」

　輪人は愕がく然ぜんとして、放心状態となった。静矢も辛つらくて、それ以上話を続けられない。

　周りにいた学徒兵たちが、おずおずと口を開いた。

「あ……あの、その水陸両用車。出していただけないでしょうか……」

「あ、そうだった」

　静矢は学徒兵らのほうを振ふり返る。一人、まだ十歳さいぐらいの少年がわき腹を押さえ、ハーハーと荒あらい息をしながら仰あお向むけに倒たおれ、姉らしい少女がひざ枕まくらをして心配そうに見守っていた。
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「ちょうどいいところに来た、委員長。彼らを逃にがしてほしいんだ。Ｄクラス学徒兵だ」

「Ｄクラス……ということは、非ひ戦せん闘とう員かね」

「そうだ。さっき、ここで見つけた。ビゲートピア外がい郭かく部の農業施し設せつで働いてたが、多た国こく籍せき軍に攻撃されたらしい。ほとんどの仲間は虐ぎやく殺さつされたけど、彼らは農業用水の排はい水すい施設から、この水路に逃げこんできたそうだ」

「ぼくも、この水路の中をウロウロしているあいだに何度かそいつら多国籍軍に遭そう遇ぐうしたよ。最初はてっきり、敵性少女の攻撃かと思っていたが……。まったく、日本を食い漁ろうとするハイエナなどに殺されてたまるものか！」

　輪人は、水陸両用車の扉とびらを押さえ、中にいざなうような身み振ぶりをする。

「ぼくの運転テクならば全員乗ってもだいじょうぶだ、こんなところでグズグズしていると多国籍軍に追いつかれてしまうぞ！　彼らは、われわれを皆みな殺ごろしにして、悪行の口封じをするつもりだからな！」

「助かったわ。乗りましょう」

　怪我けがをした少年を、少女は抱だき上げる。だが、数人の学徒兵はひざを抱かかえて、ブルブルと震ふるえていた。敵性少女の度重なる攻こう撃げきで受けたトラウマが、今回の虐殺でふたたびよみがえったものらしかった。彼らは激しく首を横に打ちふり、真っ青になって叫さけんだ。

「む、無理だ！　ここから逃げてどうなるんだ、敵は多国籍軍なんだろう？　てことは、日本は他の国に分断統治されるんだ。そのうえ、俺たちを守ってくれた大いなるビゲートピアはもう無いんだ！　俺たちはドレイになるか、虫ケラみたいに殺されて、生きていける場所なんて無い！」

「何言ってんだ、どこでだって生きていける！」

　静矢は拳こぶしを握にぎって、彼らにむかって叫んだ。

「ビゲートピアでラクして暮らしてるうちに、生きる力を無くしたのかよ？　それとも、服従教育で心が折れちまったのか！　ビゲートピアが無ければ生きていけないと思わされてるだけだ、荒こう野やでも人はちゃんと力強く生きてる！　ビゲートピアが無くても、命さえあれば生きていける。ここでぐずぐずしていたら、その命が無くなるんだぞ！」

「いいこと言うじゃねえか、静矢」

　チャックは鼻を鳴らす。しかし、少年たちはなおも震えていた。シュラは、軽けい蔑べつするように鼻を鳴らし、輪人に言った。

「この者らは、生きる力を失っているのだ。生きる力の弱い遺伝子はいずれ滅ほろびる運命、さっさと『選別』して切り捨ててしまうがいい。われわれだけで逃げよう、敵はまもなく来るかもしれぬぞ」

「委員長、この娘こは？」

　静矢が、薄うす着ぎの上、人形のように美しく、どことなく雰ふん囲い気きがルシャナに似ている彼女に不ふ吉きつなものを感じながら、尋たずねた。輪人はメガネの位置を直しながら、答える。

「ああ、修羅田さんだ。先ほど、多国籍軍からぼくが華か麗れいに救いだしたのだよ。男たるもの、女性を守ってこその存在意義ではないか」

「なるほど。いつもヒステリーで怖こわがりの委員長が、今回いやに肝きもがすわってるなーと思ったら、そういうわけか」

「きっ、きみっ、呉羽君！　そーゆーことは彼女の前で言わないでくれたまえるかねっ、名めい誉よ棄き損そんで訴えるぞ！　ぼくはタフガイのイメージで売っているのだよ！」

「委員長、それ詐さ欺ぎだぞ。刑けい事じではＯＫでも民事でアウトだと思うぞ」

「と、ともあれ！　修羅田さん、そんなに心配しなくともちゃんときみは無事に外に出すから、心配するのはやめたまえ！　ただぼくは、委員長として、助けられた人々を見捨てて命惜おしさにとっとと先に逃げたなどと、言われたくないのだよっ！」

「見栄っ張りだな」

「人間の半分は見栄でできているのだ、すなわちプライドだ！」

　輪人はそう叫ぶと、ビシッと学徒兵たちを指さす。

「というわけで、何が何でもプライドにかけてぼくは全員を救い出す！　さあ君たち、心を鼓こ舞ぶせんがためのぼくの呼びかけはどうだ、心を動かされたことだろう！　遠えん慮りよせず立ち上がりたまえ、ともに逃げようではないか！」

「何を言っても、こいつら動かないんだよ、委員長」

　静矢は、深いため息をつく。チャックがキャンキャンと叫んだ。

「いいからこんな奴やつら、放っていこうぜ。心が死んでるやつは、助けてやってもどうせ死んじまうのさ」

「輪人。グズグズしていると、われわれまで危ないぞ！」

　シュラもそううったえたが、輪人はあくまで、首を横に振る。

　静矢の場合は、心から彼らを避ひ難なんさせようとしている。肝の据すわった冷静さと、確固たる理想と意思の力がある。

　だが、輪人はただの優等生の偽ぎ善ぜん者しやである。自分も今にも逃にげ出したいほど怖いのに、見栄の力だけで自分をふるい立たせ、震えながら綺麗ごとを語るのである。

「ぼ、ぼくは恐おそれはしない！　彼らを意地でも助けてみせる！」

「そんなことを言っていると、死ぬぞ。生きたくはないのか？　生きることが生きる者の本能ではないのか？　『男』の考えることは、わたしにはさっぱりわからぬが、そこまで言うのならば手を貸してやらぬでもない……」

　ふと、シュラは胸に巻いていたシーツを、はらり、と取った。

　輪人はびっくりして、とまどう。静矢もチャックも、目をまん丸にした。死んだような表情の学徒兵たちも、全身に電気が走ったように、シャキーンと力が入る。

「ななななな何をしているのだっ、修羅田さん！」

　くそまじめな輪人は、あわててシュラのシーツを巻きなおした。

　学徒兵たちは、生気を取りもどして、頬ほおを赤らめざわざわする。

「み……見えた？　見えたか？」

「ぼんやりしてた、見てなかった……も、もう一度やってくれないかな」

　シュラは、フンと鼻を鳴らし、学徒兵たちをビシッと指さした。

「そうとも、生きることは本能、その本能が弱っているのならば本能にうったえかければよいのだ！　『男』の本能に！」

　彼女は、続いて水陸両用車を指さす。

「本能を取りもどしたなら早く乗れ、わたしはこのような所に長居する気など無い！」

　まるでカリスマのようだった、あるいはシャーマンか。太古、女性はその生命を産み育てるという大地母神的な神性より、シャーマンとされ崇すう拝はいされ、神がかりなその力で原始の人々を総すべた。まさに学徒兵らもそのごとく、シュラの命令に従順にしたがい、ぞろぞろと水陸両用車に乗りこむ。静矢は驚おどろいて、口笛を吹ふいた。

「すごいな、彼女。ビデートピアに来た特技は何なんだ？　催さい眠みん術じゆつか？」

「知らない、まだ聞いていない。生きのびてから、ゆっくり聞こうと思っているのだ」

　輪人は腕うで組ぐみをして、遠目にシュラを見つめている。ふふん、と静矢が笑った。

「惚ほれたな」

「美しく聡そう明めいではないかね。惚れないわけがなかろう。彼女の前では、ぼくの利己的なヘタレ心の中に英えい雄ゆう的な勇気が湧わきあがってくるのだよ」

　学徒兵たちが水陸両用車に入りこんでいるとき、

『ぎゃああああああ！』

　すさまじい悲鳴が聞こえて、静矢はギョッとする。

　火だるまになった多た国こく籍せき軍の兵士らが、すさまじい形相で走ってきた。

『たすっ……助けっ……！』

　断だん末まつ魔まの叫さけびを上げながら彼らは倒たおれ、燃える。静矢は、驚いて彼らを見下ろした。

「多国籍軍の兵士がやられてる？　どういうことだ、ビゲートピアにはもうほとんど戦う力は残っていないはずだろ？」

「何かいるぞ、静矢！」

　チャックが、闇やみの彼方かなたに向かってうなった。放水路の薄うす闇やみの中、機き甲こう巨兵が立っていた。ショッキングピンクの機体、特とく徴ちよう的てきな形……静矢が昔から見慣れた機体である。

「心ここ奈なか？」

　助け舟ぶねが出たのだ、と思った。一いつ瞬しゆん、安あん堵どした。

　ところが。

　その後ろにも、そのまた後ろにも……機甲巨兵が立っている。全て同じ、心奈の機甲巨兵ココタンである。ココタンばかり、十機もある。

　ただし、「ＫＯＫＯＴＡＮ」という機体番号は書かれていない。量産型なのだろうか。しかも新品で、機体には傷ひとつない。静矢は驚いて、目をぱちくりとした。

「ど……どうして、心奈の機甲巨兵がこんなに何台もあるんだ？」

「細かいことを言うな、呉羽くん！　味方ならば、多ければ多いほど良いではないか！　全機、出しゆつ撃げきしろ！　日本を侵しん略りやくする多国籍軍を、追い出してしまえ！」

　輪人はのんきに喜んでいた。

　ココタンの全身に光っているランプが、不気味に点てん滅めつしはじめる。はっ、とシュラが表情をこわばらせた。

「よけろ、輪人！」

　シュラは、輪人を蹴けり飛ばす。

「ごふっ！」

　輪人は十メートルも吹っ飛ばされたが、その直後、彼がいた場所にいっせいに機き銃じゆうが撃うちこまれた。

　水路の壁かべがはじけ飛ぶ。輪人は、鼻からボタボタと鼻血を流していた。静矢とチャックも、目をこする。

「心奈じゃないぞ。心奈なら、俺たちを攻こう撃げきするわけがない……多国籍軍を攻撃したからって、単純に俺たちの味方ってわけでもなさそうだな」

「っていうか、なんで味方の学徒兵を攻撃すんだよ！」

　チャックのことばに、静矢はハッと、さっきガーディが大だい門もん軍ぐん造ぞうの秘書らを撃ったことを思いだす。

「もしかして……誰も乗ってないのか？　自動操縦なのか？」

「それにしたって、味方の機械がなんで俺たちを狙ねらうんだよ。そんないいかげんなプログラムで動いてるのかよ？」

「ビゲートピアが、学徒兵や秘書を消そうとしてる……？　多国籍軍の兵士も俺たちのことも、皆みな殺ごろしにしようとしてるんじゃないのか？」

「どういうわけか知らないが、やっかいなことになってるってわけだな」

　と、チャックが緊きん張ちようしたようすで舌なめずりをした。ココタンが、ロケットランチャーを静矢たちに向ける。

「させるか！」

　静矢は手にした銃、ブルホーンを撃った。銃じゆう弾だんはロケットランチャーにぶつかり、誘ゆう爆ばくして、ココタンの片かた腕うでをもぎ取る。輪人は驚いて、目を丸くした。

「き、機甲巨兵を拳銃一丁で傷つけたっ？」

「どうも、さっきのガーディの動きにしても……今、まだ何かシステムが立ち上がっている途と中ちゆうという感じがするんだ。まだ、この機甲巨兵どもは完全に目覚めてない。今のうちなら逃にげられるぞ、委員長！」

「わ、わかった！　機甲巨兵が目覚める前に逃げ切るぞ！」

　輪人が、水陸両用車の運転席に乗りこむ。静矢は、ブルホーンの弾倉マガジンを交こう換かんしながら、言った。

「俺は足止めをする。彼らを無事な場所に送り届けたら迎むかえに来てくれ、委員長」

「いっしょに逃げよう……と言いたいが、それが良さそうだな。この人数では、いかにぼくの運転テクがあろうと、また機甲巨兵がまだシステム立ち上がり中であろうと、脚きやく力りよくだけで逃げ切るというわけには行かなそうだ。修羅田さん。きみも乗りたまえ、安全な場所まで逃げるのだ」

　輪人に呼ばれて、シュラは、紅の目を彼にそっと向けた。

「……おまえは、車のことならばエキスパートなのだろう」

「も、もちろんだが、それがどうしたのかね？」

「十人もの人間を乗せ、どれぐらいの速度で逃げられるのか、当然わかっているだろう。そして、機甲巨兵の完全起動までの時間を考えると、どう考えてもよほどの奇き跡せきでもないかぎり、間に合わないことも、わかっていないはずはない」

　ギクッ、と輪人は表情をこわばらせた。てっきり、シュラが心配しているのだと思って、励はげますように空元気を振ふるう。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ、心配はいらない！　必ずきみたちを助けてみせる、早く乗るのだ！」

「そうだ、ここは俺たちが食い止めるから急げ！」

　静矢にも言われて、シュラはそっと、先ほど兵士から奪うばった銃を出した。

「わたしも、協力しよう」

　シュラのことばを聞いて、輪人は心臓がひっくりかえるほど驚おどろいた。

「まま、待ちたまえ、修羅田さん！　女性に戦わせるわけにはゆかない、それにきみは怪我けがもしているではないか！　呉羽くんに任せて、きみは逃げておきたまえ！」

　チャックは、驚きを通りこして、半笑いになる。

「おいおいお嬢じようちゃん、勇ましいのは結構だが、静矢に任せておきな。それとも、あんたもガンシューティングが特技なのかい？」

「特技というわけではない。ついでに言えば、わたしは学徒兵でもない」

「え……！」

　輪人は短く叫さけんだ。シュラは一いつ瞬しゆん、ためらう。彼の敵である、と名乗ることを……。敵性少女を、輪人が「残ざん忍にんな鬼き畜ちく」と言った言葉が、よみがえるたびに胸に突つき刺ささる。可愛がっていた妹を、殺されたと……。

　しかし、名乗らなければ、この愚おろかなまでのプライドを持つ真っ正直な少年は、あくまでもシュラを守ろうとするだろう。

（まったく、真っ先に死ぬタイプなのだからな、輪人は……）

　小さくため息をつき、意を決して、シュラは口を開いた。

「制服を着ていない時点で、おかしく思わなかったか、輪人？　わたしは機き甲こう少女……貴様らが敵性少女と呼んでいる。名は、修羅田ではない。アッ＝シュラ……という」

「ええ！」

　輪人の表情がこわばった。

　恐きよう怖ふ、嫌けん悪お、憎ぞう悪お……敵性少女に向けられて当然の、全てのマイナスの感情が、彼の表情の中をぐるぐる回っている。予想どおりの反応に、シュラは苦笑いする。

「ま、まさか……！　敵性少女なら、なぜぼくをすぐに殺さなかったのだ！」

「利用したのだ、出口も機甲衣の場所もわからなかったからな。わたしも生き延びたいのだ。そして、おまえとその車で逃げたところで、機甲巨兵に襲おそわれることは見えている。それよりは、ここで今、機甲巨兵が目覚める前に叩たたいておくほうがまだ、生きる可能性は上がるというものだ」

「だが、おまえは機甲衣を着てないだろ。知ってるんだぜ、機甲衣が無けりゃおまえらはただの女の子だって……どうやって戦う気だ？」

　不ふ審しんそうに尋たずねた静矢に、シュラはギラッと鋭するどい目を向け、前まえ髪がみをかきあげながら銃じゆうを突きつけた。静矢はギョッとして、固まってしまう。

「わたしを愚ぐ弄ろうするな。殺すぞ」

「だ、だけど事実だろうが」

「機甲衣が無くとも戦える。意地がある。プライドもある。わたしたちはそう創つくられているし、そう教育されている」

　輪人は、とまどっていた。そのとき、水陸両用車の後部座席で、傷ついていた少年が「ごふっ」と、引っかかるような咳せきをした。姉が、悲鳴じみた叫びを上げる。

「早く出発して！　骨が折れてるの、長いあいだ無理な姿勢を取らせるのは危険だわ！」

「あ……そ、そうだ、もしかして……」

　輪人はトランクのスイッチを入れた。パカッと後部のトランクが開くと、中から機関銃や、使い捨ての小型バズーカなどが出てくる。静矢は、ハッと目を輝かがやかせた。

「武器か！」

「や、やはり搭とう載さいされていたか！　取れ、これで戦ってくれ！」

　静矢とシュラは、大急ぎで銃を下ろす。シーツしか身につけていないシュラは、銃を装備するため、ガンベルトを素す肌はだに巻きつける。それを見て、学徒兵らが叫んだ。

「おいっ、何考えてるんだ！　せっかく丸まる腰ごしの敵性少女に武器を渡わたすなんて、俺たちを攻こう撃げきしてきたらどうするんだ！」

「あっ」

　輪人は目をぱちくりする。正直……そんなことは、考えてもいなかったのだ。

（どうしたことだ。ぼくは……シュラを、信用しているというのか。ぼくの家族も皆みな殺ごろしにされたというのに……残忍無比な敵性少女を？）

　混乱している輪人の前で、シュラは機関銃を片手に下げ、冷ややかに言う。

「そいつの言うとおりだ。わたしの気が変わる前にさっさと逃にげろ」

「うっ……！」

　シュラの目は恐おそろしかった。三年前の攻撃や、炎ほのおに包まれた故郷……東京の高級住宅街のさまを思い出し、輪人は恐怖にかられてアクセルを踏ふみこむ。

「く……呉羽くん、死ぬなよ！」

　水陸両用車が駆かけ去る。静矢は、不審そうにシュラにたずねる。

「自じ称しようフェミニストの委員長は、ああ言わないと行かないと思ったのか？　だから言ったのか？」

「何のことだ。わたしは自分のために戦うだけだ、生きのびることも任務のうちだ」

　シュラの表情は冷ややかで、その真意ははかれない。だが、静矢の心の中にはたしかに、ひとつの疑問が膨ふくらんできつつあった。それは、地下鉄から脱だつ出しゆつしたときに、一いつ瞬しゆんルシャナが見せた表情に気づいてからずっと、引っかかっていた疑問だった。

（敵性少女にも、心があるのだろうか。彼女らは、何を考えているのだろうか……）

「静矢っ、ボーッとしてんじゃねえぜ！」

　チャックの鋭い声に、静矢はハッと我にかえった。

　機甲巨兵が、まだ動きはぎこちないながらも、静矢につかみかかってきたのだ。静矢は銃を向けようとしたが、間にあわない。

　その瞬間、シュラが短針銃ニードルガンを機甲巨兵の水面下の太ふと腿もものランプに撃うちこみ、チャックが静矢の足もとにすべりこんでいた。

　ランプに撃ちこまれた針は電極となり、水が導電体となって、ランプ周囲の回路がショートする。そのわずかな異常電流のために機甲巨兵の動きがずれ、腕うでは静矢の頭の上をかすった。チャックのおかげで足をとられた静矢が、床ゆかに伏ふせるような形になったのも功を奏していた。

「チッ……衝しよう撃げきを吸収する柔じゆう軟なんな金属を使っているのだな。短針銃でも、ランプひとつしか潰つぶせぬとは、役に立たぬ！」

　シュラは短針銃をガンベルトにしまい、まだ破は壊かい力を期待できる重機関銃を手に取った。

「静矢っ、こいつの弱点は！　心奈さんのと同じ機なら、ゲームにさんざつきあってたおまえなら知ってるだろ！」

　チャックが叫さけぶ。だが静矢は一瞬、ためらった。

　たしかに知っている。心奈がいつも気にしていたのを、静矢は覚えている。




　まだ平和だった時代、四年前……。

　そのころ、心奈はまだ新しいパソコンを買ってもらう前で、小こ遣づかいでインターネットカフェに入っては、機き甲こう巨兵のゲーム「フライトファイター」にハマっていた。そのときはまだ静矢は、心奈が熱心にやっているゲームがそれだとは、知らなかったのだが……。

　小学四年生にしては、たくさん小遣いをもらっていたのであるが……そんな彼女が恐きよう喝かつでもされないかと心配で、静矢はよく、ついて行っていた。

「うぅーん。やっぱりもういいや！」

　半時間近く、ロボットカスタム画面をにらんで悩なやんでいた心奈が、両手足を椅い子すの上に投げだした。当時、小学六年生だった静矢が、退たい屈くつして隣となりでレンタル漫まん画がを読んでいたのだが、不審そうにたずねる。

「さっきからずっと、何やってんだよ？」

「肩けん甲こう骨こつのあたりに、姿勢制せい御ぎよ用の補助バーニアをつけてるの」

「何言ってるのかわからないけど……何かのゲームだな？」

「バーニアにつながってる気化燃料チューブが、ロボットの外に出ちゃってるから、ここをやられると気化燃料がドカンといっちゃうの」

「中に入れればいいだろ」

「配管とかの関係で、ここにしか置けないの。中に入れるとコクピットの近くに燃料気化ユニットが来ちゃうから、コクピットが猛もう烈れつ暑くなるんだ」

「じゃ、分厚いカバーでもつければいいだろ」

「飛行性能が落ちちゃうもん。……やっぱいいや、このままで」

「でも、よくわからないけど、そこを狙ねらわれたら負けちまうんじゃないのか？」

「敵に背中を見せなきゃ狙われないところだもん。敵に背中を見せた時点で、心はもう負けてるんだからいいのよそれで」

「カッコいいことを言ってるような、よくわからないような……」

「どうにかカバーできる方向で行ければなぁ。お兄ちゃん、何かいいテ無い？」

「っていうか、そもそもおまえが何のゲームをしてるのかもわからないし」

「あー、早く新しい自分のパソコンが欲しいな！　中学生になったら買ってくれるって言ってたけど、待ちきれない！」

「高学年になったら、調べ学習が授業に入ってくるぜ」

「あっ、それナイス！　よし、その線でママに頼たのんでみよっ！　さすが静矢お兄ちゃんだね、いざってときに頼たよりになるんだよね。あっ、心奈もういいから、お兄ちゃん、ガンシューテングやってみる？　ここのネットカフェ、たしかガンコンも貸してくれたよ」

　にこにこと笑う子供っぽい心奈は、本当に可愛かわいくて……。




　では、ない。

　今は心奈との懐なつかしい思い出にひたっているときではない。目の前の量産型ココタンを、どうにかせねばならないのである。

（だけど、これは心奈の機だ。こいつに弱点を教えて、次に戦場で会った時、心奈の機が墜おとされるかもしれない……）

　ためらう静矢は、ぐっと口を閉ざす。シュラがそれに気づいて、鋭するどい声でどなった。

「何か知っているのだな、貴様！　言え、こいつらを全ぜん滅めつさせないと輪人たちも危ないのだぞ！」

「だ、だが……」

　迷っていた時、ココタンが全機いっせいに動いた。静矢はギョッとする。全身のランプが、まばゆく光っていた。

「しまった……システムが起動完かん了りようしたのかっ？」

「撃うてっ、静矢！」

　チャックの怒ど鳴なり声に誘さそわれて、静矢は思わず補助バーニアを撃った。

（しまった、うっかり……！）

　だが、弾だん丸がんはバーニアに当たると「チッ」と小さな音を立てて、それてしまう。

「何っ？」

　静矢は目を見開く。弱点であるバーニアは、表面を硬こう質しつの高分子皮ひ膜まくでツルツルにコーティングしていたのだ。弾丸は、軟やわらかいものを撃つには向いているのだが、弾丸そのものが回転しているため、硬かたい曲面が非常に苦手である。回転する勢いですべって、ほとんど衝しよう撃げきも与あたえずに弾はじかれてしまうのである。

（そう言えば……あのあと、心奈と代わってガンシューティングをした。ヘルメットを狙ったら全部弾丸がはじかれて……そうか、心奈はあの俺のプレイを参考にしてカスタマイズしたんだ！　硬質で摩ま擦さつの少ないコーティングをすれば、特に新しい装そう甲こう部品をつけなくても、バーニアへの被ひ弾だんは大おお幅はばに減らせる……！）

　静矢は青ざめた。心奈に、機き甲こう巨兵を操る天才的な才能があるのは既き知ちのことではあったが、その天才のために、たったひとつの弱点すら封ふうじられてしまった……。

「わかった、あれが弱点なのだなっ！」

　シュラは重機き関かん銃じゆうを片手に、機甲巨兵の背後を狙って突つっこんでいく。静矢は慌あわてて、止めようと手を伸のばしながら叫さけんだ。

「バカ、待てっ！　違ちがうんだ、コーティングが変わってて……！」

　重機関銃の台座を立て、シュラは引き金を引いた。バリバリバリッ、と雷かみなりのような音がして、銃口に直径一メートルにもなる炎ほのおの花が開く。

　だが、高速回転する銃弾は残らずコーティングにはじかれ、軌き道どうがそれて天てん井じように突き刺ささる。シュラは、ギョッとして固まった。機甲巨兵が、振ふりかえる。

「退けっ、やられる！」

　静矢の叫びは間に合わなかった。足止めのために撃ったブルホーンも、機甲巨兵の装甲にはまったく歯が立たず、気をそらす役にも立たなかった。

「タタタタタ！」

　機甲巨兵の肩かたに装着された機銃が、シュラを蜂はちの巣にした。

「ぐふ！」

「シュラ！」

「やばいぞ、あの女！」

　全身から血を噴ふき上げ、シュラは立っていられなくなって、ひざをついた。静矢とチャックが駆かけ寄よろうとしたが、

「来るな！」

　シュラは、血を噴きながら怒鳴った。静矢たちは、ギクッとして足を止める。

　痛みに震ふるえる手で、シュラはガンベルトにさしていた短針銃を取った。機甲巨兵は、すでにシュラは死に体と見なしたのか、静矢のほうに向きなおり、彼女に背を向けている。

「離はなれていろ、考えがある」

「な、何を言ってるんだ？　何をする気だ……」

「離れろと言うのだ、おまえは生きねばならん！　輪人に伝えるために……わたしは生きのびたと」

　チャックは、喉のどの奥おくでうめく。静矢が、信じられないようにたずねる。

「……死ぬ気か、おまえ……？」

「この傷で生きていられるわけがなかろう」

「いや、そういう問題じゃなくてだな」

「輪人は、女を守るのが男のプライドだと言った。いかに敵といえども、女の犠ぎ牲せいで命を救われたと聞けば、プライドが傷つくだろう。『男』というものの考えにふれるのは初めてで、わたしにはよくわからぬこともあるが……そのプライドとやらを守るために、おまえは生きて伝えねばならぬのだ。それが、わたしのプライドだ……」

「ちょっと待て！　何を守るって、何もかも破は壊かいしたおまえが……」

「行け！　猶ゆう予よは無いぞ！」

　シュラはそう言うと、機甲巨兵の背中に向けて短針銃を撃った。

　トストストスッ！　と、軽快な音を立て、補助バーニアのノズルに穴が開く。

　ハッ、と静矢は気づいた。とっさにチャックの横腹を片手で抱だきあげ、走りだす。チャックが驚おどろいて、叫んだ。

「なっ、何すんだ、静矢！」

　ノズルから、気化燃料がプシューッと噴きだす。まだシュラが生きていたことに気づいた機甲巨兵が、クルッと振り返って機銃を向ける。

　シュラは壁かべに背を当て、必死に立つ。

「そうだ、撃つがいい。わたしはまだ生きているぞ……生きているものを攻こう撃げきするのだろう、貴様らは」

　機甲巨兵が、いっせいに機銃を撃うった。血にまみれたシュラの紅あかい唇くちびるが、笑みの形にゆがむ。

「これで守れた……な。わたしが守ろうと思うとは……不思議なものだ、『男』というものは……」

　シュラの全身を、銃弾が貫つらぬく。長い髪かみが尾おを引きながら、シュラは大きく目を見開いたまま、ゆっくりと倒たおれる。

　放水路に充じゆう満まんした気化燃料に、機銃から放たれた火が引火する。機銃銃口を中心にして、赤い炎が花開くように次々と引火し、機甲巨兵の全身を包む。炎が補助バーニアのノズルから逆流して、液体燃料に至った瞬しゆん間かん、静矢は水路の角を曲がっていた。




　ドオッ。

　密閉空間に充満したガスが爆ばく発はつし、天井が噴ふきあがった。そのころにはもう、ビゲートピアの地上部は完全に瓦が礫れきと化していた。

　が……瓦礫を噴きあげ、赤い炎の柱が天にいたる。その中から、無数の機甲巨兵が飛びだした。ビゲートピアを包囲し、陥かん落らくも目前だ……と思っていた戦車部隊は、その姿にパニックを起こす。

『な、何だ、あれはっ？　機き甲こう巨兵はすでに、ほとんど墜おとしたのではなかったのかっ？　一機ずつしかなかったのではないのか？　機甲巨兵乗りの人数分しか……』

　ココタン。レッドエンペラー。ナムサン。その他、様々な機甲巨兵が、自動操縦の量産型となり、戦車部隊をいっせいに殲せん滅めつにかかる。

　ビゲートピアができてからのこの三年……機甲巨兵は、未熟なＡＩを搭とう載さいされたテスト版でしかなかったのだ。本体の改良を重ね、敵性少女と戦せん闘とうを重ね、機甲巨兵乗りの天才的な戦い方のパターンをデータ化して、ＡＩを育ててきた。その無敵の戦闘ＡＩが、ついに目覚めた……システム起動完かん了りよう、したのである。

　すでに、機甲巨兵乗りは必要ではなくなった。機甲巨兵たちは自分の意思で戦いはじめたのだ。広大な首都圏外郭放水路を格納庫として、備び蓄ちくされた機甲巨兵の数、およそ一万機。

　多た国こく籍せき軍は、たちまち壊かい滅めつした。ビゲートピアもまた死に絶えていたが、機甲巨兵らが立つ瓦礫の底に、ゲージ型のランプが光っていた。

　いまだシステム起動途と中ちゆうのゲージのランプは、ひとつ、ひとつと点灯していく。ビゲートピア全体が、低くうなるように揺ゆれていた。




　首都圏外郭放水路は、放水路というだけあって、東京湾わんまで来れば出口となる。

　朝が近づいていた。ビゲートピアで続いていた戦闘ももはや終しゆう了りようし、多国籍軍は影かげも形も無い。

　東京湾に停てい泊はくしていた軍ぐん艦かんも、量産型機甲巨兵の攻撃を受けてあっという間に沈しずんだ。暗い海にオレンジ色の炎ほのおが、不知火しらぬいのように燃え上がっているのを、ビゲートピアから逃にげてきた学徒兵士たちは、とほうにくれて見ていた。

　その数、百人あまり。戻もどってきた輪人が、放水路に逃げのびた学徒たちをピストン輸送して救った成果だった。

（一万人いた学徒兵が、百人か……）

　降り注ぐ瓦礫をくぐり抜ぬけ、水路を守るガーディと水路に侵しん入にゆうした多国籍軍の戦闘の流れ弾だまに当たってボディがボロボロになった水陸両用車にもたれながら、輪人は、疲つかれたため息をついた。いつもそれなりに気にしてセットしている髪は乱れ、メガネのフレームもゆがんでしまっている。

　無茶な運転を続けたため、水陸両用車のガソリンはすっかり使い切られて無くなっていた。もう、一メートルも動かない。

　この百人をこれからどうするか、疲れきった今は考えることもできないが、しかし取りあえず命さえあれば、あとはどうにかなる。そのことを、三年前の敵性少女の攻こう撃げきを経験して、輪人はじゅうぶん知っている。

「敵性少女、か。たった百人だが、それでもここまで頑がん張ばれたのは、彼女の……」

　思わずそう口走ってから、ハッと気づき、ブルブルッと首を横に振ふって、

「……いや！　呉羽くんの、おかげ、だ！　水路を探しまわったのに見つからない彼を、ぼくは心配しているわけなのだ！　彼女のことなど、考えてはいないぞ、全然っ！」

　と、自分自身に言いきかせるように、叫さけんでいた。




　悪夢の一夜が終わり、穏おだやかな朝の光が、静かな廃はい墟きよと化したビゲートピアを照らす。

　外郭放水路は、天てん井じようのあちこちが破は壊かいされ、光がさしこんで、荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きをかもし出していた。本物の神しん殿でんの廃墟のようだった。

　ここに置かれていた機甲巨兵は全て地上に出ていた。破壊されたガーディと多国籍軍の屍しかばねが、累るい々るいと転がり、昨晩ここで行われた地じ獄ごくのような戦闘を彷ほう彿ふつとさせる。

　血まみれの道を、静矢は歩いていた。靴くつが血に染まる。忠実な親友、チャックもまた、その足を血に染めてついてきていた。

　すさまじい戦闘の中、二人はじっと身をひそめていた。あまりにすさまじく、外に出ることができなかったのだ。

　静矢は、兵士の死体から突撃銃アサルトライフルを拾った。ときどき、まだ生きているガーディがいた。それを撃うつためだった。

「ＡＩが戦ってる……ってことは、ビゲートピアのＡＩが、多国籍軍だけでなく学徒兵まで排はい除じよしたってことか？　何かのプログラムミスなのか？」

「あるいは最初から、学徒兵はＡＩを育てるための道具でしかなかったのか……だな」

　チャックが歩くたびに、ピチャピチャと、粘ねばっこい血の音がした。

「何のためにだ？　このビゲートピアってのは、生き残りを集めて日本を再興するために作られたとばかり、俺は思っていたんだが」

「とりあえず、ここから逃げるのが先決だぜ。ったく、あのメガネザル、俺たちが迷子になってるってのに迎むかえにも来やがらねえ。俺は見た目は可愛かわいい子犬っぽいが、それはチワワだからであって、人間の年齢としにすりゃガチでオヤジだぜ。ちっとは年寄りをいたわれってんだよなぁ」

　愚ぐ痴ちっていたチャックが、ふと、くんくんと鼻を動かした。

　静矢も、はっと足を止める。

　光がいくすじもさしこむ放水路の行く手に、シュラの姿があった。

「あの女だっ！」

　チャックは警けい戒かいして、低く身構える。

　シュラは壁かべを背にし、崩くずれるように座っていた。流れ出した血は、すでにどす黒く固まっていた。静矢は、その姿を見ながら、チャックの背を軽く叩たたく。

「大だい丈じよう夫ぶだ、チャック。死んでる」

　そう言われて、チャックは警戒をといた。

　おそるおそる近づくと、確かにシュラは死んでいた。全身に被ひ弾だんしたうえ、爆ばく風ふうでここまで飛ばされて、壁にぶつかり止まったのだろう。壁のはるか上のほうに、はじけたような血がくっつき、そのままずり落ちるように血の筋が残っていた。

　チャックは、シュラの顔を見上げた。首を垂れた彼女の目は光を失い、白い肌はだを包む包帯は、爆炎に焼かれてあちこち焦こげていた。

「敵性少女も死ぬのか……こいつらは、何だったんだ？　人間なのか？」

「わからない。この死体を調べれば、わかるのかもしれないが……」

　しかし、それができる人間が生き残っているのだろうか、という疑問を、破壊された水路を見ながら絶望的な気持ちで抱いだきつつ、静矢はシュラの死体に手を伸のばす。

　そのとき、光の中から天使が降りてきた。ように、見えた。

　ファサ、ファサ……という、やわらかな羽ばたきの音に、静矢は顔を上げる。黄金の光に照らされた、白銀の少女ルシャナだった。

「ルシャナ！」

　静矢は緊きん張ちようして、アサルトライフルをかまえる。が、彼女が両りよう脇わきに、すっかり疲つかれ果はてた顔をしている笙子と心奈をかかえているのを見て、慌あわてて下ろした。

「って……えっ？　心奈っ？　笙子っ？」

　なぜルシャナが心奈と？　笙子は死んだはずではなかったのか？　あまりにも疑問だらけで、静矢はとまどい、固まってしまう。

「お兄ちゃん！」

　心奈は静矢の顔を見ると、まだ地上まで距きよ離りがあるのに、ルシャナを突つき飛ばすようにして離はなれた。落ちてきた心奈を、静矢は焦あせって受けとめる。

「ばかっ、何してんだ！」

「お兄ちゃん！　生きてたんだっ、お兄ちゃん！」

　心奈は、ぼろぼろと涙なみだをこぼしながら静矢の首に抱きつく。チャックは静矢の足元で、チッと舌打ちした。

「おいおい、心奈ちゃん。俺もいるんだけど、ちっこくて見えてないのかな？　そう思っておこうかな？　ま、静矢が生きてるってことを心奈ちゃんに知らせるのが俺の目的だったわけだから、目的は達されたってことで良しとするか……」

　チャックは、それでも納得できなさそうに、ため息ばかりついていた。

　ルシャナは水路に降りたち、笙子は目を白黒させている。

「へ？　お兄ちゃん？　……静矢の妹だったのか？」

「いろいろ聞きたいのは俺のほうだ、っていうかどこから聞けばいいんだ」

「一晩中、水路の中を飛びまわってたんだよ。見つかってよかった、けど……」

　ルシャナは、シュラの死体を見下ろす。光の中に立ちつくし、銀色の長いまつげを伏ふせて、じっと彼女を見ていた。

「間に合わなかったようだな」

「あ。もしかして、あれがルシャナの探してた？」

　ぎょっとして、笙子は静矢の腕うでをつかむ。

「逃にげよう、静矢！　ルシャナはあいつを探してたんだ、用が済んだら今度はあたしたちを殺すに決まってる！」

「えっ、何だって？」

　何が何だかわからないまま、静矢は心奈をお姫ひめ様さま抱だっこしたままで、走りだす。

「待て！」

　ルシャナは、シュラの上に視線を置いたまま、鋭するどい声をはなった。静矢たちは、ギクッとして足を止める。

「シュラほどの者が、おまえに殺されるわけはない。なぜシュラは死んだのだ……？」

　ルシャナは、シュラを抱きあげた。長い髪かみがルシャナの顔を隠かくし、その表情がわからないので、静矢は不ふ穏おんな気持ちになる。自分一人ならば、戦う気持ちはある。ルシャナは……全ての敵性少女は、彼にとってかたきであるのだから。

　しかし、笙子と心奈がいる以上、二人を守らなくてはという気持ちが先に立った。どうにかして、この場を無事におさめねばと考えると、相手の腹を読もうとして、息がつまりそうなほど緊張した。

「機き甲こう巨兵と戦ったんだ。俺たちの仲間を守るために……」

「シュラがおまえたちを守った？　ありえない、シュラはわたしと同じ製造単位ロツト、多少不完全なところはあるが命令違い反はんに該がい当とうすることなどありえない！」

　ルシャナは静矢のほうを見ないまま、語気を荒あらげた。チャックが、不服そうに口をはさむ。

「静矢の言うことは嘘うそじゃねえぞ、その野や郎ろうのプライドを守るためだってそいつが自分の口で言ったんだ！　別に、おまえが怖こわくて嘘をつく必要なんてねえんだ。なんなら、ここで戦ってやってもいいぜ！」

「挑ちよう発はつはやめとけ、チャック！　話がややこしくなる！」

　心奈たちのことも案じながら、静矢が叫さけんだ。ルシャナは、横を向いたままつぶやく。
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「野郎？　シュラが守ろうとしたのは……『男』なのか？」

「そうだ」

　静矢は、緊張しながらつぶやく。一いつ瞬しゆん、ルシャナが声にならないため息をひとつ、こぼしたのが聞こえた。

（忠告しておいてやればよかった。『男』に近づきすぎぬようにと……『男』は、われわれの心に影えい響きようを与あたえ、任務を阻はばむ。心を持たないはずの、われわれの心に……。わたしと同じ製造単位ロットなればこそ。わたしと同じものに迷うであろう事は、予測できたはずなのだ。許せシュラ、わたしと同じ製造単位ロットの子……たった一人の、わたしの『妹』……）

　ルシャナの顔から、何かきらりと光るものが落ちた。彼女自身がそれに驚おどろき、慌てて顔を上げる。

「……いや、どうでもいいことだ。わたしはシュラを処分しにきたのだ、過程はどうあれ結果は同じこと。この体がおまえたちの手に渡わたらなければ、それで任務は全て完かん了りようなのだ、それだけだ！」

　ルシャナは翼つばさを広げ、シュラのむくろを抱だいたまま、黄金の光の中に消えていった。

　笙子はホッとして、ぺたんと座りこむ。静矢も安あん堵どして、心奈を床ゆかに下ろした。

「た……助かった。どういう気まぐれか知らないけど……まさか、残ざん忍にん無比の敵性少女が、こないだ助けてやったお礼に見み逃のがしてくれたってわけでもないだろうけど」

「そうだな、何を考えていたのかな……」

　静矢はつぶやく。チャックが言った。

「そういえば、あの女、シュラとやらの機甲衣が無くなってるのは、探さなくていいのかよ？　戦略的にはむしろ、そっちのほうが大事なんじゃないのか？　ま、忘れててくれたほうが助かるから、あえて教えてやらなかったんだけどな」

　静矢はそのことばにハッとして、ふと、チャックに視線をうつす。チャックは、きょとんとしてくりくりした目を見開いた。

「な、なんだよ静矢、マジな顔して。俺、そんなに可愛かわいいかよ？」

「チャック。さっき、敵性少女も死ぬのか、人間なのか、何なんだって聞かれたけど……俺にもわからないが、ひとつだけわかりかけたことがある」

　シュラの死体があった血だまりに、静矢は近づいた。

　すっかり乾かわいて固まった血の中に、きらり、と濡ぬれた水の粒つぶが落ちていた。心奈が静矢の隣となりにくっつくようにしてのぞきながら、眉まゆをひそめる。

「何これ……涙なみだ？」

「そう……だな」

　静矢は、顔を見せなかったルシャナを思いだす。

　プライド、とシュラは言った。ルシャナが去ったのは、自分たちを見逃したわけではないのかもしれない。自分たちに心を見せたくなくて、去ったのかもしれない……それが、ルシャナのプライドかもしれない。

　しかしプライドがあることこそ、はからずも、心が存在することの証明である。

「何だよ。わかりかけたことってのは」

　じれったそうに、チャックがたずねた。静矢は、ルシャナの落とした涙のあとを、人差し指でそっとたどった。

「敵性少女にも……俺たちと同じ『心』がある、かもしれない。……ってことさ」

　静矢の視線は遠い。彼自身も、霧きりの中を手探りで歩いているような気持ちであったが、その霧のかなたに、何かが見えるような気がする。白銀のルシャナの後姿が、心に浮うかぶ。振ふり向いた彼女は、どんな表情をしているのか……それを考えると、なぜか胸が苦しくなった。なぜ、そんな気持ちになるのかわからなかった。

　静矢にはわからなかったが、心奈にはわかっているのかもしれなかった。心奈は、頼たよりなげな、でも少しこわい目で静矢をにらんでいたが、

「……お兄ちゃん」

　と、静矢を呼んで、彼の腕うでにぎゅっとしがみついた。

　それは、まるで親おや猿ざるの毛皮に掴つかまる子猿のような、決して離はなすまいとする、必死の力だった。




　香川県高松市仏生山。

　静矢と心奈が生まれた町。九年前の満月の夜……ルシャナが、その池のほとりに降り立った地。

　大門軍造の秘書が、話をにおわせていた、その場所。

　かつて小さな溜ため池いけがいくつもあったその地であったが、町が完全に破は壊かいされたあとに、直径四キロにもなる巨きよ大だいな湖ができていた。

　池のほとりには、数多くの木やコンクリートの柱が立てられていた。ここで犠ぎ牲せいになった人々をとむらうため、家族が残した墓だった。乏とぼしい食料の中から供え物がされた墓や、幼い子供の写真が貼はられた墓もあった。

　そのうちの、ひとつの墓の前で女性がしゃがんで、手を合わせていた。

　コンクリート片を突つき刺さしただけの墓には、心奈の写真が貼られていた。五年生の時の、愛らしい写真だ。墓の前には、こげたカップケーキがそなえられている。

　食料不足でやせ細り、ぼろ布をベールのように頭からかぶっていた彼女は、心奈の母親……南みなみ野の奈央子だった。かつて、年ねん齢れいより若く見え、テニスサークルに通ったり手作りのおやつを作ったり、平へい凡ぼんを絵に描えがいたような主婦だった彼女だが、娘むすめを失った厳しい荒こう野やでの三年の月日は、彼女をあっという間に、老女のように変えてしまっていた。

「心奈、今日はうどん工場の倉庫で小麦粉が見つかったから、お菓か子しを焼いてみたの。たき火で焼いて、ちょっと焦こげちゃったけど、おなかいっぱい食べてちょうだいね」

　写真の心奈に話しかけて、奈央子は思わず涙ぐみ、口を押おさえた。

「……っ心奈っ……。ごめんね、守ってあげられなくて。あのとき、静矢くんといっしょに遊びに行くのを止めればよかった。ママといっしょにお買い物に行ってれば、せめて命は助かったのに……」

　奈央子は両手で顔をおおい、地面にうずくまり、全身を震ふるわせて泣いた。

　そこに、ガーディが近づいてくる。奈央子は、ハッとして涙に濡れた顔を上げた。

「まあ……。ガーディだわ、懐なつかしい。まだ動くのかしら？」

　ガーディは、彼女らが住んでいたマンションにも設置されていた。大門軍造のビゲート警備保障が提てい携けいしていたマンションにはどこも、警備システムとして置かれていた。

『ピッ……。ミナミノ、ナオコ、サマ。カクニン、シマシタ』

　ガーディが、奈央子の顔を見上げて、ぎこちない機械音声で語る。バケツほどの大きさのガーディの、顔に当たる部分には小さなタッチパネルモニターがついていて、ふだんは漫まん画がチックな顔の画像が映されている。必要に応じてモニターにコマンド画面が現れ、道案内などの役に立つというものだ。

　奈央子は懐かしさに、また涙がこみあげて、ガーディを優しくなでる。

「わたしの名前を、まだ覚えてくれていたの？　……あら、でもうちのマンションは壊こわれてしまったから、うちのマンションのガーディではないわよね？」

　ガーディのボディの横を見ると、所属マンション名が書かれている。

「サンクレール高松……まあ、あなた高松からはるばる来たの？　どうして高松のマンションのガーディが、わたしを知っているの？」

　娘の心奈と違ちがい、奈央子はコンピューターに詳くわしくない。首をかしげていると、突とつ然ぜん、ガーディのモニターに映っていた顔が、フッと消えて真っ黒い画面になった。

「あら。壊れたかしら？」

　奈央子はあわてて、モニターをのぞきこむ。すると……ガーディが、今までの機械音声とは違う、はっきりとした男の声で話しだした。

『大だい丈じよう夫ぶです、奥おくさん。ようやく、ビゲートピアのシステムの再起動が完全に終わりましたので、ね……』

　モニターの中に、ゆっくりと男の顔が浮うかびあがってきた。

　奈央子には、目の前で何が起こっているのか、理解できていなかった。ロボットが別の声色で話しだした、ぐらいにしかとらえていなかった。

　モニターに現れたのは、背広を着込み、口ひげを整えた、堂々たる男の顔だった。実写ではなく、実写に匹ひつ敵てきするほどたくみに作り上げられた、３Ｄ映像である。

『遍在的ユビキタス、というのを聞いたことがありませんかな、奥さん？　ビゲートと契けい約やくしていた全てのシステム……警備システムも、交通システムも、オンラインゲームサイトも、全てのデータはビゲートピアに置かれていたサーバーコンピューターに溜ためこまれ、ＡＩを育てる材料となり、より高度な情報解かい析せきができるようになったのです……すなわち、ビゲートの端たん末まつから入るデータは全て、わたしの知識になっていたわけです。端末全体が共有する知識に、ね。それに完全な機き甲こう衣や、敵性少女のＤＮＡデータも手に入った……わたしが求める全てのデータがついに手に入ったので、ここに来た……というわけですよ』

　奈央子は、その男の顔を心奈のコンピューター画面やテレビで何度か見たことがあったが、興味が無かったので、誰なのか覚えていなかった。

　それはビゲートピアの創設者であり、ビゲートグループを総そう括かつする存在、大門軍造であったが、奈央子は知らなかった。

「ガーディ、壊れたのかしら？　それとも、テレビが映っているの？」

　首をかしげる彼女の前で、ガーディはカップケーキのほうに向きを変える。画面の中の大門軍造が、カップケーキを見て、にやりと笑った。

『フフ……はるばる来た甲か斐いがありましたな、奥さん。わたしはカップケーキに目がありませんでね……今はもう食える体では無くなったが、妻が得意だったのですよ』

　奈央子には、ロボットが勝手に喋しやべっているようにしか聞こえなかった。

　ガーディはマジックハンドで、カップケーキを持ち上げる。モニターに映っていた大門軍造の３Ｄ映像が、カップケーキを見つめながら、からからと笑いだした。

『システムの再起動は終しゆう了りようした。計画は全て順調に進んでいる！』

　なぜ彼が笑っているのかも、奈央子にはわからなかった。

　かぎりなく真円に近い巨きよ大だいな湖は、深く青々と水をたたえている。

　それを見ながら、ガーディの中の大門軍造は、ひたすらに笑いつづけていた。





《完》









あとがき







　ここまでお読みくださって、ありがとうございます。「戦姫」シリーズ、二作目です。

　この巻のメインにすえられている敵性少女は、ルシャナではなくシュラです。完かん璧ぺきなルシャナと同じ「製造単位ロット」でありながら不完全なシュラは、その強さと弱さのアンバランスさがとても脆もろくて、好きなキャラクターだったので、この巻の表紙がシュラになることが決まって、嬉うれしかったです。

　ところで、お気づきになられた方も多いと思いますが、敵性少女の名は全て、サンスクリット語（梵ぼん語ご）の神々の名をもとにしています。あえて、本来区切らないところで区切っていますので、注意してください（たとえば「いくさ・ひめ」ではなく「いく・さひめ」と区切っているような感じです）。

　ビ＝ルシャナは毘び盧る遮しや那な。アッ＝シュラは阿あ修しゆ羅ら。イ＝ンドゥーラは帝たい釈しやく天てん。マリ＝シィは摩ま利り支し天てん。ガッ＝ネーシュは歓かん喜ぎ天てん。ハ＝リティは訶か梨り帝てい母も、鬼き子し母も神じんとも。サラ＝スヴァティは弁べん才ざい天てん。サハス＝ラブジャは千せん手じゆ観かん音のん。バイシャ＝ジャグルは薬やく師し如によ来らい。アクショ＝ブヤは阿あ閦しゆく如によ来らい。マン＝ジュシュリは文もん殊じゆ菩ぼ薩さつ。イ＝スカンダは韋い駄だ天てん。彼女らの色や姿や能力も、その神々の姿をイメージしています。

　ヒンズー教では阿修羅は悪神であり、その阿修羅たちを統べるのが毘盧遮那です。毘盧遮那は光の神でもあります。仏教では大日如来とも呼ばれ、光と宇宙を統べる最高仏となっています。ちなみに奈良・東大寺の大仏が、毘盧遮那仏です。美しい仏像で有名なのは、京都・広隆寺の弥み勒ろく菩ぼ薩さつ像と、奈良・興福寺の阿修羅像が双そう璧へきではないでしょうか。仏像ではありませんが、最近見た、中国の芸術団による「千手観音」という舞ぶ踊ようが非常に美しくて、本物の極楽浄土を見ているかのようでした。

　脇役ですが、須す磨ま原はら未み来く路ろ君。こちらも、ステッカーだらけの機甲巨兵レッド・エンペラーから「ははーん」と思われた方、当たりです。元Ｆ１ドライバーで「赤い皇帝」と呼ばれた、ミハエル・シューマッハ（Michael Schumacher）です。

　シオミヤイルカ先生、今回も美麗なイラストありがとうございました。特にチャックが、いかにも抜け目なさそうで好きです。多分、世界で一番悪そ～ぅなチワワだと思います。そして読者の皆様、今後ともどうぞよろしくおつきあいお願いいたします。





二〇〇七年一月　夏緑＠チワワのあいさつはこんにちわわ
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